
日仏海洋学会は，海洋学や水産学の分野で活動

している日本とフランスの科学者や団体の学術交

流を促進することを目的として，1960年4月に

創立されました。当時フランスは有人潜水艇（バ

チスカーフ）による深海調査の分野で世界をリー

ドしていました。1958年にバチスカーフFNRS-

Ⅲ号が，1962年にはアルシメード号が来日し，

日本の研究者を乗せて日本海溝や千島海溝などで

潜水調査を行いました。このようなフランスの先

進的な活動を受けて，当時の東京水産大学教授

故佐々木忠義博士の呼びかけで，日本とフランス

の海洋学と水産学の学術交流を促進するために，

当学会が設立されました。初代会長の佐々木博士

に宛てて，当時のパリ大学理学部教授でフランス

学士院会員のルイ・ファージ博士や，当時のモナ

コ海洋博物館長のジャック＝イヴ・クストー氏な

どから賛意が寄せられています。

1963年には学会機関誌「うみ」の発行を始め

ました。欧文名は ・Lamer・で，現在は年4回

発行しています。今年で第49巻を数えます。例

年6月に学術研究発表会と総会を開催しています。

日仏海洋学会の会員は現在約 150人です。1966

年には学会賞を，2002年には論文賞を設けまし

た。1984年に，フランス国立高等研究院名誉教

授ユベール・セッカルディ博士の呼びかけで，フ

ランスにも日仏海洋学会が設立されました。日本

とフランスの両日仏海洋学会は，共同して1983

年以来ほぼ2年に1回，日本とフランスで交互に

「日仏海洋学シンポジウム」を開催しています。

2008年にはフランスのマルセイユで第13回のシ

ンポジウムを開催しました。

日仏海洋学会は，本拠を公益財団法人日仏会館

（東京都恵比寿）に置いています。同じく日仏会

館を拠点とする，人文・社会・自然科学および医

学，農学，工学などのあらゆる分野の26学会で

構成されている日仏関連学会の一つとしても活動

しています。2008年には，日本とフランスの交

流が開始されて150年になるのを記念して，日仏

会館で「日仏交流150周年記念日仏関連学会総合

シンポジウム日仏学術交流のルネッサンス」を3

日間にわたって開催しました。これらの，学会創

立以来の50年にわたる活動の詳細については，

次の「日仏海洋学会50年の歩み」をご覧下さい。

日仏海洋学会は2010年に学会創立50周年を迎

えました。その記念事業として，記念シンポジウ

ムと記念式典の開催，および学会機関誌「うみ」

の記念号の発行を企画しました。創立50周年記

念シンポジウム・式典は，第14回日仏海洋学シ

ンポジウムとして，神戸で2010年10月15日に

開催しました。これは，マルセイユの姉妹都市で

ある神戸で隔年開催されている国際カンファレン

ス「テクノオーシャン」の一環として開かれたも

のです。記念シンポジウム・式典は，フランスか

らの22名の研究者を含む70名を超える参加を得

て，盛大に開催されました。その詳細については，

この記念号の「日仏海洋学会創立50周年記念行

事」と「創立50周年記念第14回日仏海洋学シン

ポジウム」をご覧下さい。なお，この記念号の発

行では，笹川日仏財団（担当：伊藤朋子氏）から

格別のご支援をいただきました。

さて，この記念号を準備していた2011年3月

11日に，東北地方太平洋沖を震源とする超巨大

地震と，それに伴う超巨大津波が発生しました。

さらにこの津波が原因で，福島第一原子力発電所

の事故が起こり，日本はこれまでにない大災害を

被りました。2万人に近い方々が犠牲になるとい

う未曾有の大惨事です。まさに自然の猛威を思い

知らされました。被害は日本一国に留まらず，海

中漂流物や放射性物質などは，近隣諸国をはじめ

世界の多くの国々に大なり小なり影響を及ぼしま

す。地震・津波の直後から，世界中の研究者や仲

間からお悔みや激励のメールをいただきました。

また，世界中から救援の手が差し延べられ，義援

金の申し出がありました。フランスの海洋研究者

からは三陸地方のカキ養殖事業に対して復興に向

けての支援が届きました。今回の災害を経験して，

日本は世界につながっているという思いを新たに

しました。海は時々災害をもたらしますが，その

恩恵も大きく，我々は将来も海に頼らざるを得ま

せん。全人類が手を携えて海や地球との共生を図

る以外に，生き延びる道はないと思います。

日仏海洋学会はこれからも日本とフランスの間

の海洋学や水産学の学術交流を中心として活動を

続けて参ります。今後とも，ご支援・ご鞭撻をお

願いいたします。

学会創立50周年を迎えて

日仏海洋学会会長 今脇 資郎



TheJapanese-FrenchOceanographicSociety

wasfoundedinApril1960,inordertostimu-

latescientificexchangesbetweenJapaneseand

French individualsandgroupsworking on

oceanography andfisheries.In thosedays,

Frenchscientistswereleadingthedeep-seare-

searchusingmannedsubmersibles.In1958,

BathyscapheFNRS-IIIandin1962,Bathysca-

pheArchim�devisitedJapantocarryoutdeep-

seaexpeditionsinJapanTrenchandKuril

TrenchwithJapanesescientists.Recognizing

thoseadvancedFrenchactivities,thelateDoc-

torTadayoshiSasaki,ProfessorofTokyoUni-

versityofFisheriesatthattime,ledfounding

thisSociety,inordertostimulatescientificex-

changesbetweenJapaneseandFrenchoceanog-

raphers and fisheries researchers.Doctor

Sasaki,thefirstPresidentoftheSociety,re-

ceivedcelebratingmessagesfromvariousscien-

tists,includingDoctorLuisFage,whowas

ProfessorofFacultyofScience,ParisUniver-

sityandMemberofInstitutdeFranceatthat

time,andMr.Jacques-YvesCousteau,whowas

theDirectorofMus�eoc�anographiquede

Monacoatthattime.

In1963,theSocietystartedtopublishtheso-

cietyjournal・Umi,・whichiscalled・Lamer・

internationally;fourissueshavebeenpub-

lishedeachyearrecently,andthelatestvolume

isthe49th.TheSocietyhasbeenholdingthe

scientificandbusinessmeetinginJuneevery

year.TheSocietynumbersabout150members

today.TheSociety established theSociety

Awardin1966andtheBestPaperAwardin

2001. In 1984, another Japanese-French

OceanographicSocietywasfoundedinFrance

bytheeffortofDoctorHubertCeccaldi,Profes-

sorEmeritusofL'EcoledesHautes�tudes.The

Japanese-French OceanographicSocietiesin

JapanandFrancehavebeencoordinatelyhold-

ing・Symposium onOceanographyinJapan

andFrance・eitherinJapanorFranceabout

everytwoyearssince1983.Its13thsymposium

washeldinMarseille,Francein2008.

TheSocietyisbasedatLaMaisonFranco-

JaponaiselocatedatEbisuinTokyo,andis

playingaroleasamemberofJapanese-French

SocietyConsortium,whichconsistsof26aca-

demicsocietiesonhumanities,socialsciences,

naturalsciences,medicalsciences,agricultures,

engineering,etc.andarebasedatLaMaison

Franco-Japonaise.In2008,theyheldabigsym-

posium entitled・Renaissanceofacademicex-

changesbetweenJapanandFrance,・celebra-

tingthe150thanniversaryofJapanese-French

mutualinterchange,whichstartedneartheend

of・Edo・era.ThoseactivitiesoftheJapanese-

French OceanographicSociety for50years

sinceitsfoundationaredescribedindetailson

thenextsectionentitled・ProgressoftheJapa-

nese-FrenchOceanographicSocietyinthePast

50years・.

TheSocietywelcomedthe50thanniversary

ofitsfoundationin2010,anddecidedtohold

thememorialsymposiumandceremony,andto

publishamemorialissueofthesocietyjournal

・Umi.・Thememorialsymposium andcere-

monyofthe50thanniversarywasheldinKobe

on15October2010,asthe14th・Symposiumon

OceanographyinJapanandFrance.・Itwas

heldasapartoftheInternationalConference

entitled・TechnoOcean,・whichhasbeenheld

inKobe,asistercityofMarseille,everytwo

years.Thememorialsymposiumandceremony

wereheldsuccessfully,beingattendedbymore

than70people,including22scientistsfrom

France.Thedetailsofthosearegivenonsec-

tionsofthisspecialissueentitled・Commemor

ativeeventsofthe50thanniversaryofsociety

foundation・and・Commemorativesymposium

ofthe50thanniversaryofsocietyfoundation

（The14thJapanese-FrenchOceanographySy

mposium）・.Itshouldbenotedthatthisspecial

issue was financially supported by the

Lamer49,201146

Welcomingthe50thanniversaryofsocietyfoundation

President,Japanese-FrenchOceanographicSociety

ShiroIMAWAKI



Fondation Franco-JaponaiseSasakawa;Ms.

TomokoItotookspecialcareofit.

Duringpreparingthisspecialissue,on11

March2011,Japanwasattackedbythehuge

earthquakewhoseepicenterwaslocatedoffthe

PacificcoastofTohokuAreaandsubsequent

devastatingtsunami,whichresultedindam-

agesofFukushima Daiichinuclear power

plants.Thevictimsalmostamountedto20,000;

itwasreallyanunprecedenteddisaster.We

havesincerelyre-realizedtherageofNature.

ThedamagewasnotlimitedtoJapan,but

driftingdebrisintheseaandradioactivemate-

rialinjectedtotheenvironmentmaycause

moreorlessconsiderableeffectstomanycoun-

triesintheworld,especiallytoneighboring

countries.Justaftertheearthquakeandtsu-

nami,wereceivedalotofelectronicmailsof

sympathyandencouragementfromcolleagues

allovertheworld.Japanreceivedvariouskinds

ofreliefanddonationfromallovertheworld.

Frenchoceanographerssentaspecificsupport

tofishermeninSanrikuAreatohelpthemto

recovertheoystercultivation.Wehavere-

recognizedthatJapanistightlyconnectedwith

theworld.Ononeside,wesufferdamagesfrom

oceansoccasionally,butontheotherside,we

receivetremendousbenefitfromtheoceansand

humanbeingsshallinevitablydependonthe

oceansinfuture,too.Namely,humanbeings

shouldcooperatewitheachotherandpursue

thewayoflivingclosetogetherwiththeoceans

andearth,whichseemstobetheonlywayfor

humanbeingstosurvive.

TheJapanese-FrenchOceanographicSociety

willkeepactivities,focusingonscientificex-

changesbetweenJapanandFranceinthefield

ofoceanographyandfisheries.Anysugges-

tions,encouragementsandsupportsshouldbe

appreciated.
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日仏海洋学会は1960年4月7日に創設され，

2010年に50周年を迎えた。この50年の歳月は

半世紀に当り，かっては人の一生の長さにたとえ

られている。これだけの期間，学会が活動・継続

したことは誠にめでたい限りである。

本学会の目的は，日本とフランス両国の海洋・

水産学の分野における学問的交流を組織化して，

その分野での科学の協力を促進することである。

このような目的の表現上の文言や字句などには経

時的変化があるものの，その趣旨は発足の当時か

ら現在まで基本的には変っていない。

日仏海洋学会は上記の目的を遂行するため，各

種の事業を行っており，これらの事業を通して，

歩んできた道程の諸活動を以下に振り返ってみる。

本学会が実施している研究会は，毎年，春頃に

開催する学術研究発表会である。この発表会にお

ける発表件数は創立の当初は20件程度だったが，

時代を経るにつれて次第に減少し，最近では十数

件程度である。これは，学会員の専門分野，学問

の細分化および研究発表の機会の増加と大いに関

連していると思われる。また，研究内容の範囲は

発足当時には地球科学，海洋科学，水産学を含む

生物科学などの多岐にわたっていたが，時代の推

移につれて次第に海洋学や水産学などの一定の分

野に絞られている。なお，発表会場である公益財

団法人日仏会館は最初は東京・御茶水に立地して

いたが，1995年に新館落成により，恵比寿に移

転，現在に至っている。

シンポジウムの開催に関しては，学会創設から

約20年間では多くのシンポジウムが学会独自に

企画され，特に深海については10回にも及んで

いる。このことは海底資源開発を求めた産業界の

要請，それに加えて，佐々木忠義初代会長（故人）

の並々ならぬ熱意かと思われる。歴代会長・副会

長に関しては，資料1を参照されたい。その後の

研究内容では，時代を反映する学術諸分野のテー

マに変り，1985年頃から開催回数は減少してい

る。この理由は本学会とフランスの仏日海洋学会

との共同シンポジウムが，隔年または3年に一度

両国で開催されていることとも関係があり，これ

については後述する。最近の講演会やシンポジウ

ムの開催では学会単独でなく，日仏会館関連諸学

会をはじめとする他学会との共催で行う場合が

多い。

本学会の重要事業の一つである定期刊行物は学

会機関誌の「うみ」（国際名 ・Lamer・）である。

この機関誌は学会発足3年後の1963年に第1巻

1号が創刊され，最近は季刊で，2011年に第49

巻 1・2号を発行した。学会誌「うみ」の掲載内

容は原著論文，短報，総説，寄稿および資料など

であり，学会内に編集委員会を立ち上げ，編集委

員長の下で投稿論文を編集委員が査読している。

印刷の刷上りページ数は年間250ページ程度をめ

どに発行してきたが，最近では総ページ数が減少

している傾向にある。巻末に最近10年間の総目

次を示す。第22巻3・4号（1984）は学会創設者，

佐々木会長の追悼号であり，既刊のうち350ペー

ジの最大分量で特筆に値する。なお，学会誌の印

刷は創刊の当初から今日まで一貫して有限会社英

和出版印刷社が担当している。

学会の刊行物として，「英仏和，海洋・水産用

語集」（B5版，45ページ）が1967年に発行され

ている。この用語集は出版当初には希少価値があ

り，最近では類似の事典の編集に役立っている。

また，啓蒙書では，若者の読者を対象とした図書

として，「海と人間」と「海に何が起っているか」

が，それぞれ1981年と1991年に岩波ジュニア新

書として出版され，好評を博している。さらに，

会員の利便を図るため，2003年度から研究発表

会の映像を収録し，DVDに納めて保存・販売し

ている。近年では，学会誌のバックナンバー（第

1巻～第45巻）をデジタル化して全会員や関係

研究機関へ無料配布している。それに加えて，

2005年度に本学会のホームページを開設して，

学術情報を発信している。

学会の褒賞制度として学会賞と論文賞の授与が

ある。学会賞は1966年度に制定され，毎年，候

補者推薦委員会を立ち上げて公正に選考し，評議

員会の議を経て受賞者を決定している。受賞者が

順次各専門分野にわたるよう配慮されている。ま

た，論文賞は2002年度に制定され，若手研究者

や大学院生を筆頭著者とする，「うみ」に掲載さ

れた論文を対象とし，毎年2件以内に授与してい

る。これらの表彰は本学会の総会において行い，

学会賞受賞者には賞状およびメダルを（創設当初

は賞金も），論文賞受賞者には賞状を贈呈してい

日仏海洋学会50年の歩み

日仏海洋学会副会長 森永 勤



る。資料2に歴代受賞者を示す。

本学会の特色として，日本・フランス両国によ

る，調査・講演会・シンポジウムなどの共同事業

がある。学会発足当時には，フランスの潜水艇に

よる深海研究共同調査，深海に関する映画会や講

演会が行われている。1985年代の宇野寛元会長

（故人）は，特に両国の水産増養殖に関して尽力

し，人的交流を積極的に推進した。フランスでは

この頃，国立海洋研究機関「IFREMER」が設立

されている。時を同じくして，日仏会館のフラン

ス人学長（当時の呼称）に，仏日海洋学会（1984

年にパリで設立）のユベール・セッカルデイ教授

が就任し，日仏両国の交流は強固なものとなった。

特に，水産学を含む海洋生物科学分野において大

きな進展があった。この日仏間の協調の経緯につ

いては，本誌の第47巻1・2号（2009）に掲載さ

れた総説「海洋学および水産学分野における日仏

間協調の歴史と今後」で，八木宏樹前副会長らが

詳細に解説している。日本とフランスによる共同

シンポジウムは1983年の第1回から2010年の第

14回へと継続し，両国で開催している。資料3

に，これまでの日仏海洋学シンポジウムの内容を

示す。

以上，学会の諸活動を概観してきたが，これら

を支援する主な財源は学会員や賛助会員の会費に

依っている。正会員の年会費は学会設立当時700

円，現在は8,000円であり，賛助会員の年会費は

設立当時5,000円，現在は10,000円である。

今後，日仏海洋学会が，これまで通りの諸活動

を維持・継続するには，学会の設立理念に立ち戻

るのが肝要といえよう。第一には学会の「冠」で

ある日本とフランスとの学術分野において，交流

を今まで以上に一層，活発化し，それらの成果を

両国の社会に還元することである。第二には，日

本国内の学会活動に特色を打ち出すことである。

一案として，大規模な他学会が取り組まない課題

や社会的要請の強い特殊テーマの採択，開催地に

フランス国内の姉妹都市や友好都市を選ぶことな

どがあげられる。このためには，発展の著しい情

報伝達技術を上手に活用する必要があることは言

うまでもない。
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TheJapanese-FrenchOceanographicSociety

（JFOS） wasfoundedonApril7,1960and

markedits50thanniversaryin2010.Thepe-

riodof50yearscorrespondstoahalfcentury,

andthatwasahuman'slife-spaninthepast.

Wearedelightedthatthesocietyhasbeenvery

activeandongoingforsuchalongtime.

Theobjectivesofthesocietyaretosystema-

tizetheacademicexchangebetweenJapanand

Franceinthefieldsofoceanographyandfish-

eries,andtopromotescientificcooperationin

thosefields.Thewordsandtextforexpressing

suchobjectiveshavechangedovertime,butthe

intenthasnotchangedbasically from the

startingtimethroughthepresent.

TheJFOShasbeencarryingoutvariouspro-

jectstofulfillthoseobjectives.Inthefollowing,

wewilllookbackattheactivitiesthatthesoci-

etyhasundertakenduringtheprocessofcar-

ryingouttheseprojects.

Thesocietyhasbeenholdingtheacademicre-

search conference every year around the
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Vice-PresidentoftheJapanese-FrenchOceanographicSociety
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spring.Thenumberofpresentationsatthe

conferencewasabout20whenitwasstarted.

However,thenumberhasgraduallydecreased

overtime,andisapproximatelyoveradozenin

recentyears.Thismaybeverymuchrelatedto

thespecialtysegmentationofthesocietymem-

bers,thesegmentationofacademicresearch,

andincreaseinthepresentationopportunityof

researchpapers.Also,inthepast,theresearch

contentsrangedwidelyfromearthscienceand

oceanographicsciencetobiologicalsciencesin-

cludingfisheriesscience.However,theywere

graduallynarroweddown,overtime,tothe

fixedareassuchasoceanographyandfisheries

science.Theconferencevenue,theJapanese-

FrenchHall（Maisonfranco-japonaise）,was

originallylocatedatOchanomizuinTokyo;it

wasmovedtoEbisuaftertheopeningofthe

newbuildingin1995.

Forabout20yearsfrom thefoundationof

thesociety,numeroussymposiawereheldby

thesociety.Inparticular,symposiaconcerning

thedeep-searesearchwereheldtentimes.Itis

partlybecausetherewasarequestfromthein-

dustry,forthedevelopmentofoceanfloorre-

sources,andpartlybecausethedeceasedfirst

PresidentTadayoshiSasakihadanextraordi-

naryambition.InDocument1,allthepast

presidentsandvice-presidentsarelisted.The

researchcontentsthereafterchangedtovari-

ousacademicthemesthatreflectthetimes,and

thenumberofsymposiahasdecreasedsince

around1985.Thereasonforthisisrelatedto

thesymposiaheldjointlywiththeJFOSin

Franceeverytwotothreeyears;thedetailsof

thosesymposiawillbedescribedlater.Recent

lecturemeetingsandsymposiaareoftenco-

hostedwithothersocietiesincludingvarious

societiesaffiliatedwiththeJapanese-French

Hall（Maisonfranco-japonaise）.

Theperiodicalpublication ofthesociety,

whichisoneofthemostimportantprojects,is

thejournal・Lamer・named・Umi・inJapa-

nese.Thejournalwasfirstpublishedin1963;it

isthreeyearsafterthefoundationofthesoci-

ety.Lately,thejournalhasbeenissuedquar-

terly,andVol.49,No.1/2waspublishedin

2011.Thesocietyjournal・Lamer・contains

originalpapers,shortcommunications,re-

views, contributed articles, and other

information.Aneditorialcommitteehasbeen

setupinthesociety,andsubmittedpapersare

reviewedbycommitteemembersunderthedi-

rectionoftheeditorialcommitteechair.The

numberofprintedpagesusedtobeabout250

pagesperyear,butthetotalnumberofpages

hasbeentrendingdownwardinrecentyears.

Attheendofthisissue,theentirecontentsfor

therecenttenyearsareshown.Vol.22,No.3/4

（1984）wasamemorialissueforthesociety

founder,thefirstPresidentSasaki;theissue

containedthelargestamountofpages（350

pages）amongthepublishedissues.Thesociety

journalhasalwaysbeenprintedbyEiwaPub-

lishingCo.,Ltd.from thefirstissuethrough

thepresentissue.

Asapublicationofthesociety,thereisthe

・English-French-JapaneseGlossaryforOcean-

ographyandFisheries・（B5size,45pages）,

publishedin1967.Thisglossaryhadararity

value.Inrecentyears,ithasbeenusefulforthe

compilationofsimilardictionaries.Asenlight-

ening booksforyoung readers,・Sea and

Human-Beings・and・WhatisHappeninginthe

Sea・werepublishedin1981and1991,respec-

tively,inthe・IwanamiJuniorShinsho・series.

Bothbookshavebeenwell-received.Further-

more,fortheconvenienceofthesocietymem-

bers,videosofscientificconferenceshavebeen

recorded,storedinDVD,andsoldsince2003.In

recentyears,thebackissuesofthesociety

journal（Volume1toVolume45）weredigit-

izedanddistributedforfreetoallthesociety

membersandtherelatedresearchorganiza-

tions.Inaddition,wesetuptheWebsiteofthe

societyin2005,inordertosendoutacademic

informationaboutthesociety.

Theawardingsystemofthesocietyincludes

theSocietyAwardandBestPaperAward.The

SocietyAwardwasestablishedin1966.Each

year,wesetupacandidaterecommendation

committee,carryoutafairselection,andde-

cideawardwinnersthroughthediscussionby

thecouncil.Awardwinnersarecarefullyse-

lectedsothatwecovereachfieldofspecializa-

tion in turn.TheBestPaperAward was

establishedin2002;thepaperspublishedin・La

mer・byyoungresearchersorgraduatestu-

dentsasthefirstauthorduringthelatesttwo

yearsarethecandidates,andoneortwopapers
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areawardedeachyear.Theseawardsarepre-

sentedatanannualgeneralmeetingoftheso-

ciety.TheSocietyAwardispresentedwithan

awardcertificateandamedal（alsoreward

whenitwasestablished）,andtheBestPaper

Awardispresentedwithanawardcertificate.

InDocument2,allthepastawardwinnersare

listed.

Asdistinctivefeaturesofthesociety,wehave

carriedoutjointprojectssuchassurveys,lec-

turemeetings,andsymposiabyboththeJFOS

inJapanandJFOSinFrance.Whenoursoci-

etywasfounded,thejointdeep-seainvestiga-

tionswithFrenchsubmarineswerecarriedout,

andthemovieandlecturemeetingsconcerning

thedeepseawerealsoheld.Around1985,the

deceasedthirdPresidentYutakaUnowascom-

mittedespeciallytoaquacultureofbothcoun-

triesandactivelypromotedtheexchangeof

peoplebetweenthetwocountries.Aroundthis

time,theInstitutFrancaisdeRecherchedela

Mer・IFREMER・wasestablishedinFrance.At

thesametime,ProfessorHubert-JeanCeccaldi

madeanefforttofoundtheJFOSinParisin

1984,andalsotookupthepostastheFrench

President（designationaroundthattime）of

the Japanese-French Hall（Maison franco-

japonaise）.Thus,theexchangebetweenJapan

andFrancewasstrengthened.Inparticular,

therewasaremarkableprogressinthefieldsof

marinebiologicalscienceincludingfisheries

science.ThedevelopmentofJapanese-French

collaborationwasdescribedindetail,bythe

formerVice-PresidentHirokiYagiandothers,

inthereviewpaperentitled・HistoryandFu-

tureofJapanese-FrenchCollaborationinthe

FieldsofOceanographyandFisheriesScience・

publishedon・Lamer・Vol.47,No.1/2（2009）.

TheJapanese-Frenchjointsymposiawerere-

peatedlyheldfrom No.1in1983toNo.14in

2010ineitherJapanorFrance.InDocument3,

thecontentsofthoseJapanese-FrenchOceano-

graphicSymposiaarelisted.

Asmentionedabove,thesocietyhascarried

outvariousactivities.Themainsupporting

fundingfortheseactivitiesisthemembership

duesfromthesocietymembersandsupporting

members.Theannualmembershipfeefora

regularmemberwas700yenwhenthesociety

wasfounded,andpresentlyitis8,000yen.The

annualmembershipfeeforasupportingmem-

ber was5,000 yen when thesociety was

founded,andpresentlyitis10,000yen.

FortheJFOStomaintainandcontinuevari-

ousactivitieshereafterasinthepast,itises-

sentialtoreturntothefoundingphilosophyof

thesociety.Firstly,wehavetorevitalize,more

thanever,theacademicexchangebetweenJa-

panandFrance,whichisthetoppriorityofthe

society,andtogivebacktheachievedresultsto

thepublicofbothcountries.Secondly,wehave

toadduniquefeaturestothesocietyactivities

inJapan.Followingsaresomesuggestions;

subjectswhichotherlargesocietiesexcludeand

uniquethemeswithstrongsocietaldemand

shouldbeselectedasconferencethemes,and

sistercitiesandfriendshipcitiesinFrance

shouldbechosenasconferencevenues.Needless

to say,we should effectively apply fast-

developing communication technology for

thesepurposes.
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資料 1 日仏海洋学会歴代会長および副会長

Document1 PresidentandVice-PresidentoftheJapanese-FrenchOceanographicSociety

期間 会長 副会長

Period President Vice-president

1960-1976 佐々木 忠義

TadayoshiSASAKI

1977-1981 佐々木 忠義 黒木 敏郎 国司 秀明

TadayoshiSASAKI ToshioKUROKI HideakiKUNISHI

1982-1983 佐々木 忠義 国司 秀明 高野 健三

TadayoshiSASAKI HideakiKUNISHI KenzoTAKANO

冨永 政英

MasahideTOMINAGA

1984-1985 冨永 政英 高野 健三 森田 良美

MasahideTOMINAGA KenzoTAKANO YoshimiMORITA

1986-1987 宇野 寛 高野 健三 内田 宏

YutakaUNO KenzoTAKANO HiroshiUCHIDA

1988-1990 宇野 寛 高木 和徳

YutakaUNO KazunoriTAKAGI

1990-2000 有賀 有勝 高木 和徳 岡市 友利

YushoARUGA KazunoriTAKAGI TomotoshiOKAICHI

2000-2001 須藤 英雄 青木 三郎 今脇 資郎

HideoSUDO SaburoAOKI ShiroIMAWAKI

2002-2003 須藤 英雄 山口 征矢 今脇 資郎

HideoSUDO YukuyaYAMAGUCHI ShiroIMAWAKI

2004-2005 須藤 英雄 山口 征矢 八木 宏樹

HideoSUDO YukuyaYAMAGUCHI HirokiYAGI

2006-2007 須藤 英雄 山口 征矢 八木 宏樹

HideoSUDO YukuyaYAMAGUCHI HirokiYAGI

小池 康之

YasuyukiKOIKE

2008-2009 今脇 資郎 森永 勤 八木 宏樹

ShiroIMAWAKI TsutomuMORINAGA HirokiYAGI

2010-2011 今脇 資郎 森永 勤 小松 輝久

ShiroIMAWAKI TsutomuMORINAGA TeruhisaKOMATSU
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資料 2a 日仏海洋学会賞受賞者および受賞課題

Document2a ListedeslaureatsduPrixdelaSocietefranco-japonaised・oceanographie

1966 高野 健三 風の応力と海面での海水密度の不均一を考えた海水大循環に関する一連

の研究

KenzouTAKANO Uneseridetravausurlacirculationgeneraledansunocean

1967 鬼頭 正隆 北太平洋における毛顎動物の分布生態に関する研究 特に深層水の動き

に関連して

MasatakaKITOU RecherchesmorphologiquessurleschaetognathesduPacifiquedu

nord

1968 今村 豊 漁業における火光の集魚効果とその操法研究

YutakaIMAMURA Etudedel・effetdufeusurlapecheetdesonoperation

1970 杉浦 吉雄 日本近海海水の海洋化学的研究

YoshioSUGIURA RechercheschimiquesdeseauxauxenvironsduJapon

1971 冨永 政英 沿岸波浪および内部波に関する一連の研究

MasahideTOMINAGA Recherchessurlesvaguesetlescondesinternes

1972 宇野 寛 水族生物の増養殖に関する生態学的研究

YutakaUNO Recherchesecologiquesdel・elevagedel・oreilledemer

1973 草下 考也 魚類の顔面骨、特に尾舌骨の形状に関する水産学的研究

TakayaKUSAKA Recherchesmorphologiquessurl・osurohyyaletsurlesosFaciauxdes

poissons

1974 松生 洽 大洋における光学的性質に関する研究

KanauMATSUIKE Recherchessurlesproprietiesoptiquesdel・eauenpleinocean

1975 丸茂 隆三 東京湾のプランクトン群集の遷移に関する研究

RyuzouMARUMO EtudesurlasuccessiondelacommunauteplanctoniquedanslaBaiede

Tokyo

1976 阿部 友三郎 安定海水泡沫に関する一連の研究

TomosaburouABE Recherchessurlesbullesstablesd・eaudemer

1977 有賀 祐勝 藻類の生産に関する生理生態学的研究

YushoARUGA Recherchesphysio-ecologiquessurlaproductionorganiqueparles

algues

1978 根本 敬久 おきあみ類をめぐる生物生態に関する研究

TakahisaNEMOTO Recherchesecologiqued・etrevivantrelativeauxeuphausuaces

1979 井上 実 魚類の行動と漁法に関する一連の研究

MakotoINOUE Uneseriedesrecherch�surlescomportementsdepoisonsetLa

methodologiedepeches

1980 岡見 隆 海洋光学に関する一連の研究

NoboruOKAMI Uneseriedesrecherch�surl・optiqueoceanographique

1981 村野 正昭 動物プランクトン、特にあみ類の分類学的ならびに漁業生物学的研究

MasakiMURANO RecherchestaxonomiquesetbiologiquespechessurlesZooplanktons,

particulierementMysidaces
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1982 鎌谷 明善 海洋における生体元素、特に珪素の循環機構に関する研究

AkiyoshiKAMATANI Recherchessurlesmechanismsdecirculation desbioelements,

particulierementdusilicium,danslamer

1983 中村 重久 海岸付近における波の防災科学的研究

ShigehisaNAKAMURA RecherchesscientifiquessurlesvaguescotierespourlaPreventiondes

desastres

1984 竹松 伸 海洋循環における遷移元素の沈降機構に関する研究

NoburuTAKEMATSU StudyonsedimentationmechanismoftransitionelementsinOceanic

circulation

1985 永沢 祥子 毛顎類の生態および海洋生態系におけるその役割に関する一連の研究

SachikoNAGASAWA StudiesontheecologyofchaetognathsandtheirroleinmarineEco-

systems

1986 柳 哲雄 沿岸海洋過程に関する研究

TetsuoYANAGI Physicaloceanographyoncoastalprocesses

1987 谷口 旭 植食性プランクトンの生産生態に関する研究

AkiraTANIGUCHI Productionecologyoftheplanktonicgrazersinthesea

1988 青木 三郎 海底堆積物中の粘土鉱物組成及び鉱物化学的性質に関する研究

SaburouAOKI LescompositionsetlesproprietieschimiquesdesminerauxAgrileux

danslessedimentsmarins

1989 山口 征矢 植物プランクトンの基礎生産、特に低温水域の基礎生産に関する研究

YukuyaYAMAGUCHI Studiesonphytoplanktonprimaryproductivitywithspecialreference

tolowtemperaturewaters

1990 落合 正広 河口域における懸濁有機物の挙動に関する研究

MasahiroOCHIAI Etudesurlacomportementdelamatiereorganiqueparticulairedans

l・estuaire

1991 今脇 資郎 海洋における中規模渦の力学に関する研究

ShiroIMAWAKI Studyondynamicsofoceanicmesoscaleeddies

1992 小池 勲夫 海洋の窒素循環に関する研究

IsaoKOIKE Studyonnitrogendynamicsintheocean

1993 岸野 元彰 海洋の光環境と生物生産に関する研究

MotoakiKISHINO Studiesonopticalenvironmentandbiologicalproductionintheocean

1994 門谷 茂 浅海域の生物起源粒子の生成・崩壊過程に関する化学的研究

ShigeruMONTANI Biochemicalstudiesonthegenerationanddecayprocessesofcoastal

biogenicparticles

1995 関根 義彦 黒潮蛇行および黒潮域を中心とした海洋過程に関する研究

YoshihikoSEKINE AseriesofstudyonlargemeanderoftheKuroshioandoceanicproc-

essesaroundtheKuroshioregion

1996 小池 隆 海中動物の対光行動に関する研究

TakashiKOIKE Studiesonbehaviorofmarineanimalsundervariouslightconditions

Lamer49,201154



1997 松山 優治 駿河湾および相模湾の内部潮汐と沿岸急潮に関する研究

MasajiMATSUYAMA StudyoninternaltideandKyuchouinSurugaandSagamiBays

1998 前川 行幸 アラメ・カジメを中心とした大型海藻の生理生態学的研究

MiyukiMAEGAWA Physio-ecologicalstudiesonmarinemacroalgae,Eiseniaarboreaand

Eckloniacava

1999 須藤 英雄 北西太平洋および日本海の深層循環に関する研究

HideoSUDO StudiesondeepcirculationofthenorthwesternPacificOceanandthe

JapanSea

2000 關 文威 海洋植物網における腐食連鎖の卓越性に関する主導的研究

HumitakeSEKI Originalachievements leading inductivrly towards quantative

evalutionofdetritusfoodchainsinthemarinefoodweb

2001 寺崎 誠 肉食プランクトン、毛顎動物の生態学的研究

MakotoTERASAKI Ecologicalstudiesoncarnivorousplanktonchaetognatha

2002 平 啓介 直接測流による黒潮および亜熱帯環流系の研究

KeisukeTAIRA StudiesontheKuroshioandtheNorthPacificSubtropicalgyrebydi-

rectcurrentmeasurement

2003 前田 昌調 微生物による水産増養殖環境の制御に関する研究

MasachikaMAEDA Interactionsofmicroorganismsandtheiruseasbiocontrolagentain

aquaculture

2004 磯田 豊 日本海の表層循環流に関する研究

YutakaISODA StudyonsurfacecirculationcurrentoftheJapanSea

2005 石丸 隆 東京湾・相模湾を中心とした沿岸生態系の研究

TakashiISHIMARU StudyoncoastalecologysysteminTokyoandSagamiBays

2008 吉田 次郎 海洋微細構造に関する研究

JiroYOSHIDA Studyonmicrostructureintheocean

2009 河野 博 仔稚魚の分類と生態に関する研究

HiroshiKOHNO Studyontaxonomyandecologyoffishlarvaeandjuneviles

2010 小松 輝久 藻場の環境と生態および分布に関する研究

TeruhisaKOMATSU Studiesonenvironments,ecologyanddistributionsofseagrassand

seaweedbeds
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資料 2b 日仏海洋学会論文賞受賞者および受賞論文

Document2b ListedeslaureatsduPrixd・ArticledelaSocietefranco-japonaised・oceanographie

2002 森永 勤

TsutomuMORINAGA

Distributionofunderwaterirradianceandestimatedlightat-

tenuationbyoilslickintheROPMEseaarea.

Lamer,37（4）,173-181.

鷲見 浩一

KouichiSUMI

Researchonprovidinghabitableenvironmentforbivalvesbyuse

ofartificialreefs.

Lamer,38（1）,11-25.

2003 堀本 奈穂

NahoHORIMOTO

ThedistributionofpicopytoplanktonacrossKuroshiocurrentoff

theWasternPacificCoast,Japanreefs

Lamer,39（4）,181-195.

2004 藤村 弘行

HiroyukiFUJIMURA

サンゴ礁海域における二酸化炭素分圧と大気-海洋間のCO2フラック

ス.うみ40（3）,99-109.

Carbondioxideandairseaco2fluxincoralreef.

Lamer,40（3）,99-109.

謝 旭

XuhuiXIE

南大洋インド洋セクターの海氷密度に見られる西方伝播シグナル.

Awestwardpropagationsignalintheseaiceconcentrationinthe

IndiansectoroftheSouthernOcean.43（3） 89-96,2005

2008 土井 航

WataruDOI

GrowthandreproductionofthepilumnidcrabBenthopanope

indica （Decapoda:Brachyura） inTateyamaBay,Japan.La

mer,45（3）,135-147.

嶋田 啓資

KeishiSHIMADA

DistributionofdensityratiointheNorthPacific.Lamer,45（3）,

149-158.

2009 黒田 寛

HiroshiKURODA

DiurnalTidalCurrentontheEasternShelfofHidakaBay-Can

juvenilewalleyepollock,Theragrachalcogoramma,movesouth-

eastwardwiththediurnaltidalcurrent?Lamer,46（1-2）,37-47.

伊沢 瑞夫

MizuoIZAWA

大船渡湾における養殖マガキからの沈降粒子フラックスの見積り

10年間の月別平均環境データを用いた季節変動と経年変動

EstimationofthesedimentfluxfromtheculturedJapaneseoys-

terinOfunatoEstuaryanditsannualvariation-Calculationby

incorporatingthemonthlymeanenvironmentaldataforten

years.Lamer,43（4）,44（1）,117-128.

2010 安倍 大介

DaisukeAMBE

TransitiontotheLargeMeanderPathoftheKuroshioasOb-

servedbySatelliteAltimetry.Lamer,47（1-2）,19-27.

2011 橋濱 史典

FuminoriHASHIHAMA

Automatedcolorimetricdeterminationoftracesilicicacidin

seawaterbygas-segmentedcontinuousflowanalysiswithaliq-

uidwaveguidecapillarycell.Lamer,47（4）,119-127.

AndreasA.HUTAHAEAN DevelopmentofAlgorithmsforEstimatingtheSeasonalNitrate

Profilesin theUpperWaterColumn oftheSagamiBay,

Japan.Lamer,48（2）,71-86
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資料 3 日仏海洋学シンポジウム一覧

Document3 ListofthecontentsofJapanese-FrenchOceanographicSymposia

テーマ 開催地 開催年度

Theme Location Year

第1回 水産増養殖 モンペリエ 1983

First Aquaculture Montperllier

第2回 水産増養殖 仙台 1984

Second Aquaculture Sendai

第3回 沿岸域における管理と計画 マルセイユ 1985

Third Coastalmanagementandlittoralplanning Marseille

第4回 海洋学の全般 清水 1988

Fourth Generaloceanography Shimizu

第5回 瀬戸内海における海藻公園の創設 広島・東野 1989

Fifth FoundinganalgalparkinSeto-nai-kai Hiroshima,

Higashino

第6回 海岸線と法律規制 東京 1990

Sixth Coastlineandconflicts Tokyo

第7回 海における生物資源供給の決定論 東京 1990

Seventh Determinationofbiologicalrecruitmentatsea Tokyo

第8回 水産増養殖の生長の決定要因、 ナント 1991

Eighth Determingfactorsofthegrowthinaquaculture Nantes

漁業経済と管理、

Economyandmanagementoffisheries

沿岸域の漁業とレジジャー活動との共同開発

Co-developmentoffisheriesandleisureincoastalzones

第9回 オーシャン・フラックス 東京 1991

Ninth Oceanicfluxes Tokyo

第10回 バイオテクノロジイと環境 東京 1992

Tenth Biotechnologyandenvironment Tokyo

海の生物資源供給の決定論

Determinismofbiologicalrecruitmentatsea

第11回 沿岸海域の観測・予報および継続 パリ 1997

Eleventh Coastalzoneobservationandforecastinthemedium

andlongterm Paris

第12回 日本とフランスの海洋学と水産の相互理解 東京 2005

Twelfth Mutualnewunderstandingforresearchin

oceanographyandfisheries,inFranceandinJapan Tokyo

第13回 地球変動；人類と海洋環境の相互作用 マルセイユ 2008

Thirteenth Globalchange:interactionmankind/marine

environment Marseille

第14回 海洋の持続可能な利用と管理に向けて 神戸・東京 2010

Fourteenth TowardssustainableuseandManagementofthe

oceans Kobe，Tokyo
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1.記念事業の概要

日仏海洋学会（1960年4月創設）は2010年に

創立50周年を迎えた。その記念事業として，日

仏海洋学会創立50周年記念シンポジウム（第14

回日仏海洋学シンポジウム）を開催し，記念式典

を挙行した。また，Lamerの特別号（本号）を

発刊し，学会50年の歩みとともに，記念シンポ

ジウム・式典の記録などを掲載した。

2009年6月の総会において，2010年度に学会

創立50周年事業を行うことが確認され，実行委

員会が設立された。実行委員会は，今脇資郎会長

を委員長とし，河野博庶務幹事および小松輝久副

会長を，それぞれ，記念シンポジウム第1部担当

副委員長およびフランス訪日団担当副委員長，森

永勤副会長を記念シンポジウム第2部担当副委員

長とした。その他の実行委員は，八木宏樹，吉田

次郎，田中祐志，小林雅人，木谷浩三，寺崎誠，

和泉充，中田英昭，小池康之，井上敏彦，山崎秀

勝，神田穣太，茂木正人，堀本奈穂，荒川久幸の

15名である。実行委員会は数回の会合を重ね，

幹事会とも連携して準備を進めた。2010年5月

にLamer48巻1号の発送に併せて，記念事業

の概要が会員に配布された。

学会創立50周年記念シンポジウムは2部で構

成され，第1部は2010年10月15日（金）に神

戸国際展示場で，第2部は10月19日（火）に日

仏会館で開催された。いずれも多数の参加者を得

て，成功を収めた。このシンポジウムの中で，日

本，フランス両国の海洋学分野での交流は一層促

進され，今後のさらなる発展を約束した。創立

50周年記念式典は，神戸での記念シンポジウム

第1部に続いて挙行された。

2.創立50周年記念式典

学会創立50周年記念式典は，2010年10月15

日（金）16時45分から神戸国際展示場第3ホー

ルにおいて森永副会長の進行により挙行された。

初めに今脇会長の式辞があり，続いて，フローラ

ンス・リヴィエール＝ブリス在日フランス大使館

科学技術参事官（祝辞を小松副会長が代読），矢

田立郎神戸市長（小柴義博副市長が代読），デディ

エール・レオーマルセイユ市代表，マルク・アン

ベール日仏会館フランス事務所代表（小松副会長

が代読），小池勲夫日本海洋学会会長，浦環テク

ノオーシャン・ネットワーク理事長（堀田平理事

が代読），およびユベール・セッカルディ仏日海

洋学会会長から祝辞をいただいた。これらの式辞

および祝辞のオリジナルとその仏・和訳を以下に

掲載する。仏訳に際しては，学習院大学文学部の

マルチヌ・カルトン講師にご協力いただいた。

続いて，本会の発展に永年貢献していただいた

以下の賛助団体に，今脇会長より感謝状を贈呈し

た：いであ株式会社，JFEアドバンテック株式

会社，海洋生物研究所，EMS株式会社，英和印

刷（当日ご欠席のため，10月19日の総会におい

て贈呈）。次に，参加者全員に記念品として「ツ

ナミン」（八洲商事株式会社）を配布した。最後

に，マルセイユ海洋研究センターのイワン・ディ

ケゼール博士が閉会の言葉を述べた。記念式典に

は約70名（うちフランス側22名）の参加があっ

た（写真1）。式典の式次第を本号の64ページに

示す。

1.SummaryoftheCommemorativeevents

Japanese-French Oceanographic Society,

founded in April1960,reached its 50th

anniversaryin2010.Asmemorialevents,we

heldthecommemorativesymposiumofthe50th

anniversary,whichwasregardedasthe14th

Commemorativeeventsofthe50thanniversaryofsocietyfoundation

GeneralAffairsSecretary,Japanese-FrenchOceanographicSociety

HisayukiARAKAWA

学会創立50周年記念事業
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Japanese-Frenchoceanographysymposium.In

addition,weheldthecommemorativeceremony

ofthe50thanniversary.Wealsopublisheda

specialissue（thisissue）oftheSocietyjournal

Lamer,inordertodocumenttheprogressof

theSocietyoverthelast50years,andrecord

thecommemorativesymposiumandceremony.

InthegeneralmeetingoftheSocietyinJune

2009,itwasdecidedthatthe50thanniversary

eventswouldbeperformedin2010,andanad

hocExecutiveCommitteewasestablished.Shiro

IMAWAKI,thePresidentoftheSociety,ledthe

ExecutiveCommitteeastheChair;Hiroshi

KONO,GeneralAffairsSecretaryoftheSoci-

ety,wasappointedastheViceChairincharge

ofcommemorativesymposiumPart1,Teruhisa

KOMATSU,theVicePresidentoftheSociety,

astheViceChairinchargeofaffairsofFrench

visitors,andTsutomuMORINAGA,theVice

PresidentoftheSociety,astheViceChairin

chargeofcommemorativesymposium Part2.

OthermembersoftheCommitteewereHiroki

YAGI, Jiro YOSHIDA, Yuji TANAKA,

MasatoKOBAYASHI,KozoKITANI,Makoto

TERASAKI, Mitsuru IZUMI, Hideaki

NAKATA, Yasuyuki KOIKE, Toshihiko

INOUE, Hidekatsu YAMASAKI, Jyota

KANDA,MasatoMOTEKI,NahoHORIMOTO

andHisayukiARAKAWA.TheExecutiveCom-

mitteemetrepeatedlyandpushedforwardthe

preparations,collaboratingwiththesecretary

groupoftheSociety.InMay2010,thesum-

maryofthecommemorativeeventswasin-

formedtotheSocietymembersontheoccasion

ofdistributingLamerVol.48No.1.

Thecommemorativesymposium ofthe50th

anniversaryconsistedoftwoparts;thePart1

ofthesymposiumwascarriedoutattheKobe

InternationalExhibitionHallonOctober15,

2010,andthePart2wascarriedoutat・la

MaisonFranco-Japonaise・inTokyoonOcto-

ber19,2010.Bothmeetingswerewellattended

withagreatsuccess.Theinterchangeinthe

field ofoceanography between Japan and

Francewaspromotedquitewellbythissympo-

sium,andwepromisedfurtherdevelopmentin

thefuture.Thecommemorativeceremonyof

the50thanniversarywasheldjustafterthe

Part1ofthecommemorativesymposium in

Kobe.

2.Commemorativeceremonyofthe50than-

niversary

Thecommemorativeceremonyofthe50th

anniversaryoffoundationoftheJapanese-

FrenchOceanographicSocietywascarriedout

by chairmanship of Vice President

MORINAGAattheThirdRoom oftheKobe

InternationalExhibitionHallfrom16:45onOc-

tober15,2010,justafterthePart1ofthecom-

memorativesymposium.Firstlytheopening

addresswasgivenbythePresidentoftheSoci-

ety,Dr.IMAWAKI.Successively,congratula-

torymessagesweregivenbyMrs.laConseillere

Florence RIVIERE-BOURHIS （Scientific

Counselor,EmbassyofFranceinJapan;the

message was read by Vice President

KOMATSU）,Mr.TatsuoYADA（Mayorof

KobeCity;readbyViceMayorYoshihiro

KOSHIBA）,Mr.DidierREHAULT（Represen-

tative of Marseille City）, Prof. Marc

HUMBERT（Director of Maison Franco-

JaponaisedeTokyo;readbyVicePresident

KOMATSU）,Prof.IsaoKOIKE（Presidentof

theOceanographicSocietyofJapan）,Prof.

TamakiURA（PresidentofTechno-OceanNet-

work;readbyDirectorHitoshiHOTTA）,and

Prof.HubertCECCALDI（PresidentoftheSoci

�t� franco-japonaise d'Oc�anographie de la

France）.Theoriginalsofthesemessageswith

theirFrenchorJapanesetranslationsarere-

cordedbelow;forFrenchtranslation,were-

ceivedgreatcontributionfrom Dr.Martine

CARTON,LectureroftheDepartmentofLit-

erature,theGakushuinUniversity.

Then,PresidentIMAWAKIpresentedgrati-

tudeletterstothefollowingsupportmembers

whohavecontributedtothedevelopmentofthe

Societyforlongyears;IDEAConsultants,Inc.,

JFEAdvantechCo.,Ltd.,MarineEcologyRe-

searchInstitute,EMSInc.,andEiwaPressLtd.

After that, we distributed ・Tunamin・

（YashimaShojiCo.,Ltd.）toallthepartici-

pants as souvenirs. Finally, Dr. Ivan

DEKEYSER（Center of Oceanography of

Marseille）madetheclosingremarks.Approxi-

mately70people,including22fromtheFrench

side,participatedinthecommemorativecere-

mony（seePhotograph1）.Theprogramofthe

ceremonyisshownonp.64ofthisissue.
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日仏海洋学会は学会創立 50周年を記念して

2010年10月にシンポジウムを開催した。記念シ

ンポジウムは2部構成で，第1部を10月15日に

神戸国際展示場で開催し，第2部を10月19日に

東京日仏会館で開催した。

記念シンポジウム第1部は，本学会が共催団体

として参加した，テクノオーシャン・ネットワー

ク主催の国際コンベンション「Techno-Ocean

2010」の一部として開催した。コンベンションの

全体テーマは ・ANewEraoftheOcean（今は

じまる海洋新時代）・であった。その中で記念シ

ンポジウムのテーマは ・Towardssustainable

useandmanagementoftheoceans（海洋の持

続可能な利用と管理に向けて）・であった。シン

ポジウムは2010年10月15日（金）8時30分か

ら神戸国際展示場第3ホールにおいて行われた。

まず基調講演として，ドゥニ・バイイ教授（フラ

ンス西ブルターニュ大学）と柳哲雄教授（九州大

学）の講演があり，続いて16題の口頭発表と20

題のポスター発表があった。最後に，日本側およ

びフランス側研究者による円卓会議でシンポジウ

ムを締めくくった。シンポジウムには約70名の

参加があった。

記念シンポジウム第2部は同年10月19日（火）

に東京恵比寿の日仏会館大ホールにおいて，日仏

会館の共催，笹川日仏財団の後援の下で行われた。

今脇資郎会長の挨拶に続き，「海洋学分野におけ

る50年の日仏協力とその成果」をテーマに，森

永勤副会長，イブ・エノック博士（IFREMER），

ユベール・セッカルディ仏日海洋学会会長の3名

による講演があった。 続いて藤原義弘博士

（JAMSTEC）とパスカル・ジャニー氏（マルセ

イユ市）による「海洋における生物多様性の重要

性」に関する講演があった。シンポジウムには

28名が参加した。

以下に，まず記念シンポジウム第1部のプログ

ラムを掲載する。続いて学会創立50周年記念式

典の式次第を示す。最後に記念シンポジウム第2

部のプログラムを示す。

TheJapanese-FrenchOceanographicSociety

heldthecommemorativesymposiuminOctober

2010,celebratingthe50thanniversaryofsoci-

etyfoundation.Thecommemorativesympo-

siumconsistedoftwoparts;thePart1ofthe

symposiumwascarriedoutattheKobeInter-

nationalExhibitionHallonOctober15,2010,

andthePart2wascarriedoutat・laMaison

Franco-Japonaise・inTokyoonOctober19,

2010.

ThePart1ofthecommemorativesympo-

sium washeldasapartoftheInternational

Convention・Techno-Ocean2010・,whichthe

Societyparticipatedinasaco-sponsor.The

themeofthewholeconventionwas・ANewEra

oftheOcean・.Thethemeofourcommemora-

tivesymposiumwas・Towardssustainableuse

andmanagementoftheoceans・.Thesympo-

siumwasheldattheThirdRoomoftheKobe

InternationalExhibitionHallfrom8:30onOc-

tober15,2010.Atfirst,twokeynotelectures

weregivenbyProfessorDenisBAILLY（Univer-

sityofBretagneOccidentale）andProfessor

TetsuoYANAGI（KyushuUniversity）.After

4．Commemorativesymposiumofthe50thanniversaryofsocietyfoundation

（The14thJapanese-FrenchOceanographySymposium）

・Towardssustainableuseandmanagementoftheoceans・

学会創立50周年記念シンポジウム

（第14回日仏海洋学シンポジウム）

「海洋の持続可能な利用と管理に向けて」



that,wehad16oralpresentationsand20

posterpresentations.Finallythesymposium

wascompletedbyaroundtablediscussionby

researchersfrom bothJapaneseandFrench

sides.Approximately70participantsattended

thesymposium.

ThePart2ofthecommemorativesympo-

siumwasheldattheMainHallof・laMaison

Franco-Japonaise・inEbisu,TokyoonOctober

19,2010undertheco-sponsorshipof・laMaison

Franco-Japonaise・andthesupportof・Fonda

tionFranco-JaponaiseSasakawa・.Atthebe-

ginning,ShiroIMAWAKI,thePresidentofthe

Society,madeanopeningaddress.Underthe

themeof・Cooperation between Japan and

Franceintheoceanographyfieldfor50years

anditsresults・,threepresentationsweregiven

byTsutomuMORINAGA,theVicePresidentof

theSociety,Dr.YvesHENOCQUE（IFREMER）,

andProf.HubertCECCALDI,thePresidentof

theSoci�t�franco-japonaised・Oc�anographie

de la France.Then,under the theme of

・Importanceofthebiodiversityintheocean・,

two lecturesweregiven by Dr.Yoshihiro

FUJIWARA（JAMSTEC）andMr.PascalJANIE

（MarseillesCity）.28peopleparticipatedinthe

symposium.

Theprogram ofthesymposium Part1is

shownbelow,followedbytheprogram ofthe

commemorativeceremony,andfinallythepro-

gramofsymposiumPart2isgiven.

・C�l�bration du 50�meAnniversairedela

Soci�t�franco-japonaised・Oc�anographie・

Theme:Towardssustainableuseandman-

agementoftheoceans

（A）CommemorativeSymposiumPart1

MeetingPlace: 3rdRoom oftheKobe

InternationalExhibitionHall

Date:October15,2010

08:30－09:30

Chairpersons:Dr.YvesHENOCQUE（Division

ofProspectiveandStrategy,IFREMER /

OceanPolicyResearchFoundation,Japan）

andDr.ShiroIMAWAKI（JAMSTEC）

Keynotepresentations

Prof.Denis BAILLY（Centre ofLaw and

EconomyoftheSea,UniversityofBretagne

Occidentale）

Anattempttodevelopnewtoolstorepresent

naturalprocesses,economicalandsocial

parametersintheuseofcoastalsystems:

theSPICOSAproject

Prof.TetsuoYANAGI（ResearchInstitutefor

AppliedMechanics,KyushuUniversity）

ConceptandpracticesofSatoumiinJapan

andlessonslearned

Coffeebreak

09:45－11:45

Oralpresentations（Part1）

Chairpersons:Prof.JiroYOSHIDA（Facultyof

MarineScience,TokyoUniversityofMarine

ScienceandTechnology）andProf.Denis

BAILLY（CentreofLawandEconomyofthe

Sea,UniversityofBretagneOccidentale）

1.Understandingofecosystemanditsmodel

（1）Dr.M.C.VILLANUEVA（ChannelandNorth

SeaFisheriesDepartment,IFREMER）

TheCharm Project:DefyingtheChannel・s

loss by facing environmentalchallenges

acrossborders

（2）Prof.KisaburoNAKATA（FacultyofMa-

rineScinece,TokaiUniversity）

Coastalecosystemmodelasatoolofenviron-

mentalmanagement

2.Waterqualityanditscontrol

（3）Prof.MitsuruHAYASHI（ResearchCenter

forInlandSeas,KobeUniversity）

DissolvedInorganicNitrogenbudgetforthe

innerpartofManilaBay,Philippines

（4） Dr.M.EtienneCLAMAGIRAND（Archi-

teuthisLtd.）

TheCapSici�ecologicalrestorationunitfor

marineenvironment

Chairpersons:Prof.HiroshiKOHNO（Faculty

ofMarineScience,TokyoUniversityofMa-

rine Science and Technology） and Dr.

GeorgesSTORA（CenterofOceanographyof

Marseille,UniversityoftheM�diterran�e）

3.Fisheriesimpactonmarineecosystemsand

sustainableuseoffishstock
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（5）Dr.PatrickPROUZET（LaboratoryofFish-

eriesResourcesofAquitaine,IFREMER）

Towardasystemicapproach tofisheries

management:TheEuropeaneel（Anguilla

anguilla）case

（6）Dr.MinoruTOMIYAMA（ChitaAgricul-

ture,Forestry,andFisheriesOffice,Aichi

Prefecture）

Practiceofsandeelfisheriesmanagementin

IseBaytowardresponsibleandsustainable

fisheries

4.Ecosystemmanagementacrossborders

（7）Mr.GenkiTERAUCHI（NorthwestPacific

RegionEnvironmentalCooperationCenter&

NOWPAPCERAC）

Satellitebasedmonitoringofmarineand

coastalenvironmentoftheNorthwestPacific

（8）Dr.DelphineTHIBAULT-BOTHA（Centerof

OceanographyofMarseille,Universityofthe

M�diterran�e？）

TheMERMeXprogram fortheMediterra-

neanSea

11:45－13:00

Groupphotoandlunch

13:00－13:30

Postersession

13:30－15:30

Oralpresentations（Part2）

Chairpersons:Prof.HisayukiARAKAWA（Fac-

ultyofMarineScience,TokyoUniversityof

MarineScienceandTechnology）andProf.

IvanDEKEYSER（CenterofOceanographyof

Marseille,UniversityoftheM�diterran�e）

5.Technologyforsustainabledevelopment

（9）Dr.EmiliaMEDIONI（DepartmentofSus-

tainableDevelopment,MarseilleCity）

Prado reefs program: an exemplary

Marseillecoastalmanagementproject

（10）Dr.GuyHERROUIN（P�leMer,Provence

AlpeC�ted・Azur）

New ecologicalengineeringforthemarine

coastalareas

6.Newmonitoringmethod

（11）Dr.MasahikoSASANO（NationalMari-

timeResearchInstitute）

A new methodforcoralmonitoringusing

boat-basedfluorescenceimaginglidar

（12）Dr.MadeleineGOUTX（CenterofOcean-

ographyofMarseille,UniversityoftheM�
diterran�e）

Newobservationtools（fluorescencesensors）

formonitoringpollutantsinmarineareas

submittedtourbaninputs

Chairpersons:Prof.JotaKANDA（Facultyof

MarineScience,TokyoUniversityofMarine

ScienceandTechnology）andProf.Hubert

JeanCECCALDI（UniversityoftheM�diter-

ran�e& AcademyofSciences,Lettersand

ArtsofMarseille）

7.Marinepolicy

（13）Mr.TakashiICHIOKA（OceanPolicyRe-

searchFoundation）

Initiativestowardintegratedcoastalman-

agementinJapan

（14） Mr.Jean-Charles LARDIC（Secretary

General,MarseilleCity）

MarseillesMunicipality:majorimprovement

inmarinegovernanceandinternationalco-

operationtocontributeto・peaceful・man-

agementoftheMediterraneanSea

8.Educationforprotectionandsustainable

useofmarineenvironments

（15）Prof.HiroshiKOHNO（FacultyofMarine

Science,TokyoUniversityofMarineScience

andTechnology）

AnintroductiontoEDOMAEESD:Educa-

tionforasustainableTokyoBaylearning

throughauniversityandcoastalcommuni-

tiespartnership

（16）Prof.HubertJeanCECCALDI（University

oftheM�diterran�e&AcademyofSciences,

LettersandArtsofMarseille）

Animportantandoriginalteachingmethod

tosensibilisethepupilsandthestudentto

protectmarineenvironments:・MerenF�te・

（SeainFestival）

15:30－16:15

Roundtablediscussion

Moderator:Prof.TeruhisaKOMATSU（Atmos-

phereand Ocean Research Institute,the
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UniversityofTokyo）

Speakers:

Prof.TeruakiSUZUKI（Research Institute,

MeijyoUniversity）

Mr.Jean-CharlesLARDIC（SecretaryGeneral,

MarseilleCity）

Dr.YvesHENOCQUE（DivisionofProspective

andStrategy,IFREMER/OceanPolicyRe-

searchFoundation,Japan）

Prof.TetsuoYANAGI（ResearchInstitutefor

AppliedMechanics,KyushuUniversity）

Prof.DenisBAILLY（CentreofLawandEcon-

omy oftheSea,University ofBretagne

Occidentale）

（B）CommemorativeCeremonyofthe50th

AnniversaryoftheSociety

MeetingPlace: 3rdRoom oftheKobe

InternationalExhibitionHall

Timeanddate: 16:45－17:45,October15,

2010

Presider:Prof.Tsutomu MORINAGA（Vice

PresidentoftheSoci�t�franco-japonaise

d・OceanographieduJapan）

Openingaddress:Prof.ShiroIMAWAKI（Presi-

dentoftheSoci�t�franco-japonaised・Ocea-

nographieduJapan）

Congratulatorymessage:MmelaConseillere

FlorenceRIVI�RE-BOURHIS（ScientificCoun-

selor,EmbassyofFranceinJapan）

Congratulatorymessage:Mr.TatsuoYADA

（MayorofKobeCity）

Congratulatoryaddress:Mr.DidierREAULT

（RepresentativeofMarseilleCity）

Congratulatory message: Prof. Marc

HUMBERT（DirectorofLaMaisonFranco-

Japonaise）

Congratulatory address:Prof.Isao KOIKE

（PresidentoftheOceanographicSocietyof

Japan）

Congratulatorymessage:Prof.TamakiURA

（PresidentofTechno-OceanNetwork）

Congratulatory address: Prof. Hubert

CECCALDI（PresidentoftheSoci�t�franco-

japonaised・Oc�anographiedelaFrance）

Presentationofgratitudeletters

Souvenirsgiventoalltheattendees

Closingremarks:Dr.IvanDEKEYSER（Director

ofCenterofOceanographyofMarseille,Uni-

versityoftheM�diterran�e）

（C）CommemorativeSymposiumPart2

MeetingPlace: Main HallofMaison

Franco-Japonaise,Ebisu,Tokyo

Date:October19,2010

Openingspeech（10：00-10：05）

Dr.ShiroIMAWAKI（PresidentoftheSoci�t�
franco-japonaised・OceanographieduJapan）

Session1:CooperationbetweenJapanand

Franceintheoceanographyfieldfor50

yearsanditsresults

10：05�10：30History ofJapanese-French

OceanographicSociety

Prof.TsutomuMORINAGA（VicePresident

oftheSoci�t�franco-japonaised・Ocea-

nographieduJapan）

10：30�10：55Japan-Francecooperationinthe

oceanographyinFrance

Dr.YvesHENOCQE（IFREMER）

Prof.HubertJeanCECCALDI（Presidentof

theSoci�t�franco-japonaised・Oc�anog-

raphiedelaFrance）

Session2:Importanceofthebiodiversityin

theocean

10：55�11：25Thelifesupportedbywhales

whichsanktotheseabed:thediversityofa

bioticcommunityaroundwhalebones

Dr.YoshihiroFUJIWARA（JAMSTEC）

11：25�11：55DraftplanofCalanquenational

parkestablishment,towardssustainableuse

andmanagementoftheMediterraneanSea

Mme.PascaleJANNY（DepartmentofEn-

vironmentandUrbanSpace,andInte-

gratedManagementandGovernanceof

CoastalZone,MarseilleCity）

Endingspeech（11：55�12：00）

Dr.Ivan DEKEYSER（DirectorofCenterof

OceanographyofMarseille,Universityofthe

M�diterran�e）
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皆様，本日は日仏海洋学会の創立50周年記念

式典にご参列いただき誠にありがとうございます。

デディエール・レオー マルセイユ市代表，ユベー

ル・セッカルディ日仏海洋学会フランス会長，小

池勲夫日本海洋学会会長にご臨席いただいていま

す。フローランス・リヴィエール＝ブリス在日フ

ランス大使館科学技術参事官，矢田立郎神戸市長，

マルク・アンベール日仏会館フランス事務所代表，

浦環テクノオーシャン・ネットワーク理事長から

はお祝のメッセージをいただいています。また遠

くフランスから大勢の方々にご参列いただいてい

ます。当学会を代表して篤く御礼を申し上げます。

日仏海洋学会は，海洋学や水産学の分野で活動

している日本とフランスの科学者や団体の学術交

流を促進することを目的として，50年前の1960

年4月に創立されました。当時フランスは有人潜

水艇（バチスカーフ）による深海調査の分野で世

界をリードしていました。バチスカーフFNRS-

Ⅲ号が1958年に来日し，日本の研究者を乗せて

日本海溝などの調査を行いました。1962年には

バチスカーフ アルシメード号が来日し，千島海

溝で潜水調査を行っています。このようなフラン

スの先進的な活動を受けて，当時の東京水産大学

教授佐々木忠義博士のご尽力により，日本とフラ

ンスの海洋学と水産学の学術交流を促進するため

に，当学会が設立されました。佐々木先生は初代

の会長を務められました。

日仏海洋学会の会員は現在約150人です。例年

6月に学術研究発表会と総会を開催しています。

1963年には学会機関誌「うみ」の発行を始めま

した。欧文名は「Lamer」で，現在は年4回発

行しています。今年で第48巻を数えます。1966

年には学会賞を，2002年には論文賞を設けまし

た。

1984年にフランスにも日仏海洋学会が設立さ

れました。設立にご尽力されたのは，本日ご臨席

のフランス国立高等研究院名誉教授ユベール・セッ

カルディ博士で，初代の会長を務められました。

日本とフランスの両日仏海洋学会は，共同して，

1983年以来ほぼ2年に1回，日本とフランスで

交互に「日仏海洋学シンポジウム」を開催してい

ます。2年前にはフランスのマルセイユで第13

回のシンポジウムを開催しました。その際，当学

会の創立50周年記念行事となる今回の第14回シ

ンポジウムを，マルセイユの姉妹都市である神戸

で，国際カンファレンス「テクノオーシャン」の

一環として開催することにしました。これが，当

学会の創立50周年記念式典を今回神戸で開催す

ることとなった経緯です。なお，今回のシンポジ

ウム・式典の開催では，笹川日仏財団から格別の

ご援助をいただきました。

日仏海洋学会はこれからも日本とフランスの間

の海洋学や水産学の学術交流を中心として活動を

続けて参ります。皆様方の旧倍のご支援・ご鞭撻

をお願いいたします。本日はご臨席を賜り誠にあ

りがとうございました。

日仏海洋学会創立50周年記念式典 式辞

日仏海洋学会会長

今脇 資郎

2010年10月15日（金）

神戸国際展示場における記念式典に際して



MesdamesetMessieurs,

Permettez-moid・abord de me pr�senter:

ShiroImawaki,pr�sidentdelaSoci�t�franco-

japonaised・Oc�anographie.

Sontr�unisaujourd・hui,Mr.DidierREHAUT,

lerepr�sentantduMairedeMarseille,leProf.

HubertJ.CECCALDI,dela Soci�t�franco-

japonaised・Oc�anographieenFrance,leProf.

IsaoKOIKE,pr�sidentdelaSoci�t�japonaise

d・Oc�anographie.J・aire�u lesmessagesde

f�licitationspourcetanniversairedelapartde

MmeFlorenceRIVI�RE-BOURHIS,Conseill�re

pourlascienceetlatechnologiedel・Ambassade

deFranceauJapon,deMr.TatsuroYADA,le

Maire de Kobe,du Prof.MarcHumbert,

directeur fran�ais de la Maison franco-

japonaise,leProf.TamakiURA,pr�sidentdu

conseiladministratifdu Techno-Ocean Net-

work.Denombreuxmembresdelad�l�gation

fran�aisesontvenusdeloin.Jevousremercie

detoutmoncoeurpourvotreparticipationet

pourlesmessagescommeceluidupr�sidentde

laSoci�t�franco-japonaised・Oc�anographie.

LaSoci�t�franco-japonaised・Oc�anographie

a�t�cr��eenavril1960pourpromouvoirles

�changesacad�miquesdechercheursetde

groupesquitravaillaiententreleJaponetla

Francesurl・oc�anographieetlap�cherie.A

cette�poque,laFrance�taitleaderdansle

domainedel・exploration desfondsmarins

abbyssaux gr�ceaux bathyscaphesqueles

chercheurspouvaientutiliser.Lebathyscaphe,

le《FNRSIII》,estvenuauJaponen1958eta

plong�avecdeschercheursjaponaisdansla

fosseauJapon.Puisl・《Archim�de》estvenu

en 1962pourl・exploration dela fossede

Chishima（Kuril）.Acemoment,Dr.Tadayoshi

SASAKI,professeurdelasectiondelaSciencede

laP�cherie�l・Universit�deTokyo,a�t�tr�s

impressionn�parcesrecherchestr�savanc�es.

Ilafond�cettesoci�t�pourcontribuer��largir

les�changesentrelesdeuxpays.Donc,ila�t�
lepremierpr�sidentdelasoci�t�.

Maintenant,plusde150 personnessont

membresdelaSoci�t�franco-japonaised・Oc�a-

nographie.Chaqueann�e,uneassembl�eetun

colloqueontlieu�laMaisonfranco-japonaise

aumoisdejuin.En1963,lasoci�t�alanc�son

proprep�riodiqueacad�mique,《Umi》dontle

nomfran�aisest《Lamer》.Cep�riodiquesort

quatrefoisparanetcetteann�e,c・estlevolume

48quiestpubli�.En,1966,nousavonscr��le

Prix delaSoci�t�franco-japonaised・Oc�a-

nographiepourled�cerner� un membre

contribuantauprogr�sdel・oc�anographieetle

Prixdumeilleurarticlepubli�dans《Lamer》

en2002.

LaSoci�t�franco-japonaised・Oc�anographie

faitpartiedel・AssociationdesSoci�t�sfranco-

japonaisesquipartagentlaMaisonfranco-

japonaise�Ebisu�Tokyocommepointde

ralliement.Cetteassociationestcompos�ede26

soci�t�sd�di�es�touslesdomaines,lessciences

humaines,lessciencessociales,lessciences

naturelles,la m�decine,l・agricultureetla

technologie.Ilyadeuxans,cetteassociationa

organis�pendanttroisjours《LeColloque

compr�hensifde l・Association des Soci�t�s

franco-japonaises:laComm�morationdu150�
AnniversairedesEchangesentrelaFranceetle

Japon》�laMaisonfranco-japonaise�Ebisu.

Suite�lacr�ation delaSoci�t�franco-

japonaised・Oc�anographieauJapon,en1984,

unesoci�t�a�t�fond�eenFrance�l・initiatve

duDr.HubertJeanCECCALDI,professeur

�m�ritus�L・EcoledesHautes	tudes.Ila�t�le

premierpr�sidentdecettesoci�t�.Lesdeux
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ShiroIMAWAKI
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Soci�t�sfranco-japonaisesd・Oc�anographieau

JaponetenFranceorganisent《LeColloque

franco-japonais d・Oc�anographie》en alter-

nanceenFranceetauJaponenvironunefois

touslesdeuxans,depuis1983.Ilyadeuxans,

nousavonsorganis�le13
�mecolloque�Marseille

etParis.A cetteoccasion,nousavonsd�cid�
d・organiserce14�me colloque�Kobe,lacit�
jumelledeMarseille,danslecadreducolloque

international,《Techno-Ocean2010》.C・estpour

celaquecettec�r�moniedu50�anniversairede

la fondation dela Soci�t�franco-japonaise

d・Oc�anographiealieu�Kobe.

LaSoci�t�franco-japonaised・Oc�anographie

continuesesactivit�sd・�changesacad�miques

surl・oc�anographieetlasciencedelap�cherie

entrelaFranceetleJapon,jevousdemandede

l・encourager.Jevousremercieencoredevotre

participationd・aujourd・hui�cettec�r�monie.

（Traduction:TeruhisaKOMATSU）
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MonsieurlePr�sidentdelaSoci�t�franco-

japonaised・Oc�anographie,MesdamesetMes-

sieurs,

Permettez-moid・abord de me pr�senter:

FlorenceRIVI�RE-BOURHIS,Conseill�repourla

scienceetlatechnologiedel・Ambassadede

FranceauJapon.

C・estungrandplaisirpourmoidepro-

noncer,aunom del・Ambassade,cemessage�
l・occasiondelac�r�moniedu50eanniversaire

delafondationdelaSoci�t�franco-japonaise

d・Oc�anographie.

Toutd・abord,jetiens�f�liciterM.Shiro

IMAWAKI,Pr�sident de la Soci�t�,et ses

collaborateurspourundemi-si�cled・histoirede

leurorganismeetpourleursactionsdecoop-

�rationentrelaFranceetleJapondansle

domainedessciencesdelamer.

LaSoci�t�franco-japonaised・Oc�anographie

a�t�miseenplaceen1960parleregrett�
ProfesseurTadayoshiSASAKI.Ilfutlepremier

chercheurjaponais�participerauxplong�es

scientifiqueseffectu�espardesbathyscaphes

fran�aisdansdeseauxjaponaises:en1958avec

le《FNRSIII》,puisen1962avecl・《Archi-

m�de》.Impressionn�parlagrandequalit�des

sciencesdelamerenFranceetcomptetenude

son affection personnellepourcepays,le

ProfesseurSASAKI cr�acetorganismepour

contribuer��largirles�changesentrelesdeux

pays.Ces�changes,qui�taientalorslimit�sau

niveau deschercheursindividuels,sesont

�tendus jusqu・� celui de la communaut�
scientifique,voiredupublicnon-scientifique

desdeuxpays.

Parmidiversesactivit�sremarquablesde

cettesoci�t�,j・enciteraideux.L・uneestlebul-

letintrimestriel《Lamer》,quitraited・un

grand�ventaildedomainesdanslessciencesde

lamer.Lanc�en1963,cep�riodiqueestun

t�moindelonguedatedestravauxoc�anogra-

phiques et aquacoles effectu�s par des

chercheursjaponais,souventencollaboration

avecdeschercheursfran�ais.Jemer�jouisde

lahautequalit�scientifiquedecettepublica-

tion,quiarrivecetteann�eauvolume48.

L・autreactivit�estl・organisationduCollo-

quefranco-japonaisd・Oc�anographie,dansle

cadreduquelcettec�r�moniealieu.Cettemani-

festation,dontceciestla 14e�dition,est

organis�eencommunaveclaSoci�t�franco-

japonaise（fran�aise）d・Oc�anographie,fond�e

etpr�sid�eparMonsieurHubertJ.CECCALDI,

quinousfaitl・honneurd・�treparminous.Ces

deuxsoci�t�sjumellesencouragentensemble,

parcetterencontre,des�changesdechercheurs

provenantd・organismesdesdeuxpayset,par

cons�quent,contribuent�lamiseenplacedes

projetsderecherchecommuns�moyenetlong

terme.Undesint�r�tsr�centsdesdeuxsoci�t�s

est la formation de jeunes chercheurs.

J・attends beaucoup de cette initiative qui

contribuera�lacoop�rationentrechercheurs

delaprochaineg�n�ration.

Parall�lement aux riches activit�s des

chercheursetdesassociations,dontt�moigne

cecolloque, lesgouvernementsjaponaiset

fran�aiscollaborentdepuisdelonguesann�es.

Ilyaunan,le13octobre2009,la23esessiondu

Sous-Comit�Mixtefranco-japonaisenOc�a-
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Messagedef�licitationspourle50eanniversairedeLa
Soci�t�franco-japonaised・Oc�anographie

Conseill�repourlaScienceetlaTechnologie,AmbassadedeFranceauJapon

FlorenceRIVI�RE-BOURHIS

�l・occasiondelaC�r�monie

auKobeInternationalExhibitionHall,levendredi15octobre2010



nographie se r�unissait � Tokyo. Y.

participaientdes repr�sentants japonais et

fran�aisdesminist�res,d・institutsderecher-

cheetd・universit�s,dontl・InstitutFran�aisde

Recherche pour l・Exploitation de la Mer

（IFREMER）etlaJapanAgencyforMarine-

EarthScienceandTechnology（JAMSTEC）.Ce

Sous-Comit�s・inscritdanslecadredel・Accord

deCoop�rationScientifiqueetTechniqueentre

lesgouvernementsjaponaisetfran�ais,sign�
en1974puisrenouvel�en1991.D�sl・ann�edela

premi�resignaturedecetaccord,unSous-

Comit�sp�cifiqueenoc�anographieavait�t�
cr��etdepuis,soitpendantplusde30ans,une

r�union est organis�e alternativement en

FranceetauJaponenvirontousles18mois.Je

soulignequec・estleseuldomainedecetaccord

decoop�ration quiaitmaintenu unetelle

activit�auniveauintergouvernementaldepuis

aussilongtemps.

Al・heureactuelle,nousdevonsfaireface�
desprobl�mesglobauxcommelechangement

climatique,laprotectiondel・environnement,le

tarissementdesressourcesnaturellesetl・acc�s

� l・alimentation et� l・eau.Cemois-ci,la

dixi�mer�uniondelaConf�rencedesPartiesde

laConventionsurlaDiversit�Biologique（COP

10）setiendra�Nagoyaenvuedediscuterdu

maintien etde l・utilisation durable de la

biodiversit�.Lorsquel・on�voquedetoutesces

questions,ilestessentieldetenircomptedes

oc�ansquisontun moteurmajeurdela

r�gulationdelatemp�ratureetdelaquantit�
deCO2dansl・atmosph�reterrestreetquisont

ungrandr�servoirderessources�nerg�tiques

etalimentaires.Ilestmaintenantimportantde

fournirtouslesefforts�l・�chellemondiale

pourlesr�soudreetquelacoop�rationfranco-

japonaiseenmati�red・oc�anographiedonne

l・exempledelavoie�suivre.

EnremercianttouslesmembresdelaSoci�t�
franco-japonaised・Oc�anographieetsescolla-

borateurs pour leurs efforts continus,je

souhaitequeler�leimportantdelaSoci�t�
dans la coop�ration franco-japonaise et

internationale ne se d�mente pas et que

d・autresseretrouventicidans50ans.

Jevousremerciedevotreattention.

日仏海洋学会会長並びにご列席の皆様，

在日フランス大使館科学技術参事官のフローラ

ンス・リヴィエール＝ブリスでございます。

日仏海洋学会創立50周年式典に際し，フラン

ス大使館を代表して祝辞を申しあげる機会をいた

だいたことは，私にとって大変喜ばしいことでご

ざいます。

はじめに，今脇資郎会長ならびに会員各位に，

日仏海洋学会の半世紀にもわたる歴史と海洋科学

における仏日間の協力活動にお祝いを申しあげま

す。

日仏海洋学会は1960年に故・佐々木忠義先生

によって創立されました。先生はフランスのバチ

スカーフ（深海潜水艇）が日本領海において調査

潜水を行った際，日本人としてはじめて乗船した

研究者でした。その調査は，まず「FNRSⅢ」

号によって1958年に，続いて「アルシメッド」

号によって1962年に行われました。フランスの

高度な海洋科学技術に感銘を受けるとともに，フ

ランスに対して個人的にも良い感情をもたれた佐々

木先生は，日仏両国の交流に発展させる目的で日

仏海洋学会を設立されました。それまで，日仏交

流は研究者間の個人的なレベルに留まっていまし

たが，学会設立によって両国の科学分野だけでな

く，一般レベルにまで広められたのです。

この学会のめざましい数々の活動の中で，私は

二つの活動を取り上げたいと思います。第1番目

は，海洋科学の分野を網羅する季刊誌「Lamer：

うみ」です。年 4回発行されるこの学会誌は

1963年に発刊されて以来，日本の研究者による，
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また，フランスの研究者との協力による海洋学研

究，水産学研究の長い歴史の証人であります。科

学的に高い評価を受けたこの機関誌の発行数が今

年48巻に達することは，大変喜ばしいことです。

第2番目は，まさにこの式典が行われている，

日仏海洋学シンポジウムの開催であります。今回

で14回目を迎えるこのイベントが，ユベール・

ジャン・セッカルディ氏が創設・主宰したフラン

ス側の仏日海洋学会によって共催されていること

を誇りに思います。この会合を通じて，二つの姉

妹学会は，両国から集まった研究者の交流を促進

し，中長期的な共同研究の実現に貢献しています。

二つの学会の最近の関心の一つは，若手研究者の

育成です。次世代における研究者間の交流に貢献

するこの取り組みに大いに期待しています。

このシンポジウムで示された研究者と学会の活

発な活動と平行して，日仏両国政府も長い友好関

係を継続しています。1年前の 2009年 10月 13

日，東京において日仏の関係省庁，大学や研究機

関の代表が参加し，第23回日仏海洋開発専門部

会が開催されました。フランス国立海洋開発研究

所（IFREMER）や日本の海洋研究開発機構

（JAMSTEC）も加わっています。この専門部会

は，1974に調印され，1991年に更新された日仏

両政府間の科学技術協力協定に組み込まれていま

す。本協定の最初の調印直後から，海洋学に特化

した専門部会が設立され，その後30年以上にわ

たり，18ヵ月毎に交互の国で会議が開催されて

います。日仏政府間の科学技術協力協定の枠組み

で，これほど長期間にわたりこのような活動が維

持されている専門部会は海洋分野をおいて他には

ないことを強調したいと思います。

今日，私たちは，気候変動，環境保全，天然資

源の枯渇，食糧危機，水資源危機等々地球規模の

問題に直面しております。今月には，名古屋にお

いて， 生物多様性条約第 10回締約国会議

（COP10）が開催され，生物多様性の維持と持続

的利用に関する議論が行われます。これらの問題

を考えるとき，気温や大気中の二酸化炭素量を制

御する一大原動力であり，エネルギー資源と食料

資源の大貯蔵庫である海洋を考慮に入れることが

不可欠であります。世界的レベルにおいて，今，

これらの問題解決に向けて努力をするとともに，

海洋学分野における日仏協力が模範となる方向を

提示することが大切です。

日仏海洋学会の全会員と関係者一同の継続的な

努力に感謝を申しあげるとともに，日仏および国

際協力の役割が変わることなく，次の50年後に

もここで再会されることを願っております。ご静

聴ありがとうございました。

（訳：小池康之）
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日仏海洋学会の今脇会長はじめ会員の皆様，ま

た，ご列席の皆様，日仏海洋学会の創立50周年，

おめでとうございます。

このような記念の日にお招きいただき，また，

多くのすばらしい研究者の方々が一堂に会する場

で神戸市として祝辞を述べさせていただくことに，

大変感謝しております。

日本とフランスとの間で，半世紀にわたって，

海洋に関する研究分野で協力・交流を続けてこら

れたことに強い感銘を受けるとともに，長らく学

会活動を継続してこられました関係者の皆様に心

より敬意を表します。

また，1986年から2年に一度神戸で開催して

おります，海洋の科学技術に関する国際コンベン

ションである「テクノオーシャン」に学会として

参加していただき，しかも50周年の記念シンポ

ジウムを開催されることは，私どもにとりまして

も大変に嬉しく，有意義なことであります。あわ

せて御礼申し上げます。

皆様もよくご存じのように，神戸市は，古くか

ら港を中心として発展してきた国際港湾都市であ

ります。同じく港町であるフランスのマルセイユ

市とは，1961年に姉妹都市提携を結び，交流を

続けております。今年の5月には，マルセイユ市

のジャック・ロカ・セラ副市長がお見えになられ

ましたし，私自身も4年前にマルセイユ市を訪れ

ました。両市の，姉妹都市提携も来年には50周

年を迎えることとなります。今回のシンポジウム

にもマルセイユ市の関係者の方々も参加していた

だいてき，感謝しております。

さて，今，「海洋」をめぐっては，海洋資源の

問題に加え地球温暖化や生物多様性などに関連し

て，非常に関心が高まりつつあります。そのよう

な中で，「海洋を持続的に利用し管理をしようと

いう」テーマを掲げられたシンポジウムを開催さ

れたことは，まことに時宜を得たものであり，意

義深いものであると思います。今回のシンポジウ

ムを契機として，海洋に関する研究がますます充

実し，大きな成果がもたらされることを期待いた

しております。

創立50周年を迎えられた日仏海洋学会が，今

後ますます長きにわたって充実・発展されること

を祈念して，私のお祝いのごあいさつとさせてい

ただきます。

Monsieurlepr�sidentdelaSoci�t�franco-

japonaised・Oc�anographie,lesmembresdela

Soci�t�,MesdamesetMessieurs,

AunomduMairedelacit�deKobe,jevous
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神戸市長

矢田 立郎

2010年10月15日（金）

神戸国際展示場における記念式典に際して

Messagedef�licitationspourle50eanniversairedeLa
Soci�t�franco-japonaised・Oc�anographie

LeMairedelaCit�Kobe

TatsuroYADA

�l・occasiondelaC�r�monie

auKobeInternationalExhibitionHall,levendredi15octobre2010



remercievivementpourvotreinvitation�cet

anniversaireetjevoussouhaitetoutesmes

f�licitationspourle50eanniversairedelaSoci

�t�franco-japonaised・Oc�anographie.

C・estungrandplaisirpourmoideprononcer

ce discours devant cet auditoire compos�
d・excellentschercheurs.

Jesuistr�simpressionn�parla longue

histoired・unsi�cleetdemidecoop�rationet

d・�change dans le domaine des recherches

oc�anographiquesentreleJaponetlaFrance.

Jef�licitelesmembresdelaSoci�t�pourla

poursuitedesesactivit�sscientifiquespendant

cettelonguep�riode.

Jesuistr�sheureuxdelaparticipationdela

Soci�t� franco-japonaise d・Oc�anographie

�Techno-Ocean2010,quiestunerencontre

internationale sur les sciences oc�ano-

graphiques,organis�e�Kobe,touslesdeuxans

depuis1986.Aussi,ilesttr�simportantpour

nousquelaSoci�t�franco-japonaised・Oc�a-

nographieorganisesoncolloquedanslecadre

deTechno-Ocean2010.

Deplus,LaSoci�t�franco-japonaised・Oc�a-

nographieaorganis�uncolloqueintitul�・To-

wardssustainableuseandmanagementof

theoceans・.Cecolloguequiesttr�simportant

carlescitoyenss・int�ressentdeplusenplus�
la mer et aux ressources marines,� la

biodiversit�etaur�chauffementclimatique.

J・esp�re que ce colloque permettra de

d�velopperdavantagelesrecherchesmarineset

qu・ilapporteradebonsr�sultats.

Lacit�deKobe,commevouslesavez,estune

cit�portuaireinternationale,quis・estd�ve-

lopp�edepuislongtempsautourdesonport.

Depuis1961,Kobeestjumel�eavecMarseille,

quiestaussiunecit�portuaire.Enmaidernier,

l・adjointau MairedeMarseille,Monsieur

JacquesROCCA SERRA estvenuvisiterKobe,

etmoi-m�me,j・aieu l・occasion devisiter

Marseilleilyaquatreans.Lacoop�rationde

jumelageentrecesdeuxcit�sf�terason50�me

anniverssairel・ann�eprochaine.Pourcela,je

profitedel・occasionpourpr�senter�galement

tousmesremerciementsauxparticipantsdela

ville de Marseille pr�sents � ce Colloque

aujourd・hui.

Pourfinirmondiscours,jesouhaiteunplein

succ�s�cecolloqueetbeaucoupder�ussite

pourlaSoci�t�franco-japonaised・Oc�anog-

raphiequif�teaujourd・huises50ans.

（Traduction:YasuyukiKOIKE）
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MesdamesetMessieursles�lusnationauxet

locaux,MesdamesetMessieurslespr�sidents

et directeurs d・institutions internationales,

nationalesetlocales,MesdamesetMessieurs,

MesChersColl�guesetChersAmis,

C・estungrandhonneurpourmoidevous

adresserunmessagedef�licitationsencetteoc-

casionquivousr�unit�Kobeo�jenepeux

malheureusement�treparmivous.

Vousvoicir�unisdanslecadredeTechno-

Ocean 2010,pour un th�me de r�flexion

essentielpourlefuturdel・humanit�《unenou-

velle�repourl・oc�an》etnousattendons

beaucoup-nousattendonstout-devosd�bats.

Parmilesco-organisateursdecettemanifesta-

tion fondamentale,nous avons la Soci�t�
franco-japonaised・Oc�anographiefond�een

1960etnousenf�tonsdoncle50eanniversaire.

Jem・associe�touslessouhaitsd・excellent

anniversairequisontadress�saujourd・hui�
cettepimpanteorganisation!

TechnoOceanestaussilecadreo�setientce

14eColloquefranco-japonaisd・Oc�anographie,

dontla premi�re �dition avaiteu lieu �
Marseilleen1985.Notrecoll�gue,leProfesseur

HubertJeanCeccaldienavait�t�lacheville

ouvri�re,ilestaujourd・huipr�sent�lat�te

d・uneimpressionnanted�l�gationfran�aiseeta

�uvr�aveclepr�sidentImawakiSir	pourla

pr�parationdecettegrandeop�ration2010.

Bravoetmerci�touslesdeuxdetenirsihaut

lacoop�ration franco-japonaiseen oc�anog-

raphie!

Ilmefautajouterunmotdepr�sentation

pourceux�quilenom delaMaisonFranco

Japonaise,etletitrededirecteurfran�aisne

disentrien.LaMaisonFrancoJaponaiseest

uneinstitutioncr��een1924,�l・initiativede

PaulCLAUDEL,ambassadeurdeFranceet�la

demandedeEichiiShibusawa,banquieret

industrieljaponais�lat�ted・uneassociation

deJaponaissouhaitantled�veloppementdere-

lationsculturellesetintellectuellesavecla

France.Ilsont�tabliuneFondationMaison

FrancoJaponaisepouraccueillirun《bureau

fran�ais》constitu�ded�l�gu�sscientifiques

emmen�sparundirecteurfran�ais,unepetite

�quipequela Franceenvoieetrenouvelle

r�guli�rement depuis lors. Le professeur

HubertJean CECCALDI a �t� l・un de ces

directeursfran�ais,ilyaquelquesann�es,et

j・ail・honneurd・�trel・undesessuccesseurs.

Cen・estpluslebureaufran�aisseulqui

organiselavenueauJapondesavantsetd・int

elletuels fran�ais pour d�battre avec des

partenairesjaponais.Lat
cheestpartag�e

avectousceuxquiagissentactivementdansla

FondationMFJ,�savoir,depuis1980ladirec-

tionetlescomit�sculturelsetscientifiquesde

cetteFondationetdepuis1930lesnombreuses

soci�t�ssavantesfrancojaponaisesquisesont

cr��espeu�peuautourdelaMFJapr�scette

date.Ellessontaujourd・huiaunombrede26et

�uvrent au d�veloppement des �changes

intellectuelsetsavantsentrelaFranceetle

Japon,danstouslescompartimentsdelapro-

ductiondeconnaissance.LaSoci�t�franco-

japonaised・Oc�anographie,jel・airappel�,a�t�
cr��een1960etatoujourssonsi�ge,biens�r

�laMFJ.Ellea�t�miseenplaceparle
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ProfesseurTadayoshiSASAKI,quia�t�lepre-

miersavantjaponaisa descendredansla

grande fosse sous marine du Japon,en

plongeanten1958aveclabathyscapheFNRS-

III, puis, en 1962, avec le bathyscaphe

Archim�de1.Lacr�ationdecettesoci�t�a�t�
salu�eparunmessagedesoutiendeJacques-

YvesCOUSTEAU,alorsdirecteurdu Mus�e

Oc�anographiquedelaprincipaut�deMonaco.

C・estdireque,d�ssonoriginecettesoci�t�
portehautdanssondomainelesrelationsde

collaborationscientifiquedeniveaumondial

entrelaFranceetleJapon.Jesuisheureuxde

voirquevouscontinuezsurlavoietrac�epar

vosa�n�s,jevousrenouvellemesf�licitationset

jevoussouhaiteun plein succ�spourvos

travauxet,enparticulier,pourceuxdece

colloque.

内外各地よりご参列の議員，国内外および国際

機関の代表，フランス代表団，友人の皆様，皆様

が神戸に参集されるこの機会に，私は残念ながら

同席できませんが，祝辞を申しあげる機会をいた

だき大変光栄に存じます。

皆様は，「今はじまる海洋新時代」という人類

の将来にとって考えなければならない必須の課題

のために，ここテクノオーシャン2010に参集さ

れました。私どもは，皆様方の議論を多いに期待

し，すべての議論について待っております。この

シンポジウムの共催者である「日仏海洋学会」は

1960年に創設され，今ここに50周年記念の祝典

を迎えております。この晴ある祝典に際し，心よ

りお喜びを申しあげます。

テクノオーシャンとの共催で開催される第14

回日仏海洋シンポジュウムは，その第 1回が

1985年にマルセイユにおいて行われました。そ

の際，中心となって活躍された私どもの同僚であ

るユベ－ル・ジャン・セッカルディ教授が今回も

フランス代表団団長として参加され，今脇資郎会

長とともにこの2010年の一大イベントを開催す

る労をとられました。海洋学における日仏間の強

い協力体制を継承して下さったお二人に，敬意を

表すとともに心からお礼を申しあげます。

ここで，フランス事務所代表という立場を離れ

て，日仏会館について少しご紹介いたしたいと思

います。日仏会館は1924年，フランス大使ポー

ル・クローデルの発意と日本の銀行家，実業家で，

日本の協会の代表であった渋沢栄一が文化と学術

に関する日仏交流の発展を強く望んだことにより

創設されました。そして，フランス事務所を設け

るために，財団法人日仏会館が創設されました。

ここには開設以来フランス人デイレクターの指揮

の下に，フランスから定期的に派遣される学術研

究員のグループが駐在しています。ユベ－ル・ジャ

ン・セッカルディ教授は数年前にフランス事務所

のデイレクターの責務を果たされ，私も後任の一

人として，その栄誉をいただいております。

しかしながら，日本の識者と交流するために学

者や技術者の来日を推進するのは単にフランス事

務所だけに限りません。この役割は1980年以来，

日仏会館基金の元で活発に活動するグループによっ

て分担されております。また，1930年以来，日

仏会館傘下の日仏学術系学会が次々と設立されま

した。現在その数は26に達し，それぞれの分野

で日仏間の学術交流の発展を推進しております。

私の知るところでは，日仏海洋学会は1960年に

佐々木忠義教授によって創設され，現在も日仏会

館に所属しております。佐々木先生は1958年に

バチスカーフFNRS-Ⅲにより，さらに1962年に

はアルキメデス号によって日本の深海に潜水した

初めての日本人学者であります。本学会の設立に

対し，ジャック＝イヴ・クーストー氏およびモナ

コ公国海洋博物館の代表から賛辞が寄せられてお

ります。このことは，本学会が設立当初から海洋

学分野の日仏学術交流が国際水準で期待されてい

たことを証明しております。

いま，皆様が先学の築いた道を踏襲されている
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日仏会館フランス事務所代表

（フランス外務省国立科学研究センター第19在外共同研究所）

マルク・アンベール

2010年10月15日（金）
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のを拝見できて大変幸せに存じますと共に，あら

ためてお祝いを申しあげます。

最後に，このシンポジウムにおける皆様の研究

交換の成功をお祈り申しあげます。

（訳：小池康之）
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日仏海洋学会がここに創立50年を迎えられた

ことを心からお喜び申し上げます。海洋に関する

学術団体の中で日本とフランスとの海洋関係の学

術交流を推進する目的で設立された日仏海洋学会

は我が国でもユニークな存在です。それは，多く

の海洋関係の学会は海洋分野の研究対象別に作ら

れているからです。我が国の近代的な学術研究は

明治の初めにその第一歩を踏み出し，海洋関係の

学会も日本造船学会（現在は日本船舶海洋工学会）

のような応用分野の学会は既に100年以上の歴史

を持っています。私が会長を務めます海洋に関す

る物理，化学，生物と言った基礎的な分野を扱う

日本海洋学会は，これらの応用分野からだいぶ遅

れて昭和になってから設立されています。また，

最近では，マリンバイオテクノロジー学会や日本

サンゴ礁学会のように新たに発展した海洋分野が

学会を設立しています。従って，これらの学会は

日仏海洋学会を除き，すべて海洋の様々な研究対

象別に作られていることになります。しかし，こ

れらの学会の多くは国内の研究者が中心であり，

学会誌は別にして国際的な連携・協力の面ではあ

まり積極的でないのが現状です。

海に国境が無いのと同様に研究の世界にも国境

は無く，今では電子ジャーナルやメールによって

様々な海洋関係の学術情報が世界を飛び交ってい

ます。また，多くの国際シンポジウムや国際ワー

クショップが頻繁に開催されています。このよう

に，自然科学における研究の進展には，国際的な

情報交換や共同研究が不可欠です。しかし，創立

50周年を迎える日仏海洋学会が設立された当時

は，海洋分野に限らず学術分野の国際交流はかな

り限られたものでした。この時代に海洋の国際交

流を一つの大きな目的として日仏海洋学会の発足

に当たられた我が国の佐々木忠義先生などの先見

の明とそのご尽力に深い敬意を表したいと思いま

す。創立以来，日仏海洋学会はフランスと我が国

の海洋学や水産学の研究者の学術交流に努力され，

海底科学や水産養殖などの分野で大きな成果を挙

げ，我が国の海洋の科学の進展に大きく貢献され

ました。また，我が国に26ある日仏関連学会の

一つとして海洋学を超えた学際的な活動を行って

いる点もユニークです。

ヨーロッパもEUと言う共同体としてこれから

発展して行こうとしております。この50周年を

一つの区切りとして，フランス＋EUといったよ

り広い交流を視野に入れた日仏海洋学会の更なる

発展を祈念してお祝いの言葉といたします。
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日本海洋学会会長

小池 勲夫
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MonsieurlePr�sidentdelaSoci�t�franco-

japonaised・Oc�anographie,MesdamesetMes-

sieurs,

Permettez-moid・aborddemepr�senter,je

m・appelleIsaoKOIKE,jesuislePr�sidentdela

Soci�t�Japonaised・Oc�anographie.

Toutd・abord,jef�licitedetoutmoncoeurla

Soci�t�franco-japonaised・Oc�anographiepour

le50�anniversairedesafondation.LaSoci�t�
franco-japonaised・Oc�anographiea�t�cr��e

pourpromouvoirles�changesacad�miques

dansledomainedel・oc�anographieentrele

JaponetlaFrance.Parmitouteslessoci�t�s

�tablies au Japon selon leurs champs de

recherches,c・estlaseulesp�cialis�eenoc�anog-

raphie.

AuJapon,lad�marchederecherchescien-

tifiquesacommenc�d�sled�butdelap�riode

Meiji.Donc,lessoci�t�sscientifiquesappliqu�es

commecelled・architecturenavaleontune

histoiredatantdeplusdecentans.LaSoci�t�
japonaised・Oc�anographie,dontjesuisle

Pr�sident,comportelessciencesbasiques,la

biologie,lachimieetlaphysique,ellea�t�cr��e

� la p�riodeShowa.Donc,elleestmoins

anciennequelesautressoci�t�sscientifiques

appliqu�es.

R�cemment,deschercheursscientifiquesont

d�velopp�denouveauxchampsderecherchesen

rapportaveclameretontcr��leurspropres

soci�t�scommelaSoci�t�delaBiotechnologie

MarineetlaSoci�t�desr�cifscoralliensau

Japon.Ces soci�t�s ont des objectifs de

recherchesdiff�rentsdeceux delaSoci�t�
franco-japonaised・Oc�anographie.Deplus,la

plupartdesmembresdecessoci�t�ssontdes

chercheursjaponais.Cessoci�t�sn・encouragent

paslacoop�rationetlacollaborationinter-

nationales,bienqu・ellesacceptentlesarticles

�critsparleschercheurs�trangers.

Iln・yapasdefronti�resdanslemondedela

recherchecommeiln・yapasdefronti�resdans

la mer.Maintenant,lesinformationsaca-

d�miquessurl・oc�anographiesont�chang�es

dansdesp�riodiquesetdescourriers�lec-

troniques. Des colloques et ateliers de

recherchesinternationauxsonttr�ssouvent

organis�s.Les�changesd・informationsetde

coop�ration internationale sont essentielles

pourleprogr�sdesrecherchesscientifiques.

QuandlaSoci�t�franco-japonaised・Oc�a-

nographiea�t�cr��e,les�changesacad�miques

internationaux�taienttr�slimit�s.A cette

�poque-l�,leProfesseurSasakia cr��cet

organisme pour contribuer � �largir les

�changes des recherches oc�anographiques

entrelesdeuxpays.Jef�liciteleProfesseur

Sasakipoursonanticipationetsesefforts

tourn�s vers l・avenir de l・oc�anographie.

Depuissacr�ation,laSoci�t�franco-japonaise

d・Oc�anographie contribue au progr�s de

l・oc�anographiejaponaiseavecles�changes

acad�miquesdeschercheursoc�anographiques

etaquacoles.Elleaobtenudetr�sbonsr�-

sultatsdansledomainedelaG�ologiemarine

et de l・Aquaculture. La Soci�t� franco-

japonaised・Oc�anographieacontribu�con-

cr�tementauprogr�sdessciencesmarinesau

Japon,aussi,parmiles26soci�t�sfranco-

japonaises,elleestcelledontlechampd・activit�
d�passelargementsonsujet,l・Oc�anographie.

L・Europesed�veloppeautourde《l・Union

Europ�enne》.Je souhaite que la Soci�t�
japonaised・Oc�anographied�veloppeencoreses

activit�setqueson50�anniversairesoitlepoint

ded�part�l・�largissementdes�changesentre

leJaponetlaFranceetl・UnionEurop�enne.

（Traduction:TeruhisaKOMATSU）
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日仏海洋学会の会長，会員のみなさま，および

ご列席のみなさま，このたびは，日仏海洋学会の

創立50周年，おめでとうございます。

テクノオーシャン・ネットワーク理事長の浦で

ございます。「テクノオーシャン2010」を主催し

ております，テクノオーシャン・ネットワークを

代表いたしまして，一言，ご祝辞を申し上げます。

テクノオーシャンも，先ほど矢田神戸市長から

もご紹介がありましたが，1986年の開催から24

周年，第13回を迎えることとなりました。

その倍以上，半世紀もの間，日本とフランスと

の海洋に関係する研究を，日仏海洋学会のみなさ

ま方は支え続けてきたわけです。ひと口で言うと

50年ですが，昨今の「海洋」を取り巻くいろい

ろな情勢の変化を考えますと，二国間での海洋研

究を50年間行い続けるということは，ものすご

い努力の賜物であると拝察いたします。

そもそも1960年代に，フランスのバチスカー

フと総称される深海潜水艇が日本で最初の潜水を

行ったことが，日仏両国の海洋研究者の交流の始

まりであると聞いております。当時のフランスの

海洋学あるいは水産学にはわが国が学ぶべき点が

多く，個人的交流だけではなく，広く，深く，交

流をする，ということを目的として，学会が設立

されたとのことです。私自身も，小学生の時に，

バチスカーフが来日して日本海溝へと潜航したこ

とを，新聞やラジオで聞いて感動したことを今更

のように覚えております。その感動は，1985年

のNautile来日に引き継がれました。世界初の実

用AUV・Epaulard・の開発と展開など，フラン

スの深海技術の高さとチャレンジ精神に強く感銘

を受け，フランスの海洋技術を目の当たりにする

たびに「冒険者」としての心が高揚いたします。

テクノオーシャンも，海洋に関する最新の科学

技術を集め，それを専門家だけではなく，一般の

方々にも，広く，知っていただくための国際的な

集まりであります。その場に，日仏の海洋の研究

を行っている多くの研究者の方々が参集していた

だき，日仏海洋学会の創立50周年をお祝いする

ことができるのは，テクノオーシャン・ネットワー

クの理事長としても大変光栄に思っております。

これを機に，今後ますます日仏の海洋学会が発

展をとげられ，多岐にわたる海洋研究の成果がも

たらされ，日仏の深い絆ができることをお祈り申

し上げます。本日はおめでとうございました。
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MonsieurlePr�sidentdelaSoci�t�franco-

japonaised・Oc�anographie,lesmembresdela

Soci�t�,MesdamesetMessieurs,

Permettez-moid・aborddemepr�senter,je

suis Tamaki Ura, pr�sident du conseil

administratifdeTechno-OceanNetwok.

Aunom deTechno-OceanNetwok,jevous

f�licitepourle50eanniversairedelafondation

delaSoci�t�franco-japonaised・Oc�anographie

quiorganiseleTechno-Ocean2010.

Cetteann�eestla24e�ditiondeTechno-

OceanNetworkquisetientdepuis1986etc・est

iciques・esttenuela13eConvention,commel・a

ditMonsieurYADA danssondiscours,leMaire

deKobe.

LesmembresdelaSoci�t�franco-japonaise

d・Oc�anographieontsoutenulesrelationsde

recherchesoc�anographiquesentreleJaponet

laFrancependantundemi-si�cle,deuxfoisplus

quenotreorganisation Techno-Ocean Net-

work.Lorsquenouspensons�l・�volutiondela

situationautourdelamer,jesuiss�rquela

poursuite des recherches oc�anographiques

entrelesdeuxpayspendantces50ann�es�tait

lefruitd・effortsadmirablesdesdeuxc�t�s.

J・aientendudirequeles�changesscienti-

fiquesdeschercheursoc�anographiquesentre

laFranceetleJaponontcommenc��l・occasion

desplong�eseffectu�espardesbathyscaphes

fran�aisdansdeseauxjaponaises,dantlesann

�es60.Acette�poque,leschercheursjaponais

devaientapprendrebeaucoupdechosessurles

sciencesdelameretl・oc�anographieappliqu�e

enFrance.LaSoci�t�franco-japonaised・Oc�a-

nographiea�t�cr��epourcontribuer��largir

non seulementles�changesdechercheurs

individuels,maisaussiles�changesscientif-

iquespluslargesetplusprofondsentreles

deuxpays.Et,jemesouvienscommesic・�tait

hier,del・impressionquej・aieuenentendantles

nouvelles annonc�es par la radio et les

journauxsurlesbathyscaphesfran�aisquiont

plong�dansleseauxduJapon.A l・�poque,

j・�tais�l・�coleprimaire.Cetteimpressions・est

reproduiteaumomentdelavisiteduNautileau

Japonen1985.Monesprit・aventurier・a�t�

�mu�chaquefoisquejevoyaislesnouvelles

technologiesmarinesdelaFrance;commecelle

du premier d�veloppement et d�ploiement

mondialdel・AUVpratique［Epaulard].

Techno-Oceanestnonseulementuner�union

internationaledesp�cialistesquicherchent�
rassemblerlesnouvellestechnologiesetles

r�sultatsscientifiquessurl・oc�an,maisc・est

aussiuneoccasionquipermetdetransf�rerce

savoir-faireauxcitoyensetpasuniquement

auxsavants.C・estungrandhonneurpourmoi,

entantquePr�sidentduconseiladministratif

deTechno-OceanNetwork,d・accueilliriciles

chercheurs des Soci�t�s franco-japonaises

d・Oc�anographieduJaponetdelaFranceetde

c�l�brerle50eanniversairedelaSoci�t�du

Japon.

Acetteoccasion,jesouhaitequelesSoci�t�s

franco-japonaisesd・Oc�anographiedelaFrance

etduJaponsed�v�loppentencore,r�ussissent

dans leurs diverses recherches oc�ano-

graphiquesafinderenforcerencorelesrela-

tionsentrelesdeuxpays.

Jevouspr�sente,encoreunefois,mesplus

sinc�resf�licitations.

（Traduction:YasuyukiKOIKE）
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MonsieurlePr�sidentdelaSoci�t�franco-

japonaised・Oc�anographie,

MadameleConseillerpourlaScienceetla

Technologie

MonsieurleMairedeKob�
MonsieurleConseillerG�n�ral

MonsieurlePr�sidentdelaSoci�t�d・Oc�a-

nographieduJapon

MonsieurleDirecteurdelaMaisonFranco-

JaponaisedeTokyo

MonsieurleRepr�sentantdeTechno-Ocean

2010

MessieurslesPr�sidents,

Chersamis

C・estavecun tr�sgrand plaisirqueje

participe�ceCinquantenairedelaSoci�t�
franco-japonaiseduJapon.

Ilyaenviron40ans,leProfesseurSASAKI

Tadayoshim・accueillaitdanssonlaboratoire�
l・Universit� des P�ches de Tokyo（Tokyo

SuisanDaigaku）et,devantunverredewhisky,

meracontaitsesplong�esenbathyscaphe.Ce

futluilefondateurdela Soci�t�franco-

japonaised・Oc�anographieduJapon.

Depuiscette�poque,nousavonsparcouru

beaucoupdechemindansd・amicauxtravaux

communsetdescoop�rationsentrelaFranceet

leJapon.

Jenepourraipasrappelericitouslesnoms

deceuxquiontparticip��cescoop�rations:

leurnombreesttropimportant.Maisjene

veuxpasoublierdeciterlesnomsdemes

prochesamisjaponaisaveclesquelsnousavons

travaill�surdessujetscommuns,soiten

France,soitauJapon:

KANAZAWA Akio,YAGIHiroki,NAKAGAWA

Heisuke, KAYAMA Mitsu, KITTAKA Jiro,

HIRANO Reijiro,TESHIMA Shun-Ichi,OKAICHI

Tomotoshi,HIRAYAMAKazutsugu,YAMAGUCHI

Katsumi, TOMINAGA Masahide, NOMURA

Tadashi,UNO Yutaka,KAJIHARA Takeshi,

KONOSUShoji,ARUGAYusho,SUDOHideoetc.,

sansparlerdel・�quipeactuelle:IMAWAKIShiro,

KOMATSU Teruhisa,KOHNO Hiroshi,KOIKE

Yasuyuki,MORINAGATsutomu,YOSHIDAJiro,

KANDAJyota,ARAKAWAHisayuki

Duc�t�fran�ais,leschercheursint�ress�s

par des coop�rations avec nos coll�gues

japonaisont�t�etsontnombreux.

Yves HENOCQUE,Jean-Claude et Maguy

GUARY,Fran�oisSIMARD,Fran�oisGALGANI,

Jean-MarieTHIERRY,B�atriceCHATAIN,Jo�l

QUERELLOU,CatherineMARIOJOULS,Patrick

SAFRAN,DenisBAILLY,RichardSEMPERE,Alain

Van WORMHOUDT, Eric DELORT, Mathias

GIRAULT,IvanDEKEYSER,GeorgesSTORA,etc.,

sans oublier Lucien LAUBIER, r�cemment

disparu.

Ausujetdecescoop�rations,jevoudrais

insistersurtroispoints:

Tout d・abord sur ce tissu de relations

personnellesquis・�tablitentrenous,toujours

amicales,surl・aidequel・ons・apportelesuns

aux autres, des conseils, des �changes

interculturels,quinousfontmieuxcomprendre

lesdiff�rencesdefonctionnementdessoci�t�s

danslesquellesnousvivons,lesunsetles

autres.

Ensuite,surlefaitquecesSoci�t�sfranco-
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japonaises ont une grande valeur: elles

permettentder�unirdanschacundesdeux

pays,de fa�on informelle,des sp�cialistes

appartenant�desuniversit�s,descentresde

recherche,desadministrations,desentreprises

priv�es,desing�nieurs,cequipermetune

approchepluscompl�teetplusglobaledes

probl�mestrait�s.

Enfin,surl・importancequejouelaMaison

franco-japoniasedanscedialogueentreles

deuxcultures,car,�cettepr�cieuseapproche

pluridisciplinaire s・ajoute toujours une

dimension interculturelle,bi-nationale,tr�s

fructueuse,unefacettesp�cifiqued・undialogue

entredeuxpaysquiontchacununelongue

histoire,etunegranderichesseculturelle.

Etjemetrouvetoujours,toutesproportions

gard�esdanslasituationduPetitPrincede

SaintExup�ry,quelesJaponaisconnaissent

toustr�sbiendepuisleurenfance:・l・essentiel

estinvisiblepourlesyeux・.

Cesontcesrelationspersonnelles,toujours

amicalesetfid�les.,quin・ontpasdeprix.

Merci.

日仏海洋学会会長，在日フランス大使館科学技

術参事官，神戸市長，マルセイユ市代表，日本海

洋学会会長，日仏会館フランス事務所代表，テク

ノオーシャン・ネットワーク理事長，代表の方々，

友人の皆様

日仏海洋学会50周年記念の祝典に参列できた

ことはこの上ない喜びであります。

東京水産大学の研究室で佐々木忠義教授が私を

招いて，ウイスキーのグラスを前にバチスカーフ

での潜水について語られたのはおよそ40年前で

した。この佐々木先生が，日仏海洋学会の創設者

であります。

この時代から，私たちは，日仏間の友好的な共

同研究や協力の道を長く歩いて参りました。これ

らの協力に参加された方々は多すぎるため，すべ

ての方の名前を思い出すことはできません。しか

し，フランスあるいは日本において，共通の課題

にともに取り組んできた日本の友人の名前を忘れ

るわけにはいきません。

金沢明夫，八木宏樹，中川平介，嘉山三津，橘

高二郎，平野礼次郎，手島俊一，岡市友俊，平山

和継，山口克己，富永正英，野村正，宇野寛，梶

原武，鴻巣昭二，有賀祐勝，須藤英雄，そして，

現在の日仏海洋学会の今脇資郎，小松輝久，河野

博，小池康之，森永勤，吉田二郎，神田穣太，荒

川久幸。

フランス側では，日本人の同僚との協力に関心

を持った研究者は多くおられます。

Yves HENOCQUE,Jean-Claude et Maguy

GUARY,Fran�oisSIMARD,Fran�oisGALGANI,

Jean-MarieTHIERRY,B�atriceCHATAIN,Jo�l

QUERELLOU,CatherineMARIOJOULS,Patrick

SAFRAN,DenisBAILLY,RichardSEMPERE,Alain

Van WORMHOUDT, Eric DELORT, Mathias

GIRAULT,IvanDEKEYSER,GeorgesSTORA,など

の方々。 そして最近亡くなられた Lucien

LAUBIER氏を忘れることはできません，

これらの協力に関して，三つの点について強調

しておきたいと思います。

まず，最初は，私たちの間につくられた常に友

情あふれる個人的な関係の糸，つまり，お互いに

もたらす援助，助言，知的交換であります。それ

らのおかげで，それぞれの社会の機能の違いを，

双方ともよりよく理解することができるのです。

次に，日仏海洋学会がもつ大きな価値でありま

す。日仏海洋学会は，両国のそれぞれで，大学，

研究所，行政，企業に属する人や，技術者，取り

扱う課題のより完全な，そして，より全体的なア

プローチを可能にする人を，非公式に集めること

ができます。

最後の点は，両国の文化間の対話では日仏会館

が重要な役割を担っていることであります。なぜ

なら，二国間の知的な大変実りの多い次元，つま
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り，長い歴史と文化の豊かさをそれぞれが持つ両

国間の固有の面を，つねにこの貴重で多用な学問

分野にまたがるアプローチに加えるからでありま

す。

そして，日本人が子供のときからよく知ってい

る，調和を守るということは，サンテ・エクジュ

ペリの ・LePetitPrince・（日本語訳は，星の王

子様）の場面の「大切なものは目には見えないん

だ」ということではないかといつも思います。そ

れは，つねに友情にあふれ，忠誠を尽くす，個人

的な関係であり，金銭で計れるものではありませ

ん。

ありがとうございました。

（訳：小松輝久）
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I.Introduction

TheEnglishChannelisfacingmajorchal-

lengesduetohumanactionsthatarecausing

unprecedentedimpactson ecosystem health

［1］.Thisisacrisisthatneedstobeappre-

hendedasitthreatensthecollapseofitsliving

resourcesandthebenefitstohumansocietyof-

feredbythisecosystem.

TheCHARM projectaimstoawakencon-

sciousnessandemphasizeacommitmentofa

cross-sectionofinternationalexpertsonthe

Channeltofocusonhowtobettersustainand

conservethisfragileecosystem.Itfocuseson

habitatswhichisanimportantfactorespe-

ciallyinexplainingtheoccurrenceanddistri-

bution ofliving resourcesthatlivesin it.

Studyinghabitatscanalsoprovideinformation

aboutmodificationsinabundanceofbiological

resourcesandidentifythefactorsthatcanlead

tothesechanges.

In2003,FrenchandEnglishresearchersfrom

eightinstitutesweregatheredtocollaboratein

establishinganinitialprotocolforcollecting

environmentalandbiologicaldataalongthe

DoverStrait［2］.Duringthesecondphase

Lamer49:8392,2011

Soci�t�franco-japonaised'oc�anographie,Tokyo

TheCHARMProject:DefyingtheChannel・slossbyimproving

communicationonecosystemknowledgeacrossborders

M.C.VILLANUEVA1）,S.VAZ1）,B.ERNANDE1）,L.Gardel1）,F.COPPIN1）,

A.CARPENTIER1）,C.MARTIN2）,P.EASTWOOD3）,Y.OTA4）,S.HARROP5）

Abstract:TheChannelHabitatAtlasforMarineResourceManagement（CHARM）isatrans-

bordercollaborationprojectbetweenFranceandUnitedKingdom.Ithasbecome,since2003,a

growingnetworkofscientistsgearedoninvestinginsciencethroughjointcollaboration,com-

municationandknowledgemanagement.Theinitialobjectiveoftheprojectistoprovideanat-

lasfortheEasternEnglishChannelthatwillserveassignificantsupporttostockholdersand

policy-makerstowardssustainableexploitationandmanagementofthisecosystem.Thepro-

jectstartedasapilotprogramcollectinginformationand・translating・theseintocomprehen-

siveandintegratedknowledge.ThetwopublishedversionoftheCHARM atlaswhichfocused

ontheDoverStraitandEasternEnglishChannel,respectively,featureacombinationofmap-

basedinformationandinventoriesonenvironment,livingresources,exploitationandsensitive

areas.Integratedstudieswereconductedinthesecondvolumethroughconstructionoffood

web（ECOPATH）andsystematicconservationplanning（MARXAN）models.Theprojectisac-

tuallyinitsthirdphase（2009�2012）whichasidefromprovidingmap-basedinventoriesofin-

formationcoveringthewholeEnglishChannelisgearedtowardsabetterunderstandingofthis

complexenvironmentanecosystem-basedapproachcoveringmoreaspectsonintegratedmod-

elingsuchastrophicnetworkdynamics,climatechangeeffects,habitatmapclassification,eco-

nomicsandsystematicconservationplanning.

Keywords:EnglishChannel,ecosystem-basedapproach,ecosystemcensus,systematicconserva-

tionplanning,transbordercollaboration
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4）OceanPolicyResearchFoundation,Tokyo,Japan

5）UniversityofKent,DurrellInstituteofConserva-
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（2006�2008）,scientificeffortsweregearedon

exhaustivedatacollectionandmap-basedrep-

resentationofenvironmental,socialandbio-

logicalinformation oftheEastern English

Channel（Fig.1）.Initialattemptswerealso

donetodescribeanddetermineecosystemstate

aswellasdefiningbettermanagementandcon-

servationoptionsinordertoslow downthe

system・sdegradationprocess［3］.Scientificex-

pertsassembledweredevotedindeveloping

synthesizeddatafocusedonspecificissuesand

actionstoachieveabettercomprehensionof

system healthandpindowncurrentthreats

whileoutliningtheconsequencesrelatedto

identifiedchallengesandgaps.Thisisatthe

sametimeprovidinganopportunityforthe

popularizationofinformationandapproaches

developedwithinthecontextoftheproject.

Criticalneedsthatwereidentifiedandcovered

bytheprojecttodateinclude:（1）providein-

formationonbiologyandecologyofaquatic

livingresources,（2）establishecologicallinks

andfunctioning,（3）comprehensionoffisher-

iesdynamics,（4）synthesisanddistributionof

availabledata（5）fishers・perceptionofmarine

environmentandtheirsocio-economiccontext

（6）enhancecomprehensionandfacilitateim-

plementation ofregulation in andbetween

statesand（7）knowledgeonecosystem man-

agementandconservation.

II.Documenting,mappingandmodeling

Inordertoproduceacomprehensiveatlas,

thereisaneedtoprovideacensusofmarine

life.Thismeansthatitwasnecessarytoiden-

tifytheexistingspecies,wheretheyoccurand

whatistheirhabitat.Informationonenviron-

ment（physicalandhydrobiologicalfeatures）,

livingresources（fishandbenthicorganisms）,

fisheriesandexploitationsandexistingregula-

tionswerecollectedforthefirstandsecond

phasesoftheprojectwerebasedonexisting

historicalandnewlycollecteddata（Fig.2）.A

summaryofcollectedinformationareenumer-

atedbelow.Thesealongwithdataintegration

modelingtechniques（habitat,foodweband

systematicconservationmodels）usedintheat-

las［3］canbefoundintheatlasandcanbe

downloadedinthisURLsite:http://www.

ifremer.fr/charm.

A.Physicalenvironment

Mostofthedataconcerningthephysicalfac-

torssuchaswatertemperatureandsalinity

werefrom in-situmeasurementsprovidedby

IFREMER・sChannelGroundFish（CGFS）［4］

andBeamTrawlSurveys（BTS）［5］.Thesesci-

entificseasurveyscollectabioticparameters

asidefromprovidingspeciesabundanceindices

intheeasternChannelsince1988and2007,re-

spectively.Chlorophyll-aconcentrationwere

derivedfrom theSea-viewingWideField-of-

View Sensor（SeaWIFS）［6］satelliteimages

andIBTSin-situdata.Remotesensingalso

providedcomplementaryinformationontem-

peratureandsuspendedparticulatematter［7］.

Hydrodynamicmodelswereusedtomapbed

shearstress（proxydatafortidalcurrentpres-

surefromAldridgeandDavies［8］）anddepth.

SedimenttypeswerebasedfromLarsonneuret

al［9］.

B.Biologicalspecieslist

Threelargebiologicalgroupswereconsid-

ered in the project:benthicinvertebrates,

cephalopodsandfishes.

Informationonbenthicorganismswerefrom

two sources.A qualitativebutexhaustive

benthiccommunityinvestigationcollecteddur-

ingtheearlyseventiesthroughcooperativere-

searchprogram entitled・BenthosdeManche・

（RCPManche）［10］.Thesedatawerecomple-

mented by characterization studies of

macrobenthiccommunitiesmadeunderthe

MAcroBEnthosoftheEasternEnglishChan-

nel and the south of the North Sea

（MABEMONO）programmefrom2004�2006.

Lamer49,201184

Fig.1.TheDoverStraitandtheEasternEnglish
Channel（Source:www.geoportail.com）.



Forfishandcephalopodspeciesdatawere

mainly basedon CGFS andCEFAS・Beam

TrawlSurvey（BTS）fromtheperiodbetween

1988until2006and1986�2006,repectively.For

fish species,data concerning differentlife

stageswerecollected.Forfisheggswerein-situ

collectionsusingaContinuousUnderwayFish

EggSampler（CUFES）employedduringIBTS

surveys.Larvaewerefrom bongonetsample

fromtwospringperiods:1995and1999.Juve-

nileandadultfisheswerecollectedduringsum-

merandautumnannuallyintheeasternpart

oftheChannelfrom 1989until2006.Comple-

mentarydataonjuvenileswerecollectedat

nurseryareas（i.e.,estuarymouth,coastalar-

eas）from YoungFishSurveys（YFS）from

1977until2006（seeatlasforfurtherinforma-

tionregardingsamplecollectionduringsea

surveys）.

C.Fisheriesanddynamics

Afteridentifyingvesseltypesandgearsused

forcommerciallittoral,in-shore,artisanalor

mixedfisheries,landingsandfishingeffortsby

commercialfishing vessels were collected.

FrenchandEnglishfisherydataweretaken

fromthenationalcentreofstatisticalanalyses

（CNTS）andfromtheDepartmentforEnviron-

ment,FoodandRuralAffairs（DEFRA）,re-

spectively.Forotherstatesexploitingthearea,

datawerealsocollectedbutinformationwere

mainlybasedonEuropeanlogbooksandfrom

auctionhallsforvesselslongerthan10mand

/orsoatseaformorethan24hours.For

France,dataarealsocollectedforvesselsless

than10m inlength.Averagelandingperspe-

ciesandfishingfrequencynumbersperfleet

weremappedatcoarseresolutionperInterna-

tionalCouncilfortheExplorationoftheSea

（ICES）divisioncells（i.e.,eachcellis1�longi-

tudeand0.5�latitudegrid）.

D.Fishermencommunities

Acertainnumberofsemi-structuredinter-

views（20�100minutes）amongseveralfishing

categorieswerecarriedoutmainlyfocusedon

small-scale fishing communities.Question-

nairesincludedinformationconcerningfishing

activitiesandmethods,targetedspeciesand

distributionoffishinglocations.Fishermen

wereinterviewedregardingtheirlifehistoryin

10English（Ramsgate,Folkstone,Ryeand

Hastings）andFrench（Calais,Boulogne-sur-

Mer,BayofSomme,Dieppe,CaenandPort-en-

Bessin） cities. We also conducted the

participantobservationofvariousfishingprac-

tices.Informationgatheredfrom fieldinter-

viewswerethenusedtoproducesmoothed

rasterpolygonswhichwerethenusedtomap

fishing・hotspots・perspecies.

E.Actsoflegislation

A thoroughbibliographicandinformation

researchwasmadeinordertocompilerelevant

regulationsonfourmajorthemes:fisheries,

management,habitatconservationandmarine

pollutionatthecommunal,internationaland

state（UKandFrance）levels.Regulationscol-

lectedwerecarefullyvalidatedbyfishermenin-

volvedintheChannelmanagement.Inthe

atlas,regulationswerelistedandexplained.

Onlyalimitednumberofmapswereproduced

anddepictsonlythemostpertinentregulations

intheEasternEnglishChannel.

F.DataIntegration

Dataintegrationinvolvestheuseofdatacol-

lectedandanalyzedinmodels.Alldatacol-

lectedon speciesabundanceandoccurrence

（presence-absence）weretestedfornormality

using histograms,skewness and Kurtosis

analyses.BasedonskewnessandKurtosisval-

uesobtained,dataweretransformedifanor-

malizing function fordataimprovementis

found.Kriging interpolation［11］wasthen
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Fig.2.Schematicrepresentationofdatacollectedand
dataintegrationapproachesusedduringthesec-
ondphaseoftheproject.



usedtoproducemostofthedistributionmaps.

Preferentialand potentialhabitats were

modelled using generalized linear model

（GLM）［12］andRegressionQuantile（RQ）

［13］fromabundancedatawhileprobablehabi-

tatsweremodeledusinggeneralizedadditive

model（GAM）［14］wasusedforpresence-

absencedata［15,16］.

Asidefrom habitatspatialmodeling,other

modelingtechniqueswereemployed.Inorder

todefineandprovideasnap-shotpictureofeco-

systemstructure,atrophicmodelwasbuiltus-

ingtheECOPATHsoftware［17］.Thefoodweb

modelrepresentsthe1995stateoftheeastern

English Channel.Thisinvolvesidentifying

functionalgroupsfrom primaryproducersto

toppredatorsandestablishingpredator-prey

interactionstodepictbiomasstransferfrom

onetrophicleveltoanother.

Systematicconservationplanningapproach

wasalsoimplementedinordertoidentifypri-

orityconservationzonesusingtheMARXAN

software.Thisinvolvesdefiningplanningre-

gionsasunitsandcalculatingconservationpri-

oritiesorcostsperunit.Basedontheinitial

prioritiesspecifiedinthemodel,thedesired

conservationtargetsareselectedbasedonthe

minimized costofplanning units selected

closelylocatedtoeachotherastoavoidconser-

vationareafragmentation.

III.Easternenglishchannel:acomplexeco-

system

1.Physicalenvironment

Severalmapswereproducedshowingthedif-

ferentphysicalandhydrologicalfeaturesofthe

EasternEnglishChannel.Meanaveragemaps

fordepth,bedshearstressandseabedsediment

typesaresomeoftheexamplesshowninFig.3.

EnvironmentalmappingoftheEasternEnglish

Channelshowsthatthisecosystemhasdiverse

geomorphology.Waterdepthvariesfrom40to

100meters（Fig.3above）.Itisamacrotidal

ecosystem.Elevatedcurrentintensitiesarelo-

catedalongthefrontiersoftheEasternEng-

lishChannel;thenarrow areaoftheDover

Straitandtheeastern-westernchannelborder

（Fig.3middle）.Asaresultofanimportanthy-

drodynamicforcing（i.e.,increasingcurrent

gradientbothcoasttooffshoreandwestto

east）,sedimentspresentaspecificdistribution

withpebblesandcoarsesedimentsinthezones

ofstrongtidalcurrentsandsandymuddysedi-

mentsinzoneswithweakercurrents（Fig.3）.

2.Biologicalspeciesdescriptionandhabitats

TheEasternEnglishChannelhasanelevated

speciesrichnessandbiodiversityowingtodi-

versehabitatfeaturesandadjacentestuaries.

However,intheatlasonlythemostsignificant

speciesinthefoodwebandcommunitystruc-

tureandmostabundantinscientificsurveys

wereconsidered.

Intheatlasweconsideredatotalof55

benthicinvertebrate,cephalopodandfishspe-

cies.Thesespecieswerethemostabundantand

judgedrelevantintheecosystem・sstructure.

Foracompletelistofspeciesconsidered,please

Lamer49,201186

Fig.3.Depth（above）,bedsheardata（middle）and
bottomsedimenttype（below）mapsoftheEast-
ernEnglishChannel.



consulttheatlas［3］.

Foreachspecies,informationprovidedin-

cludesspeciesdescriptionforpossibleidentifi-

cation,biology,feeding behavior,habitat,

geographicaldistribution（Fig.4middle）.

Thesespecieswereconsideredforhabitatand

fisheriesmodeling.Averageabundancemaps

perspecieswerealsoproducedbasedonscien-

tificsurveys.Anexampleisshowninfig.4for

codintwodifferentperiods:summer（July）

andautumn（October）.

3.Fisheriesanddynamics

Fishing activity in the Eastern English

Channeliseconomicallysignificant.In2005,a

totalof90763tonswerecapturedonlyby

Frenchcommercialfishingvessels（614）and

landedin42ports（landingsdeclaredtothe

French Maritime affaire）.This generated

about218millionEuros.Demersalspeciesare

highlyexploited,especiallytheflatfishes（com-

monsole）andgadoids（whiting）aswellas

Scombroidsandclupeids.Atlanticscallopsare

also highly exploited.In 2003,production

reachedupto8500tonssoldat24017Euros.

Intheatlas,theFrenchfishinggearsand

vesselsareenumeratedbasedonthreemain

categories:littoral,inshore（＜12nm）and

mixed（＞12nm）fisheries.Fig.ure5showsa

bottom trawlusedtocatchdemersalspecies

andhowthisgearisputoutatseaandtaken

backon-board.Acompletedescriptionofeach

fishinggearsisavailableintheatlas.

4.Fishingcommunities

Small-scalefishingcommunitiesinterviewed

intheprojectreactedwelltothefree-styleform

ofsurvey.Atotaloffiftyfishermenwereinter-

viewedinthe10cities/portscitedabove,leading

toabout1�4fishersinterviewedperportand

perfishinggear.IntheFrenchside,mainly

trawlersandnetterswereinterviewedwhereas

intheEnglishside,somelonglinersandpotters

werealsointerviewedasidefrom thetrawlers

andnetters.Responsesaccumulatedfrom the

differentfishersinterviewedaremainlysubjec-

tiveandreflectedtheopinionsandperception

oftheintervieweeregardingthecurrentstate

andthefutureofthefishingindustry.Based

ontheresultsofourinterviewsandobserva-

tionswecaninferthatthefishingactivitiesin

thestudyareaarecomplexanddiversedueto

thefishinghistoryandpractices,numberof

fishingvessels,regulations,etc.thataffects

thefishingindustryindifferentports.Fishing

zonesaredeterminedbythedifferenceinthe

sizeandpowerofthefishingfleetsbetweenUK

andFrance,whichisthedirectresultofthe

regulation difference.In Boulogne-sur-Mer

（France）with1000fishersemployingmedium-

sizedtrawlingfleets（120）withhighmobility,

fishingzonescovermostlytheeasternpartof

thechannelwhilstforUKsmallports,suchas

Ramsgate,withalmostallunder10m netting

boats（15�20vessels）,fishonlyalongtheir

coastalarea（Fig.6）.

5.GovernanceintheEasternEnglishChannel

Atotalof216regulationswerecompileddue

totheirrelevancetothestudysite（Table1）.

Thispartoftheworkwasdoneinordertoen-

hancetheunderstanding,encouragetheappli-

cation and facilitatecoordination ofthese
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Fig.4.Codabundancedistributionbasedontwosci-
entificsurveys.

Fig.5.Traditionalbottom trawl（above）.Below:
Shoot（left）andhaul（right）ofthetrawlatthe
stern（back）ofthevessel.



legislation.Amongthefourthemesconsidered,

regulationsonfisheriesarethemostnumerous

totalingupto133laws（bindingandsoft）,

byelaws,directives,etc.atfourapplicationlev-

els.Mostinternationallawsinfisheriesare

non-binding for contracting parties.State

regulationscomplementcommunity regula-

tionsandareputintoapplicationswhenthe

latterisbreached.TheFrenchfisherieshave

thehighestnumberofregulations.Mosttech-

nicalmeasures（e.g.,authorizedgears,percent-

ageofcatches,etc.）relatedtofisheriesare

coveredbythecommunityregulations.

Thisisfollowedbypollutionandsecurity

regulations（40）focusedonenvironmentpro-

tection.Measuresaresetupatthecommunity

levelbutcooperationattheinternationaland

betweenstatesarehighlyencouraged.

Regulationsonconservation（36）focuson

preservingmarinehabitatsandspeciesand

protectioninvolvestheinterdictionofsomeex-

ploitationmethodsandpractices.Conservation

toolsandestablishmentofconservationareas

areestablishedatthestateandcommunity

levels,respectively.

Formarineworks,regulations（7）areestab-

lishedonlyattheinternationalandstatelevels.

Acompletelistingoftheseregulationsaswell

ascorrespondingexplanationscanbeconsulted

intheatlas［3］.

6.Towardsanecosystemapproach

6.1.Geostatisticalanalyses

6.1.1.Mappingspeciesinteractionwithhabi-

tats

Severalhabitatmapsproducedforthe55spe-

cieswereconsideredinthesecondvolumeofthe

atlas.Thisisespeciallytrueforthefishgroups

whoseabundancedistributionweremappedat

differentlifestages:eggs,larvae,juvenileand

adult.Thisincludes23benthicinvertebrates,3

cephalopodsand29fishes.Habitatmodelings

weredonetopredictprobable,preferentialand

potentialhabitatsformostofthespeciescon-

sideredintheatlas.From thethreemodeling

techniquesutilized（GLM,GAM andRQ）,it

wasobservedthatRQ-basedmodelspredicted

themaximalresponseofspeciesunderideal

considerableconditionsandarejudgedmost

suitableforprecautionaryconservationhabitat

planning［16］.Anexampleusingwhitingis

showninfig.6whereGLM andRQ-basedmap

modelsarecompared（Fig.7）.Comparedwith

GLM analysis,RQ-basedmodelsconsiderthe

upperboundsofspecies-environmentinterac-

tionsthusprovidingaclearerdescriptionof

howtheenvironmentislimitingspeciesdistri-

bution.

6.1.2.Mappingfishingcommunities

Usinginterviewsconductedinthefishing

communities,fishinghotspot,seasonalityand

family history mapswerecreated.Fishers

drawingsofpopularfishingareasperspecies/-

gearwereusedtocreatetheshapefilepolygons

andoncedataarecumulated（overlaymaps）

willproducefishinghotspotmaps.Thisis,

however,asubjectivesnap-shotpictureoffa-

voredfishingzonesasthenumberoffishers

（50）interviewedinthecourseoftheproject

doesnotcertainlyrepresentthemajorityof

fishersintheEasternEnglishChannel.Infig-

ure8hotspotsforsolefisheryalongtheDover

Straitzoneisshown.
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Table1.RegulationscompiledrelevanttotheEastern
EnglishChannelonfourmajorthemesand
atfourapplicationfields.

Application
fields
Theme

Interna-
tional

Com-
munity

French British

Conservation 7 5 16 8

Fisheries 13 29 68 23

Pollution&
Security

7 17 7 9

Marine
works

1 - 1 5

Fig.6.Recordedfishingzonesbasedonfishersinter-
viewedatBoulogne-sur-Mer（France,left）and
Ramsgate（UK,right）ports.



6.1.3.Mappingcatch

Distribution ofaverage annuallandings

from2000�2006for25ofthemostexploitedfish

andcephalopodspeciesweremappedperICES

division.Foreachspecies,informationonan-

nualproductionbystateaswellascommercial

valueisalsoprovided.Fig.ure9showsanex-

ampleoffishingfrequencynumbers（tripnum-

bers）ofbottomtrawlsforstrippedredmullet

foreveryquarterofyear.Wecanobservethat

thefishingactivitiesoccurconsiderablyalong

thesouthoftheNorthSeaduringthethird

quarterandprogressslightlytothemiddleof

theeasternpartoftheChannelduringthe

fourthquarteroftheyear.Thisspeciesisof

high commercialinterest and is targeted

mainlybyFrenchfleetscapturingupto97%of

annuallandings.Exploitationstartedin1990

withlessthan300tonsandafter15years,re-

cordedlandingshadincreasedtentimes.

6.2.Foodwebmodeling

Atotalof51functionalgroupsincludingde-

tritus（1）,primary producers（2）,inverte-

brates（15）,fishes（29）,mammals（2）and

seabirds（1）wereconsideredinanECOPATH

［17］model.Thistypeofmodelingworkpro-

videdasyntheticsnap-shotrepresentationof

theecosystem structuredefinedbyfoodweb

linksandenergytransfersfrom onetrophic

level（TL）intoanotherintheecosystem［18］.

TheEasternEnglishChannelfoodwebconsists

offourtrophiclevels:TLIconsistsofprimary

productionanddetritus,TLIIincludeinverte-

bratessuchasbivalves,gastropods,smallcrus-

tacean（i.e.,zooplankton）,smalldemersal

fishes（i.e.,strippedredmullet）andforage

fishes（i.e.,goby）,TLIIIismainlyoccupiedby

largedemersal,bentho-demersalandbenthic

fishspecies（i.e.,cod,plaice,sole）andTLIV

consistsofhighpredators（i.e.,shark,mam-

mals,seabirds）.Itisaphytoplankton-based

ecosystemowingtothisprimaryproduction・s

contributiontosupporttheupperTLs.Mean

trophiclevelofcaptureisatTLII.TLVhas

verylowexploitationlevelasfunctionalgroups

belongingtothisTLincludesmainlymarine

mammalsandseabirds（Fig.10）.Throughthis

work,keystoneness［19］andimportanttrophic

rolesofspeciesweredetermined.Throughthis

typeofmodeling,itwasalsointerestingtosee

thecombinedtrophiceffectsoffishing.This

figureshowsthatthecombinedeffectsoffish-

ingactivitesintheEasternEnglishChannel

willhavedetrimentaleffectstomostbiomasses

offunctionalgroups.

6.3.Systematicconservationplanning

TheEasternEnglishChannelisaninterest-

ingareafordesigningmarineprotectedarea
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Fig.7.Preferential（GLM-based,left）andpotential
（RQ-based,right）habitatmodelsbasedonthe
interpolatedmeanabundancedatafromOctober
1988�2006surveys（whitingphotocourtesyof
IFREMER）.

Fig.9.Landingdistributionintonnesofstrippedred
mulletmappedperICESdivision（strippedred
mulletphotocourtesyofIFREMER）.

Fig.8.Mappingoffishers・interview responsesin
fishingcommunities.Mappedfishinglocations
forthecommonsole（left）madefrom raster
maps（middle,orange）andshapefilepolygonhot
spotmaps（right）.（commonsolephotocourtesy
ofIFREMER）.



（MPA）networksduetothesignificantecosys-

temservices（i.e.,jobs,gravelextraction,wind-

farming,etc.）itoffers.Preliminarysystematic

conservationplanning［20］wasdoneinthe

EasternEnglishChannel.Thisinvolvedidenti-

fyingasetofconservationfeatures（i.e.,spe-

cies,jobs,ecologicalprocesses,etc.） then

setting numericaltargetsforconservation.

Oncethisisdone,theplanningregionisdivided

intoplanningunits（PU）thensimulationruns

aremadeusingannealingtechniquestoesti-

matealargenumberofnear-optimalsets（or

portfolio）ofPUs.Atotalof1466PUswerecre-

atedandabout17conservationfeatureswere

identified.From theidentifiedPUs,47were

considered as ・conserved・ while 123 were

classifiedasscenario-excludedforcostmetrics

simulationruns.Oneofthehypothesestested

wastheestimation ofthetotalperimeter

lengthoftheplanningunitportfoliomultiplied

by a boundary length modifier（BLM）.

MARXAN［21］minimizestheboundarylength

costbychoosingpatchesoverisolatedPUs.

Fromouranalyses,wechoseaBLM of500to

ensurethattheconservationportfoliopatches

formed（dark bluepatches）weregenerally

largeenoughtobeecologicallyviable（Fig.11）

basedonthemetriccostsused.Inthisscenario,

establishingseveraldiscontinuedMPAsseemed

efficientinincreasingbiodiversityandmitigat-

ingeffectsofdiverseanthropogenicactivities.

Modifyingmetricsofcostfromtheoneconsid-

eredhere,however,maygiveotherresultsand

mayrequireBLMadjustments.Otheranalyses

includetestingdifferentmetriccostsandtar-

getvaluesonresultingpriorityareaspatial

pattern.

IV.Reachingbeyondscientificborders

Thisprojecthasbeencarriedoutinfour

years（twophases）.Theamountofresultsgen-

eratedthroughoutthisperiodisconsiderable

owingtothemotivationanddedicationofsci-

entistswhocollaboratedtogethertoproduce

theatlas.Producingtheatlaswasnotaneasy

task.Scientificpartnersworkingonthissince

itsconceptionhaveovercomeseveralchallenges

inordertoaccomplishthiswork.Resultsob-

tainedareinnovativeinthesensethatcompil-

ingfragmenteddatafromdifferentfieldsinto

auser-friendly,conciseandfreely-distributed

toolhasprovidedanopportunitytosafeguard

andrevalorizeexistinginformation.

Thesuccessofscientificinitiativeslaunched

intheprojectsinceitsconceptionistheincreas-

ingscientificrecognitionreflectedbytheon-

goinggrowth,intermsofcollaborationsand

scientificproductions,oftheCharm Consor-

tium.Itprovidedanopportunityofbridging

thegapbetweenscientists,managers,stock-

holders,policy-makers,fishermen and the

grandpublic,creatingasocial-learninginstitu-

tionamongdifferentsectorsthatareconcerned

withmarinemanagement.Theatlashasbe-

comeasignificantreferencematerialofknowl-

edgeontheEasternEnglishChannelandits
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Fig.10.Asimplifiedrepresentationofenergyfluxes
pertrophicleveloftheEasternEnglishChannel.

Fig.11.BestconservationportfoliousingaBLM of
500.



livingresources.Themainforcereliesoneffi-

cientcommunicationofsimplified,conciseand

usefulinformationtodifferentsectors.Itwas

initiallydedicatedtoprovidingcontemporary

map-basedinventoriesofhabitatsandliving

resourcesintheEasternEnglishChannel［22］

andisactuallymovingtowardsagreaterambi-

tionofimplementinganecosystem-basedap-

proach.Since2009,thethirdphaseofthe

projecthasbegun covering morescientific

themesandchallenges.ScientificFrenchand

Englishresearchinstitutesandlaboratories

participatinginthisphasedoubled.Currently,

thewholeEnglishChannelisbeingcoveredand

moreintegrativemodelingworkdealingon

habitatclassification,economicsandclimate

changeareconsideredasidefrom thetrophic

network and systematicconservation plan

modelingduringthesecondphase.
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1.Introduction

Accordingtorecentprojections,adeclineof

primaryproductionassociatedwithanexten-

sionofoligotrophicareaswasreportedinthe

PacificOcean.（LOPEZ-URRUTIA etal.,2006;

BEHRENFELDetal.,2006）.Inthisframework,

identificationandquantificationofrelation-

shipsbetweenprimaryproducersandoligotro-

phicconditionsmustbeaddressedinorderto

betterunderstandtheclimateforcingandthe

ecologicalresponse.

Inthislowproductionarea,previousinvesti-

gationsdescribedusualsubsurfaceChlorophyll

amaximum（SCM）closetothebottom of

euphoticlayer（EPPLEY etal.,1988;FURUYA

andMARUMO 1983,FURUYA 1990）.TheSCM

takeslargepartofprimaryproductioninthe

PacificOceanwhere90％ ofChl.aconcentra-

tionofsunlitzonecanbelocatedinthislayer.

FormationofSCM isacomplexphenomenon

linkstophotoacclimationmechanismsaswell

asnutrientavailabilityandrequirementsof

phytoplanktons（HENSEandBECKMANN,2008）.

Irrespectiveofhypothesisaboutitsdevelop-

ment,theSCM remainscurrentlyunclearin
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theNorthPacificSubtropicalGyre,（NPSG）

（LUetal.,2010）.

AlthoughtheNPSG isawelldocumented

area,fewareknownconcerningthedistribu-

tionoflight,nutrientsandphytoplanktons

neartheBoninIslandsandespeciallynearthe

ChichijimaIsland（TAGUCHI,1975）.Thus,this

cruiseprovidesaninterestingopportunityto

detectthevariabilityofoligotrophicconditions

surroundingtheisland.Inthisreport,wein-

vestigateparametersleadingthedistribution

ofphytoplanktoninoligotrophicarea.Special

attentionswillbefocusedontheSCM layerin

ordertoidentifythepotentiallimitingfactor

dependingontheenvironmentalconditions.

2.Materialsandmethods

TheChichijimaobservationstookplacefrom

November18thto21st2009.The12samplingsta-

tionsarelocatedbetweentheChichijimahar-

borandtheTokyoBay（Fig.1）.Byusing

Niskinbottles,phytoplanktonweresampledat

threelevels（surface,SCM,depthof1％ light

intensity）andputtedinto500mlcleanpolyeth-

ylenebottles.Topreventgrazingprocesses,

Lugol・ssolutionwasimmediatelyadded.For

eachsamplingpoint,1literofseawaterwas

enumeratedonshoreaccordingtotheUterm�hl

methodandreferenceslistedin theHASLE

study,（1978）.

Chlorophyllaandphaeopigmentweremeas-

uredonthebasisofthefluorometermethod

（SUZUKI and ISHIMARU,1990）.During this

cruise,3differentfilterswereused:Whatman�

nucleoporefilters～0.2μm,glassmicrofiber

filters,GF/D～2.7μmandpaperfiltersN�1～

11μm.AftersamplingwithNiskinbottle,200

mlofseawaterwasfiltratedthrougheachfil-

tertypebylowervacuumpressure（＜100mm

ofHg）.Then,filterswereimmersedintoN,N-

dimethylformamide,（DMF）-containingtube,

andstoredindarkconditionat4℃.Analyses

were made using a Turner Designs

Fluorometerpreviouslycalibratedwithpure

Chl.apigment.

Thelightparametershavebeenmonitored

usingtheProfilingReflectanceRadiometer,In-

strument（PRR600）BiosphericalInstrument�.

ThePRR600simultaneouslymeasures,Photo-

syntheticallyActiveRadiation（PAR）,down-

wellingirradianceandupwellingradiancewith

10nmbandpassfilterscenteredat412,443,490,

510,555,and665nmasafunctionofpressure,

wherepressureisusedasaproxyfordepth.

Inorganicnutrients,（NO3－,NO2－,NH4+,

PO43－,Si（OH）4）,weremeasuredateachsam-

plingpoint.Nutrientsampleswerecollectedby

Niskinbottles,immediatelyputtedintocleaned

plastictubeandstoredkeptoutofthelight,in

afreezercompartment.Analysesofinorganic

nutrients were performed by using an

autoanalyzer（AACSIII）.NH4+wasmeasured

accordingtoKANDA method（1995）.PO43－ by
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Fig.1.SamplingstationsintheNorthWesternPa-
cific along the Ogasawara transect from
ChichijimaIslandtoBosoPeninsula.



themethodofMURPHY and RIDLEY study

（1962）andothersnutrients（NO3－,NO2－,Si

（OH）4）bymethodslistedinHANSEN and

KOROLEFFstudy,（1999）.Byusingnutrient

concentrations,differenttypesofstoichio-

metrieswereusedtoidentifythepotentiallim-

iting factors.TheRedfield and Brzezinski

ratioshavebeencalculatedonthebasisoffol-

lowingstoichiometries（BRZEZINSKI,1985）:

Si：N：P=15：16：1

Inadditiontothispreviouscalculationan-

othernutrientratiowasestimated（JUSTICet

al.,1995）.Threetypesofpotentiallimitation

canbeevidencedaccordingtothefollowingas-

sessments:

� Plimitation,［PO43－］＜0.1μmol.L－1,

［Si（OH）4］:［PO43－］＞22and［DIN］:［PO43－］＞22,

� Nlimitation,［DIN］＜1μmol.L－1,

［DIN］:［PO43－］＜10and［Si（OH）4］:［DIN］＞1,

� Silimitation,［Si（OH）4］＜1μmol.L－1,

［Si（OH）4］:［PO43－］＜10and［Si（OH）4］:［DIN］＜1.

Where［DIN］=［NO3－］＋［NO2－］＋［NH4+］,

IncontrasttotheREDFIELDandBRZEZINSKI

stoichiometries,JUSTICetal.tookintoaccount

thenutrientuptakekinetics.Inviewtolimit

biasdueinparttoallchemicalcompoundsin

thecalculationmethod,thresholdcriterionsfor

eachnutrientwereaddedaccordingtoDORTCH

andWHITLEDGE（1992）.

3.Results

3�1Biologicalmeasurements

Duringthecruise,weidentified157species

including 62diatoms,51dinoflagellates,21

tintinnidspeciesand23otherstypes（copepods,

radiolarians）.Concentrationofdiatomsand

dinoflagellateorganismsremainedrelatively

weakatthesurfacebetweenChichijimaIsland

and the station 5,（respectively ～22,750

orgs.m－3,～33,250orgs.m－3）.From station6,

abundanceofdiatomsshowedagradualin-

creaseandreachedamaximumvaluenearthe

station9inTokyoBay（～520,000orgs.m－3）

（Fig.2）.Thespatialdistributionofdiatoms

anddinoflagellatespresentedaspecificpattern

alongthetransect.Onthebasisofourmeas-

urements,diatomsdominated alltypesof

microphytoplanktonsatthesurfaceofSt.4,

fromSt.6toSt.9,maximumofChl.aandbot-

tomofeuphoticlayer.Incontrast,ourresults

suggestedthatdinoflagellatesweredominant

atthesurfacearoundtheChichijimaIsland.In

thedinoflagellatescommunity,theCeratium

genusappearedtobethemostabundantespe-

ciallythespeciesC.furca,C.lineatum,andC.

pentagonum.

Although abundance are lower than

dinoflagellates,some diatoms species like

Rhizosolenia pungens,Cerataulina pelagica

andPseudonitzschiaspp.wererecordedespe-

ciallyattheSCM andat1％ oflightintensity.

Phytoplanktonspeciesenumeratedfrom the

stations6toTokyoBay showedthatthe

Chaetocerosgenusappearedtodominatethe

microphytoplanktoncommunityinparticular

with the species C. curvisetus and C.

laciniosum. Concerning the zooplankton

enumerations,thehigherconcentrationofco-

pepodsandtintinnidswererecordedatthe

SCM.

Intheeuphoticlayer,theChl.aconcentra-

tionmeasuredbetweentheChichijimaIsland

andthestation5rangedfrom 0.02mg.m－3to

0.58mg.m－3. Similar to the increase of
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Fig.2.Variabilityofdiatoms（blackcircle）and
dinoflagellatespool（whitesquare）atthreedif-
ferentdepthlevelsalongtheChichijimacruise.
Grapha）showstheconcentrationatthesurface,
b）atthemaximumofChl.aandc）at1%ofinci-
dentlightorat100metersforthestation4.



abundanceofdiatomsmentionedabove,the

concentrationofChl.arecordedatthesurface

increasedfrom station6totheTokyoBay

（0.60mg.m－3to2.29mg.m－3）.Concentrations

ofChl.arecordedfromthestation6toTokyo

Bayweresignificantlydifferentfrom other

stationsmeasuredinthesubtropicalgyre（p-

value＜0.05）.Onthebasisoffiltersetresults,

thesmallestfraction（0.2μmto2.7μm）fixed

thehigherconcentrationofChl.ain91％ of

cases（Fig.3）.

3�2Bio-opticalenvironment

TheSCMsweredetectedbetween69m and

86matthestations2,3,4and5（Fig.4）.These

significantSCMswerelocatedunderamarked

thermoclineandjustupperthenutriclines.At

thesestations,limitsofeuphoticlayerwerein-

trinsicallylinkedtothemaximum ofChl.a.

However,noclearpeakofChl.awasrecorded

atthestationsH.1and 1located in the

Chichijima・sbaywherethelightreachedthe

bottom ofseawatercolumnwithrespectively

5％ and3％ ofrelativeincidentlight.

Atthestations2and5,therelativePARwas

rangedfrom1to4％ atthecenteroftheSCM.

Thebottom ofthehighchlorophylllayerre-

ceived0.1to4％ofrelativelightintensitywhile

thetopwasexposedto1to20％.Similarlyto

attenuationcoefficientcurve,（datanotshow）,
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Fig.3.VerticalprofilesofChl.aandtemperaturerecordedatstationsaroundChichijimaIsland.Chloro-
phylla（mg.m－3）fordifferentsizeclassesisalsoshown.Theblacklineistemperaturein℃.

Fig.4.VerticalprofilesofincidentPAR（%）fromthe
coastalstationH.1totheoffshorestation5.The
intermediarystations（1,2）wererespectivelylo-

catedatthemouthoftheChichijimaBayand
nearbytheisland.Theblackcrossisthebottom
ofseawatercolumnandblacktriangleisthe
depthofSCM.Thedotfilledrectangleshowsthe
layerwherecenterofSCM weredetected.The
continuouslineshowsthemeasuredpointsand
thedottedlinetheestimatedincidentlight.



aprogressiveseparationofincidentlightpro-

fileswasevidencedbetweenthestationH.1and

theoffshorestation5（respectively22.4％ and

9％ at30m）.

Resultsontheopticalwatertype（JERLOV,

1968）wereshownintheTable1.Althoughthe

offshorestation5wasinthecaseIateach

wavelength,atypeII（443nm）wasmonitored

atthecoastalstationH.1.Betweenthesetwo

kindsofstationstheopticalwatertypevaried

from caseItoIBatthesamplingstations1

and2.

3�3Nutrientsandpotentiallimitingfactors

Verticalprofilesofinorganicnutrientcon-

centrationshowedalowvalueintheshallower

layer（Fig.5）.However,noticeablenitracline

andphosphaclinewererecordedbetween60m

and90m.Inthesenutriclines,peaksinammo-

nium（0.6�0.85μM）andnitrite（0.1�0.15μM）

weremeasuredattheSCMofoffshorestations.

ByusingtheREDFIELDandBRZEZINSKIratios,

fourtypesofpotentiallimitationswereidenti-

fied.Thus,2potentialnitrogen limitations

（Si,P,N;P,Si,N）,apotentialphosphoruslimi-

tation（Si,N,P）,andtoalesserextentapoten-

tialsiliconlimitation（N,P,Si）weredetected.

Duringthecruise,thedistributionofpotential

limitingfactorappearedtoindicateaclearni-

trogenlimitationatallstations.Incontrast,

the［DIN］:［PO43－］stoichiometryidentifiedfew

clearpotentiallimitationsduetothehighcon-

centrationofammoniumandthresholdcriteri-

ons used. However, phosphorus potential

limitationsweredetectedattheSCM andan

oscillationbetweenphosphorusandnitrogen

occurredintheupperlayer（Fig.6）.

4.Discussion

4�1Shiftsinthephytoplanktoncommunities

dependingontheenvironmentalconditions

Accordingtotheresultscollectedalongthe

Ogasawaratransect,ourdatasetsuggestsa

constantoligotrophicconditionduetothelow

concentrationofChl.a,microphytoplankton

andinorganicnutrients.However,twopossible

changesofenvironmentalconditionsdepending

ontheseparameterswereidentified.Byusing

the one way analysis of variance test
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Table1.Classificationofopticalwatertypedepend-
ingonthewavelengthandJerlovtable.

412 443 490 510 555 665

St.H1
St.1
St.2
St.5

IB
IA
IA
I

II
IA
IA
I

IB
I
IB
I

IB
I
IA
I

I
IA
IA
I

I
I
I
I

Fig.5.Verticaldistributionsofconcentrationofin-
organicnutrientsattheSt.3.Aprimarynitrite
maximumandapeakofammoniumwereidenti-
fiedattheSCM.

Fig.6.Verticaldistributionofpotentiallimitingfac-
torduringtheChichijimacruise.Ateachdepth,
theREDFIELD andBRZEZINSKIstoichiometryis
showedontheleftsideandtheDIN:DIPonthe
rightside.Theblackdottedrectanglepointout
thesampling pointwheretheconcentration
measuredwerenearthedetectionlimit.



（Kruskall-Wallistest）asignificantdifference

ofabundanceofmicrophytoplankton（p-value

＜0.05）wasrecordedbetweentheSt.5andthe

St.6.Differenceofconcentrationwasinpart

basedon ashiftofthedominantpoolof

microphytoplanktonatthesurface（dinoflage-

llatetodiatom）andtodrasticincreaseof

abundanceofthegenusChaetocerosspp..Simi-

larly,resultsontheChl.aconcentrationsde-

pendingontheclasssizesandnutrientsappear

toconfirmthistrendanddefineanarea（St.6

toSt.9）whichwassignificantlydifferentto

thesubtropicalgyre（p-value＜0.05）.Accord-

ingtothelocationofstationsandtheseasur-

facetemperature（JapanOceanographicData

Center: （http://www1.kaiho.mlit.go.jp/jhd-

E.html））,it・sappearedthatchangewasproba-

blyduetotheKuroshio・scurrentconditions

whichdifferedfromtheSubtropicalgyrearea.

Asecondseparationofdatasetwasidenti-

fiedbetweentheChichijimaBay（H.1toH.3）

and thestation St.1toSt.5.Thischange

markedbythevicinityofislandwasreported

onthemicrophytoplanktoncommunityandthe

distributionoflightintheseawatercolumn.

Accordingtopreviousreportadecreaseofcon-

centrationofmicrophytoplanktonwasmoni-

toredbetweenSt.H.1andH.3locatedatthe

mouthoftheChichijimaBay（TAGUCHI,1975）.

InagreementwiththeTAGUCHIresults,the

concentrationofdinoflagellatesgloballydomi-

natedthemicrophytoplanktonspeciesatthe

surfaceinthepoolofstationssurroundingthe

islandandintheChichijimaBay.However,

dominantspeciesenumeratedin1970differed

from thiscurrentstudy.Forinstance,abun-

danceofPeridinium spp.werethedominant

speciesenumeratedaroundChichijimaBayin

1970butnooccurrencewasdetectedinour

study.Moreover,evenifthedominantspecies

changed,no significantdifferenceoftotal

abundanceofmicrophytoplanktonwasenu-

meratedbetweentheChichijimaBayandthe

stationslocatedintheKuroshiocountercur-

rent（St.1toSt.5）.

Investigationoftherelativelightincidence

conditionprovidesamethodtoidentifyhow

theislandmodifiesthesurroundingarea.In

ourdataset,stationslocatedatthemouthand

inChichijimaBay（St.1andSt.H.1）showed

thehigherlightattenuation.Dependingonthe

differentwavelengths,variabilityofopticalsea

watertypesareconsistenttothegradientob-

servedbuttheseawaterappearedmoretrans-

parentthanpreviouslyreported（SIMONOTand

LE TREUT,1986;EPPLEY etal.,1988）.Using

JERLOVtables,opticalwatertypeneartheab-

sorptionwavelengthofChl.a（665nm）didnot

changebetweentheChichijimaBayandthe

St.5.Incontrast,variabilityofdifferentopti-

caltypesishigherfortheshorterwavelength

andespeciallyformaximumabsorptionofChl.

aspectrum（443nm）.Thisclassicsignificant

absorptionneartheUVanddecliningtonear

zerobetween650nmand700nmisacharacteris-

ticofdissolved organicmattercompound,

CDOM（LOISELLEetal.,2009）.

Theroleoftheinorganicparticulatematter

canalsobeputtedinevidenceduetothein-

creaseofupwardradiancenearthecoastalarea

（datanotshow）.Inthisoligotrophiccondition

thelowlightabsorptioncoefficientassociated

withagreaterbackscatteringprocessseemed

tobeacharacteristicofhigherturbiditynear

theChichijimaIsland.Thisresultinvolvesthat

thereflectiveirradiancevalueduetoshallow

bottomistoolowtomodifytheupwardflux.

Asmentionedabove,only5％ and3％ ofinci-

dentlightreachedthebottomofseawatercol-

umn.Thus,in contrast to the turbidity

concentration,thereflectiveirradianceappears

tobeinsignificanttodrasticallymodifytheup-

wardfluxoflight.

Basedontheopticalproperties,thehigher

nutrientconcentration,CDOM andinorganic

particulatemattercaninpartexplainthelack

ofSCM intheChichijimaBay.Similarly,lack

ofthermoclineandpycnoclinerecordedbe-

tweenthestationH.1andSt.1highlightedthat

mixingconditionwassignificantneartheis-

landandmodifytheshallow layerenviron-

ment.Mixingconditionsprobablyimproved

thenutrientavailabilityintheupperlayerand

consequently,distribution ofphytoplankton

communitywaslocatedintheentireseawater

column.Ouropticalmeasurementswereinline

withthelowconcentrationofphytoplankton

enumeratedduringthecruiseandsuggested

thattheislandmodifythelocaldistributionof

microphytoplankton,butata largerscale
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variabilityofabundanceremainsweaklyde-

tectabledueinparttothegloballyconstant

oligotrophiccondition.

4�2StructureofSCM andlimitationmecha-

nisms

Distribution of phytoplankton has been

monitoreddependingontheclasssizes.Byus-

ingfilterset,ourresultssuggestedthatsmall

organisms（0.2μmto2.7μm）,playedasignifi-

cantroleintheseawatercolumn.Domination

ofsmallclasssizeandconcentrationofChl.a

attheSCM reaching5timestheconcentration

atthesurfaceconfirmedthisubiquitousphe-

nomenondescribedintheNPSG（TAKAHASHIet

al.,1985;HENSEandBECKMANN,2008）.

Although thiscommon structureiswell

documented,identificationofpotentiallimiting

factorchangeddependingontheknowledgeof

seawaterenvironmentandmethodsusedfor

nutrientsmeasurement.CULLEN（1982） re-

portedthisissuesregardingtobiomassinter-

pretation.IntheCullenstudy,locationofSCM

isdrasticallyledbythenitrateavailability,

lightandtolesserextentthetemperaturevalue

whichcanchangethechlorophyllconcentra-

tionofcellbyafactor10.However,modifica-

tionofChl.acell-contentisalsoreinforcedby

thephotoacclimationmechanismswhichcan

inhibited8timesthefluorescenceintheupper

layer（LOFTUSandSELIGER,1975）.Incontrast

tothehighvariabilityofChl.aconcentration

in thesunlitzone,thelow variability of

microphytoplankton abundancebetween the

surfaceandtheotherlayerstendstoshowthat

aphotoacclimation processoccurredatthe

SCM.

Asmentionedabove,SCM iscloselylocated

attheboundaryoftheeuphoticlayer.Thisvi-

cinityinvolvesdevelopingstrategy,whichac-

cordingtopreviousreports,allowthegrowth

ofphytoplanktoncommunityunderthearbi-

trary1％ ofincidentlight（FALKOWSKY and

OWENS,1978;ANDERSON,1979）.Themobilityof

dinoflagellatesorganismsintheseawatercol-

umncanbeonefavourableadvantagecontrast-

ingtotheslow migrationofdiatom species

（JEPHSON andCARLSSON,2009）.Usuallythe

dinoflagellatesorganismsswimupwardinthe

morning and downward in theevening to

respectivelytakeadvantageofoptimallight

andnutrientrepletecondition.Inthisstudy

thedominationofdiatom measuredinthe

nightconditionatthesurfaceofstation4tends

toconfirm thisdielverticalmigration.How-

ever,thelackofclearincreaseofdinoflagellate

abundanceatthebottomofsunlitpointedout

theprobabledistributionintheshallowlayer

aspreviouslydescribedinexperimentalcul-

tures（JEPHSONandCARLSSON,2009）.

ScavengingprocessattheSCMappearstobe

sizeableandcanmodifytherelativefractioned

sizeofChl.a.Examinationoflargeclasssize

（＞11μm）suggestedthatanincreaseofthe

largesizeoccurredunder1％ ofincidentlight.

Byusingamicroscope,ourinvestigationsre-

vealed numerousparticlesatthesedepths

mainlycomposedbyfragmentsofthediatoms.

Adsorptionoforganismsandscavengeofpar-

ticlescaninpartexplainthechangeofclass

sizeandthepresenceofChl.aatthesedeep

depthvalues.Itshouldbenotedthatgrazing

pressurecanexplainthepresenceofparticlesat

theSCM duetohigherabundanceoflarge

phytoplankton predators （copepods and

tintinnids）atthesedepths.

GrazingactivityattheSCMinitiatebylarge

zooplanktonsandheterotrophicbacteriaswas

highlighted since the earliest report,（LE

BORGNE,1977;EPPLEYetal.,1988;KUIPERSand

WITTE,2000）.In thispreviousreport,Le

Borgneclaimedthatnutrientprofilescanshow

thegrazingactivityduetotheselectiveexcre-

tionofphosphatecomparedwiththenitrateas-

similation.AccordingtothedefinitionofLE

BORGNE,ourresultsshowedthesamediffer-

encebetweentheprofilesofphosphateandni-

trateattheSCM.Inaddition,thepeakof

ammonium recordedattheSCM addsanevi-

denceofregenerationoforganicmatteranda

possiblegrazingactivity（Fig.5）.However,due

tothelackofmeasurementofgrazingactivity

orpicoplanktonabundanceinourstudy,dis-

cussionabouttheaccumulationofChl.aatthe

SCM layerremaineddifficultandespeciallyto

separatethephotoacclimationmechanismsto

sinkofparticles.

OnthebasisontheREDFIELD-BRZEZINSKI

stoichiometries,identificationofpotentiallim-

iting factorofthearea wasinvestigated.
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Variabilityofratiocanreflectthenutrient

availabilityandtheirutilizationbytheplank-

tonorganisms.Inourstudydistributionof

REDFIELDandBRZEZINSKIratiosmainlyshows

anitrogenpotentiallimitationateachstation.

Thisresultwasconsistentwithpreviousmeas

urementwhichreportedthat（nitrate+nitrite）:

solublereactivephosphorus,（SRP）,wasfar

belowtheREDFIELDstoichiometryinthewest-

ernpartofNorthPacificOcean（HASHIHAMAet

al.,2009）.AttheSCM,theDIN:［PO43－］calcu-

lationseemedtobemoresuitedforidentifica-

tionofthepotentiallimitingfactorduetothe

ammonium compoundinthecalculationproc-

ess（JUSTICetal.,1995）.Inourstudy,thecon-

centrationofthiscompoundappearstobe

significantinparticularattheSCM wherea

peakhasbeenrecorded.Thesuperimpositionof

thesetwoindexeshighlightedthattheupper

layerofeuphoticlayeroscillatedbetweenthe

nitrogenandphosphoruspotentiallimitation

probablyduetothediazotrophyprocess（KARL

etal.,2001）.However,specificpatternrecorded

attheSCMappearstobelinkedtotheinputof

ammonium issueofthegrazingactivityand

remineralisationmechanisms.Thissignificant

additionofammoniumandtolesserextentni-

triteleadstochangethenitrogentophospho-

ruspotentiallimitationattheSCM.

Finally,comparisonofthedepthofSCMand

thelightintensitytendtoshowtwodifferent

features.Thebio-opticalparametersrecorded

in the Chichijima Bay indicated that

phytoplanktoncommunitiescangrow inthe

entireseawatercolumn.Incontrast,according

tothepreviousstudies,theSCM weresystem-

aticallymeasurednearthecompensationdepth

forthestationslocatedinthesubtropicalgyre

（FURUYA,1990）.Onthebasisonourmeasure-

ments,lightintensityappearstocontrolthe

accessofnutrientsinthegyreandallowina

stratifiedcolumntousethenutrimentslocated

underthethermocline.

5.Conclusions

Studiesofsomebiologicalandphysicalpa-

rametersallowidentificationofthreedifferent

oligotrophicareasintheWesternpartofthe

NPSG（ChichijimaIsland,thesubtropicalgyre,

and the Kuroshio current）. In these

oligotrophicareas,thehighervalueofChl.a

concentrationwasrecordedforthesmallest

fractionpart（0.2μmto2.7μm）.Thelowcon-

centrationofmicrophytoplanktonenumerated

ateachstationaroundtheChichijimawas

dominatedbythedinoflagellatespeciesatthe

surface.Thediatompoolismoredominantat

theSCM andintheKuroshioCurrent.Our

measurementsconfirm thatChichijimaIsland

appearstohavespecificfeatureincontrastto

theSubtropicalgyrearea.Inthisoligotrophic

location,theislandseemstomodifytheoptical

propertiesofseawater,increasetheconcentra-

tionofnutrientswhichallowedutilisationover

theentireseawatercolumnbythephytoplank-

tonorganisms.Albeitcomplementarystudies

shouldbeinvestigated,lightavailabilityand

concentration of phosphorus under the

thermoclineappearedtobeakeyfactortosup-

portthegrowthofphytoplanktoncommunities

inthewesternpartofNPSG.
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Introduction

ThedeteriorationofthewaterqualityinMa-

nilaBayhasresultedinbloomsofredtideoc-

cur in thebay.VELASQUEZ et al.（1997）

reportedtheaveragenutrientconcentrations

inManilaBay,andJACINTOetal.（1998）calcu-

latedthenitrogenandphosphorusbudgetsof

thebayusingtheLandOceanInteractionsin

the CoastalZone（LOICZ） biogeochemical

budgetingprocedure.However,thesestudies

onlyestimatedaverageannualvaluesforthe

wholeofManilaBay,andseasonalvariations

innutrientcyclinghavenotyetbeendescribed.

VILLANORYetal.（2006）characterizedthehori-

zontaldistributionofPyrodiniumusingahy-

drodynamicsmodel,anddiscussedtherelation

betweenPyrodinium bloomsandthephysical

dynamicsofthebay,however,theinfluenceof

nutrientswasnotincluded.HAYASHIetal.

（2006）andHAYASHIetal.（2008）estimatedthe

seasonalvariationsofnitrogencyclinginthe

surfacelayerofManilaBaybyusinganumeri-

calecosystemmodel.Anditclarifiedtheeffect

ofdissolvedinorganicnitrogen（DIN）concen-

trationsinthelowerlayerandnitrogenload-

ingfromriverstothereductionofchlorophyll

a（Chl.a）andDINconcentrationsintheupper

layer.Nitrogenisconsideredthelimitingnu-

trientforprimaryproductioninManilaBay,

andtheverticaltransportofnitrogentothe

surfacelayerplaysanimportantroleinthe

primaryproduction.However,asourceofDIN

underthesurfacelayerhasnotbeenexplored.

Itisimportanttodeterminethecharacteristics

oftheDINbudgetnotonlythesurfacelayer

butalsothemiddleandlowerlayersinManila

Bay.InthisstudywedescribetheDINbudget
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forthreeverticallydistinctlayersinthePasig

RiverestuaryofManilaBayduringdryand

rainyseasons.Andwediscussaboutprimary

productionthatisboundupwithDINbudget.

Materialandmethods

Studyarea

Figure1showsthestudyareaofManila

Bay.Thebayhastwomajorinflowingrivers,

thePasigRiverandPampangaRiver,withthe

PasigRiverflowingthroughmetropolitanMa-

nila.ConcentrationsofDIN,Chl.aandDis-

solvedOxygen（DO）,watertemperatureand

salinityweredeterminedatdepthsof1m,the

mid-depthandnearthebottom ineightsta-

tions（Fig.1）duringeverymonthfromMarch

1996toDecember1998.Watersampleswerecol-

lectedusinga5�LNiskinsampler（General

Oceanics,Inc.）.SamplesfortheinorganicN

species（nitrate,nitrite,andammonia）and

Chl.awerefilteredthroughGF/Cfilters,fro-

zen,andanalyzedlaterfollowingthemethods

ofPARSONSetal.（1984）.SamplesforDOwere

fixedonsiteandsubsequentlyanalyzedusing

theWinklertitrationmethod（PARSONSetal.,

1984）.Salinity and temperature were m

easuredusingtheConductivity-temperature-

depth（CTD）profiler（A MLOceanographic

Ltd.）.Watertransparencywasmeasuredbya

Secchidisc.HAYASHIetal.（2008）demonstrated

theuseofthedepth-timediagramsofdensity,

DINandChl.aconcentrationsinManilaBay.

Underconditionsofincreaseddischargefrom

thePasigRiverduringtherainyseason,strati-

ficationisdevelopedandhighChl.aconcentra-

tionsareobservedintheupperlayerofthe

estuary.Therefore,theinnerpartofManila

BayinsidethesolidlineinFig.1wasanalyzed

inthisstudy.Thisareaisdividedintothree

verticallydistinctlayerswhichcorrespondto

fixeddepthintervals,asshowninFig.2.The

surfaceregionofthestudyareaisabout500

km2,thelengthoftheouterboundaryisabout

38 km,and the average water depth is

approximately10m.Thesurfacelayerdepth

wasfixedat3m whichisthedepthofthe

haloclineintherainyseason.Themiddlelayer

wassetfrom3mto8mdepthwhilethelower

layerisbelow8m.
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Fig.1.StudyareaofManilaBay.Thesolidlineindi-
catestheboundaryofthestudyarea.Thedotted
lineindicatestheboundaryofthearea,whereav-
erageddatawereobtained.Thenumbersindicate
samplesights.

Fig.2.SchemeofwaterandDIN budgetsineach
layerofthePasigRiverestuary.



Data

Figure2alsoshowstheschemesofwaterand

DINbudgetappliedtothemodelinthisstudy.

WaterandDINaretransportedbyestuarine

circulation,i.e.,advection.AndDINisalsoex-

changedbydiffusionacrosstheboundaryline

betweenthestudyareaandtheouterareaand

betweenthelayerandlayer.Theadvectionand

diffusionfluxofDINcanbecalculatedbyequa-

tion1andequation2,respectively.

（AdvectionfluxofDIN）＝UiFiDINh （1）

（DiffusionfluxofDIN）＝kiFi（DINh－DINl）/li
（2）

where,Uiisanadvectionvelocity,Fiisthe

areaoftheboundarysection,DINhandDINl
refertotheaverageDINconcentrationineach

layer,kiisdiffusivityandliisthedistancebe-

tweenthecenterofthelayerandthecenterof

thenextlayer.Themeaningofthesubscripts

handlreferstohigherDINconcentration（h）

andlowerDINconcentration（l）,respectively.

DIN expandsfrom thehigherconcentration

areatothelowerconcentrationarea.Toesti-

mateadvectionanddiffusionfluxes,Uiandki
ofeachboundarysection,DINhandDINlarere-

quired.Thedataforouranalysiswereonlyob-

tainedinthedryandrainyseasons.Thethree-

dimensional distributions of the average

residualcurrentsforManilaBayinApril（dry

season）andNovember（rainyseason）calcu-

latedbyFUJIIEetal.（2002）areusedforboth

advectionvelocitiesanddiffusivitiesinthis

study.Horizontaldiffusivitywasconstantat

10 m s-1 for the entire grid.V ertical

diffusivitiesonthehorizontalboundaryat3

and8mwereobtainedbyaveragingthecalcu-

latedvaluesatthesetwodepths.Thehorizontal

advectionvelocitiesfortheupperandm iddle

layersareaveragevaluesfrom0to3mand3

to8m,respectively,alongtheboundaryline.

Horizontaladvectionvelocitiesofthelower

layerandtheverticaladvectionvelocitiesatthe

3and8mboundarysectionswereestimatedby

theapplicationofawaterbudgetforeach

layer.Thewaterbalanceofthesurfacelayeris

Hu ＝Q＋P-E＋V3,whereHu istheflow rate

from theinsidetotheoutsideoftheupper

layer,andisobtainedbym ultiplyingthe

horizontaladvectionvelocityandtheareaof

theverticalsectionoftheupperlayer.Qisthe

riverdischarge.Pistheprecipitation.Eisthe

evaporationmeasuredbythePhilippineAt-

mospheric, Geophysical and Astronomical

ServicesAdministration.V3 istheflow rate

fromthemiddlelayertotheupperlayerinthe

box.Theverticaladvectivevelocityontheup-

perboundarysectionat3misobtainedbydi-

vidingV3bytheareaofthehorizontalsection

at3m.Thewaterbalanceofthemiddlelayer

canberepresentedasV3＋Hm ＝V8whereHmis

theflowratefrominsidetooutsideofthemid-

dlelayer,andissolvedbymultiplyingofthe

horizontaladvectivevelocitybytheareaofthe

verticalsectionofthemiddlelayer,andV8is

theflowratefromthelowerlayertothemiddle

layerinthebox.Theverticaladvectivevelocity

attheboundarysectionat8misobtainedby

dividingV8bytheareaofthehorizontalsec-

tionat8m.Thewaterbalanceofthelower

layercanbeexpressedastoV8＝HlwhereHlis

theflowratefromtheoutsidetotheinsideof

thelowerlayer.Thehorizontaladvectiveveloc-

ityofthelowerlayercanthenbeobtainedby

dividingHlbytheareaoftheverticalsectionof

thelowerlayer.Theaverageadvectionveloci-

tiesanddiffusivitiesobtainedusingthisproce-

dureareshowninTable1.

TheDINconcentrationsineachlayerinthe

boxinAprilandNovemberofeachyearwere

obtainedbythehorizontalaverageofDINcon-

centrationsofStation1,2and3.Thenthese

concentrationswereaveragedoverthreeyears.

TheaverageDINconcentrationsforoutside

themodeldomainwerecalculatedusingdata
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Table1.Averagedadvectionvelocitiesanddiffu-
sivities.Minusmeanstheflowfromthein-
sidetooutside.

Item Layer April November

Horizontal
advection
velocity（m/s）

Upper －1.54×10－2－4.97×10－2

Middle －0.49×10－2 0.07×10－2

Lower 0.82×10－2 1.57×10－2

Vertical
advection
velocity（m/s）

3m 3.82×10－6 11.7×10－6

8m 9.45×10－6 18.2×10－6

Vertical
diffusivities
（m2s－1）

3m 1.95×10－4 0.98×10－4

8m 2.07×10－4 0.54×10－4



collectedfromStations4to7.Theaveragewa-

tertemperature,salinityandChl.aconcentra-

tionsforeachlayerwerecalculatedbythe

sameprotocoldescribedabove.

RunoffdataforthePasig,Pampangaand

otherriverswasobtainedfromthe・RiverRe-

habilitation Program for the Manila Bay

Region・.Then,themonthlyaveragerunoffin

AprilandNovemberwerecalculated.Average

DINloadingbyriversintoManilaBayisap-

proximately900×106molyr－1（JACINTOetal.

1998）.TheestimatedvaluesfortotalDINload-

ingfromallriversinAprilandNovemberwere

calculatedbydividingtheannualDINloading

bytheratioofmonthlyrunoff.Wethenesti-

matedDIN loadsfrom thePasig,Pampanga

andotherriversbydividingtotalDINloading

byratioofmonthlyrunoffofthoserivers.DIN

mayalsobederiveddirectlyfromsourcesalong

thecoast,suchassewagewater,industrialrun-

off,agricultureandaquacultureponds.Aver-

agedirectDIN loadingintoManilaBayis

approximately600×106molyr－1（JACINTOetal.

1998）.Weassumedthat50％ofthisDINloadis

suppliedtothestudyarea.

AlthoughDINmayalsobereleasedfromthe

seabottom,DINfluxfromporewaterbydiffu-

sionwasnotobservedduringtheperiod1996to

1998.Wethereforeuseddatafromtheareacol-

lectedinMarch（dryseason）andNovemberof

1999.Thesamplingmethodsandthemethod

forestimatingDINreleasewerethesameas

AZANZA etal.（2004）.Waterexchangeatthe

watersurfacewastakentobethedifferencebe-

tweenprecipitationandevaporation,P-E.

Residencetime

TheresidencetimeoffreshwaterinManila

Bayisestimatedbythefollowingequation:

（Residencetime）＝V
So・Sm

So

・・Q・P・E・（3）

whereVisthevolumeinthewatercolumn,

Soisthemaximumsalinityintheouterpartof

thebay,andSm istheaveragesalinityinthe

watercolumn.

Results

Waterbudget

Figure3showsourderivedwaterbudget,as

wellasthewatertemperatureandsalinity

measurementsforeachlayerinthedry（a）and

rainy（b）seasons.Theresultsaretypicalfor

anestuarinecirculationpattern,withflows

intothelowerlayerandflowsoutintheupper

layer.Becausetheriverdischargeintherainy

seasonisgreaterthaninthedryseason,the

differenceinsalinityoftheupperandlower

layersisenhancedduringtherainyseason

whenestuarinecirculationandstratification

Lamer49,2011106

Fig.3.Waterbudget（m3s－1）,watertemperature（℃）andsalinityineachlayer.Widthofvectorsrepre-
sentsthemagnitudeofflux.



aremoreapparent,withtheinflowofbaywa-

teroccurringeveninthemiddlelayer.The

estuarinecirculation isweaker,and water

flowsoutfromthemiddlelayerduringthedry

season.Estimatedresidencetimesare33days

inApril（dryseason）andasshortas16daysin

November（rainyseason）.

DINbudgets

Figure4showsourcalculatedDINbudget,

DIN concentrationsandChl.aconcentrations

foreachlayerinthedry（a）andrainy（b）sea-

sons.Fig.5simplifiesthesediagramsbynor-

malizingtheDINfluxduringeachseasonwhen

Nloadingfromriversandthecoastinthedry

seasonissetto1.0.IftheinflowfluxofDIN
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Fig.4.DINbudget（μ mols－1）,DINconcentration（μM）andChl.aconcentration（μgl－1）ineachlayer.
Widthofvectorsrepresentsmagnitudeofflux.



inanycompartmentislargerthantheoutflow

flux,thenthereisfixationofDINtoorganic

matter,andthisisshownas・F・inthedia-

gram.Conversely,iftheoutflowfluxexceeds

theinflowfluxofDINthendecompositionof

organicmattermustoccurandthisisshownas

・D・.

Duringthedryseason,thetotalinflowflux

is10（＝1＋5＋4）andtheoutflow fluxis4

（＝2＋2）inthewatercolumn,implyingthat

fixationexceedsdecomposition.However,this

conditionisobservedtodifferineachlayer,

withfixationbeingdom inantintheupper

layerandbeingbalancedinthemiddlelayer.

Ontheotherhand,decompositionisdominant

inthelowerlayer,astheDINregeneratedby

decompositioninthelowerlayer（12＝21－9）

exceedstheDINsuppliedfromtheoutsideand

thebottom（9＝5＋4）.TheDINconcentration

ishighestinthedeeperlayer.Chl.aconcentra-

tionishighinthedeeperlayeraswellasinthe

upperlayer.Intherainyseason,theinflow

fluxandoutflowfluxinthewatercolumnare

15（＝3＋3＋9）and19,respectively,indicating

thatdecompositionexceedsnitrogenfixation,

whichistheoppositeofthesituationinthedry

season.Thesefindingareconsistentwiththe

observationthattheDINconcentrationinthe

watercolumnintherainyseasonishigher

thanthatinthedryseason.Atthistime,fixa-

tionintheupperlayerdominates,asitdoesin

thedry season,buttheoutflow flux by

advectionisgreatercomparedtothatofthe

dryseason.TheDINthatisnotconsumedby

primaryproductionisexportedfromthesys-

teminlargevolumesduetoestuarinecircula-

tion in the rainy season.At this time,

decompositioninthemiddlelayerexceedsfixa-

tion,whiletheywerethesameinthedrysea-

son.Asinthedryseason,decompositionisdom

inantinthelowerlayer.Inadditiontoreg

eneratedDINderivedviadecompositioninthe

lowerlayer,releasefrom bottom sediments

duringtherainyseasonisgreaterthaninthe

dryseasonbyafactoroftwo.

ThemainsourceofDINinthemiddleand

lowerlayersisregeneratedDINwhicharises

from thedecompositionoforganicmatterin

them iddleandlowerlayersandfrom sedi-

ments,andthattheDINsupplyfrom outside

thesystemisrelativelysmall.

Discussions

HAYASHIetal.（2008）alsodiscussedthefac-

torslimitingforprimaryproductionintheup-

perlayerinManilaBayusinganumerical
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Fig.5.DINfluxnormalizedbyDINfluxfromriversandthecoast,andcomparisonbetweenDINfixation
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ecosystemmodel.Thesameobservationaldata

asthisstudywereusedinthemodelanalysis.

Thelimitingfactorsweredefinedasbeinga

functionofthemaximumrateofspecificnitro-

genuptake,DINconcentration,watertempera-

tureandlightintensityinthewater.

Thatresultssuggestedthatlightconditions

wereconsideredtobethemosteffectivelimit-

ingfactorintheupperlayerinApril,and

photo-inhibitionoccursintheupperlayerdur-

ingthedryseasonduetostronglightinten-

sity.Averagetransparencieswere2.8m in

April（dryseason）and2.4m inNovember

（rainyseason）,andtheaveragedissolvedoxy-

genconcentrationsinthelowerlayerwere

4.96mgl－1inApriland3.47mgl－1inNovem-

ber.Weassumedthatthelightintensityimme-

diatelyundertheseasurfaceis50％ ofsolar

radiationandanextinctioncoefficientisesti-

matedby1.7/（transparency）（PARSONSetal.,

1984）.Usinsthisapproach,thecompensation

depthsof1％wasestimatedtobe7.6minApril

and6.5m inNovember.Thuslightshould

reachthedeeperlayersomewhatmoreeasilyin

thedryseasoncomparedtotherainyseason.

Then,theprimaryproductionshouldbepossi-

bleinthemiddleandlowerlayersinthedry

season,andfixationexceedsdecompositionin

thewatercolumn.RegeneratedDIN inthe

lowerlayercouldsupportprimaryproduction

throughoutthewatercolumnduringthedry

season.

Ontheotherhand,watertemperaturewas

consideredmoreimportantintheupperlayer

inNovember（HAYASHIetal.,2008）.Sincelight

intensityisweakerintherainyseason,Chl.a

concentration washigherin theshallower

layer.AndChl.aconcentrationinthelower

layerwaslowerthanthatofthedryseason.It

islikelythatthelightintensityinthelower

layerwastoolowfortheprimaryproduction

duetotheself-shadingeffectbyphytoplank-

ton.Therefore,decomposition was greater

thanfixationnotonlyinthelowerlayerbut

alsointhemiddlelayerintherainyseason.

Conclusions

WeconstructedDIN budgetsofhorizontal

threelayersinthePasigRiverestuaryinMa-

nilaBayduringboththedryandrainyseasons

usingobservationaldataandtheresultsofnu-

mericalhydrodynamicmodeling.DINfixation

byphotosynthesisexceedsthedecompositionof

organicmatterintheupperlayerduringboth

dryandrainyseasons.Ontheotherhand,the

decompositionoforganicmatterexceedsDIN

fixationinthelowerlayeratalltimes.Inthem

iddlelayer,therateoffixationissimilarto

thatofdecompositioninthedryseason,but

therateofdecompositionexceedsthatoffixa-

tionintherainyseason.Fixationexceedsde-

compositioninthewatercolumninthedry

seasonandDINbudgetintherainyseasonis

theoppositeofthesituationinthedryseason.

ThemainsourceofDINisregeneratedDIN

derivedfromthedecompositionoforganicmat-

terinthewatercolumnandfrombottomsedi-

ments.Thus,onewouldhavetocontrolthe

decompositionactivityortheamountofpar-

ticulatemattertoreduceredtidesinthePasig

RiverestuaryofManilaBay.However,these

approachesareimpossibletorealizeitimmedi-

ately.Amorereasonablepresentapproachisto

reducetheDIN load from theland area.

HAYASHIetal.（2008）showedthatiftotalni-

trogenloadedfromriversisdecreasedtohalf,

Chl.aandDIN concentrationsintheupper

layerarealsoreducedto94％ and73％ parone

year,respectively.LoweringDIN loadingby

halfisextreme,butthiskindofattemptisnec-

essarytohaveasignificanteffect.Inaddition,

toclarifythebehavioroforganicmatter,we

shouldassesstheeffectofreducednitrogen

loadingfrom thelandareatoManilaBayby

usinganumericalecosystemmodel.
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1.Introduction

Theaquacultureisknowntobeveryimpor-

tanttoworldfoodproduction.Theenhance-

mentofgrowthinculturedfish,therefore,has

beendesiredandresearched.Infish,growthis

regulatedtoamajorextentbyliver-derivedin-

sulin-likegrowthfactor（IGF）-Iinresponseto

pituitary-secretedgrowthhormone（GH）bind-

ingtoGHreceptors（GHR）ofliver.TheGH-

IGF-Iaxisisbelievedtoplayanimportantrole

intheregulationofgrowth.Infish,secretion

ofGH isknowntobeunderhypothalamic

regulationbymeansofmanymodulatorsThe

actionsofIGFsarecontrolledbyGHandIGF

bindingproteinandaspecificreceptoronthe

surfaceoftargetcells（DONALDSONetal.,1979;

DUAN,1998;MORIYAMAetal.,2000;DEANEand

Lamer49:111117,2011
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WOO,2009;REINECKE,2010）.

Growthinfishisgeneticallyregulatedandis

alsoinfluencedby cellular,endocrinological

andenvironmentalfactors.Theresponsesof

endocrinaltissueareaffectedbytheintegra-

tion of external stimuli（DUAN, 1998;

MORIYAMA etal.,2000;NAKANO etal.,2008;

DEANE andWOO,2009;REINECKE,2010）.The

environmentalfactorssuchasnutrition（food

availability）,temperatureandphotoperiodare

majorfactorsregardinggrowthanddevelop-

ment,andseemtoconditionbiologicalrhythms

infish.Inthenaturalenvironment,fishexhibit

feedingflexibilityaccordingtovariouscondi-

tions.Ontheotherhand,inaquaculture,feed-

inginfishiscontrolledartificiallyandthe

feedingrhythmsmightbemodified（AYSON

andTAKEMURA,2006;MONTOYAetal.,2010）.

Inmanyfish,growthcanbesignificantly

stimulatedbytreatmentwithexogenousGH

（DONALDSON etal.,1979）.Morerecently,GH

transgeneshavebeentransferredtofishwith

strongstimulationofgrowth（DEVLIN etal.,

1994）.ThelevelsofbothGH andIGF-Iin

plasmaareknowntobehighinGHtransgenic

fish.Growthabnormalities,andalteredmuscle

andpituitarystructures,highfeedingmotiva-

tion havebeen observed in GH transgenic

salmon relativeto normalwild typefish

（DEVLIN etal.,1995,2004;MORIandDEVLIN,

1999;RISEetal.,2006;HALLERMANetal.,2007）.

Accordingly,expressionoftransgenesmight

affectthemanyaspectsoffitnesssuchasme-

tabolism,behaviorandviabilityinthefish.

However,littleisknownaboutthedailyex-

pressionpatternsofgenesconcerningGH-IGF-

Iaxisintransgenicfish.Wehypothesizedthat

theexpressionsofgrowth-relatedgenesare

heldhighlevelsalldaylongandshowunique

charactersinGHtransgenicfish.

In thepresentstudy,weexamined the

changesinthemRNAexpressionpatternsof

GH,GHRandIGF-IgenesafterfeedinginGH

transgenic coho salmon （Oncorhynchus

kisutch）.

2.MaterialsandMethods

2.1.Fish,rearingconditionsandsampling

Transgeniccohosalmon（strainM77）con-

taining theGH geneconstructOnMTGH1

（DEVLINetal.,1994,2004）andnon-transgenic

wildtypecohosalmonfromtheChehalisRiver,

BC,CanadawererearedintheCAERAquar-

iumFacility.Thetwotypesoffish（transgenic

andnon-transgenic）werefedbyhandtoap-

parentsatiationtwiceadaywithcommercially

availablediets（Skretting Canada,Canada）

andmatchedtheirsizeaccordingtothemethod

reportedpreviously（RISEetal.,2006;RAVENet

al.2008）.Sixindividualsofeachoftransgenic

fishandoldernon-transgenicfishofsimilar

sizewereplacedintoeachoffivetankssupplied

withrunning10�11℃ wellwaterandacclima-

tizedfortwodaysundernaturalphotoperiod.

Tissuesfrom transgenicfish（mean± SD,

20.34± 3.32g）andnon-transgenicfish（19.27

±2.15g）weresampledat0,2,4,8and24haf-

terfeeding（at9:00AM）.Fishweresampled

fromseparateexperimentaltanksateachtime

period,thereby avoiding repeated sampling

from thesametank.Fishwereanaesthetized

with100mg/L tricanemethanesulphonate

buffered with NaHCO3 and rapidly team-

sampledforbloodandtissues.Plasmawas

storedfrozenat－80℃,andalltissueswere

immediatelyimmersedinRNAlater（Ambion-

ABI,USA）andthenstoredat－80℃ until

analysis.Alltheprotocolsoffishtreatment

wereapprovedbytheDFOPacificRegionAni-

malCareCommittee.

2.2.TotalRNAextractionandcDNAsynthesis

TotalRNAwasextractedfromtissueusing

TRIzol（Invitrogen,USA）andcomplementary

DNA（cDNA） was synthesized using the

ReverTraAcereagentkit（Toyobo,Japan）

werecarriedoutfollowingthemanufacturer・s

protocolandRavenetal.（2008）.

2.3.DeterminationofGH,GHR,IGF-Iandβ-

actinmRNAlevels

ThelevelsofGH,GHRandIGF-ImRNAex-

pressionsinthetissuesweredeterminedby

real-timequantitativePCR（qPCR）withan

equipmentofAppliedBiosystemsPrism 7300

Sequence Detection System （USA） using

β-actinasaninternalstandardaccordingto

Ravenetal.（2008）.Genespecificprimersand

TaqManprobeswereusedastheqPCRassays

（Table1）.ValuesforGH,GHRandIGF-Iwere

normalizedwiththoseofβ-actin.Levelsofβ-

actin wereconfirmed notto changewith
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respecttotreatment.

2.4.Measurementsofglucoselevelsinplasma

Plasmaglucosewasmeasuredusinganenzy-

maticassaymethodavailableinakit（Wako

PureChemicalIndustries,Ltd.,Japan）.

2.5.Statisticalanalysis

Allsampleswereruninduplicateandresults

arereportedasmean± SD.Alldataweresub-

jected to one-way analysis of variance

（ANOVA）. Multiple comparisons between

groupsweremadebyTukey-Kramermethod

andresultsweredeterminedstatisticallysig-

nificantatP＜ 0.05.

3.Results

3.1.GH,GHRandIGF-ImRNAlevels

GHmRNAwasdetectedinnon-pituitarytis-

suessuchasliverandmusclefromtransgenic

fishaswellasinthepituitary.GHmRNAlevel

inpituitarywashigherthaninothertissues.

ThedailyGHmRNAexpressionpatterninpi-

tuitaryandothertissueswasobservedtopeak

atroughly4�8hafterfeeding（Fig.1）.This

tendencyregardingexpressionpatternofGH

mRNAwasalmostsamewithliverandmuscle

intransgenicfish（datanotshown）.

AsshowninFig.2,GHRmRNA levelsin

liverandmusclewerefoundtobehigherin

transgenicfishthaninnon-transgenicfish.In

contrast,pituitaryGHRmRNAlevelswerelow

in transgenic fish, compared with non-

transgenicfish（datanotshown）.Thedailyex-

pression pattern ofGHR mRNA revealed

relativelyhighlevelintransgenicfish,inboth

pituitaryandmuscle8hafterfeeding,andin

theliver4hafterfeeding.GHRmRNAlevels

werenotsignificantlydifferentthroughoutaf-

terfeedinginnon-transgenicfish.

TheexpressionlevelsofIGF-ImRNAinthe

liverwerefoundtobegreaterintransgenic

fish,withapeakat4hafterfeeding.Onthe

otherhand,theexpressionpatternofIGF-I

mRNA innon-transgenicfishwasirregular

andtherewasnosignificantdifferenceinlevels

Expressionpatternsforgrowth-relatedgenesintransgenicfish 113

Table1.SequencesofprimersandprobesusedinqPCRanalysis.

Gene ForwardPrimer（5・�3・） ReversePrimer（5・�3・） TaqManProbe（5・�3・）

GH
GHR
IGF-I

β-actin

CAAGATATTCCTGCTGGACTT
CACTGTGGAAGACATCGTGGAA
GGCATTTATGTGATGTCTTCAAGAGT
ACGGCCGAGAGGGAAATC

GGGTACTCCCAGGATTCAATCA
CAAAGTGGCTCCCGGTTAGA
CCTGTTGCCGCCGAAGT
CAAAGTCCAGCGCCACGTA

CAGTCCTGAAGCTGC
AACTGGACCCTGCTGAA
TCTCACTGCTGCTGTGC
CACAGCTTCTCCTTGATGT

Fig.1.GHmRNAlevelsinthepituitaryofnon-transgenic（A）andGHtransgenic（B）cohosalmon.Values
withdifferentlettersuperscriptsaresignificantlydifferent（P＜ 0.05）.Barsaremeans± SD,n＝4.



atanytimeduringthe24hsamplingperiodaf-

terfeeding（Fig.3）.

3.2.Glucoselevelsinplasma

Plasmaglucoselevelsintransgenicfishwere

higherthanthoseinnon-transgenicfish,al-

thoughinbothgroupstheyincreasedgradu-

allyafterfeeding（datanotshown）.

4.Discussion

Inthepresentstudy,theresultsindicatefor

thefirsttimethattherhythmsintheexpres-

sionpatternsforgrowth-relatedgenesexistac-

cordingtothetimeoffeedinginGHtransgenic

fishandseem tobepronouncedintransgenic

fishcomparedtonon-transgenicfish.

AsshowninFig.1,significantdifferences

Lamer49,2011114

Fig.2.GHRmRNAlevelsintheliverofnon-transgenic（A）andGHtransgenic（B）cohosalmon.Values
withdifferentlettersuperscriptsaresignificantlydifferent（P＜ 0.05）.Barsaremeans± SD,n＝4.

Fig.3.IGF-ImRNAlevelsintheliverofnon-transgenic（A）andGHtransgenic（B）cohosalmon.Values
withdifferentlettersuperscriptsaresignificantlydifferent（P＜ 0.05）.Barsaremeans± SD,n＝4.



wereobservedinpituitaryGH mRNA levels

duringthe24hperiodafterfeedinginboth

transgenicandnon-transgenicfish.Inliver

andmusclefromtransgenicfish,therewereno

significantdifferencesinGH mRNA expres-

sionsduringthepost-feeding24hperiod,al-

thoughthehighestGHmRNAlevelsoccurred

4�8hafterfeeding.Thisexpressionpatterns

suggestthepresenceofadiurnalpatternofGH

expressionincohosalmon,whichthereforedif-

fersfromresultsobtainedforseveralfishspe-

cies（GOMEZetal.,1996;AYSONetal.,2007）.In

rabbitfish,GHmRNAlevelsduringdaytime

werelowercomparedwiththelevelsduring

nighttime（AYSON etal.,2007）,andplasma

GHlevelsinfastingfishincreased（THISSENet

al.,1999）.

GHRmRNAexpressionintransgenicfishis

regularandincreasesgraduallyafterfeeding

comparedtonon-transgenicfish（Fig.2）.Both

mRNAandproteinlevelsofGHRareaffected

byseveralfactors,suchasexogenouscortisol,

stressand fasting,in fish and mammals

（MORIYAMAetal.,2000;FOXetal.,2006;SMALL

etal.,2006;NAKANOetal.,2008;KAMEDAetal.,

2008;DEANE andWOO,2009）.Inthepresent

study,aclearincreaseinGHRmRNAlevelsaf-

terfeedingwasobservedinalltissuesanalyzed

from transgenicfish.Consequently,foodap-

pearstobeoneoftheimportantfactorsinflu-

encingtheexpressionsofGHandGHRmRNAs

inGHtransgenicfish.

ThemRNAexpressionofIGF-Iintheliverof

transgenicfishreacheditspeakat4hafter

feeding（Fig.3）.IGF-Igeneexpressioninthe

liveroffishhasalsobeenreportedtobeinflu-

encedbyenvironmentalfactors（LEUNGetal.,

2008;NAKANOetal.,2008）.Liverexpressionof

IGF-IisregulatedbyGHandGHRlocatedon

thesurfaceofhepatocytes（MORIYAMA etal.,

2000）.Hence,thepatternsofIGF-ImRNAliver

expressionwouldsynchronizewiththemRNA

expressionsofbothGH andGHR incoho

salmon.Thisphenomenonseemstobeobvious

intransgeniccohosalmon（Figs.1�3）,and

higher expression levels ofgrowth-related

genesin GH transgenicfish than in non-

transgenicfishisconsistentwithRAVENetal

（2008）.

Atpresent,thereasonfortheirregularityof

GHRandIGF-Igeneexpressionsintheliverof

non-transgenicfishisnotclear.Thedailyex-

pressionpatternsofgrowth-relatedgenesalter

underseveralconditionsinfish（AYSON,etal.,

2006;AYSON,etal.,2007）.

Thehigherplasmaglucoselevelsin GH

transgenicfishthaninnon-transgenicfishob-

servedinthepresentstudyhavebeenreported

（EBERTetal.,1988;JHINGANetal.,2003）.High

levelsofGHinGHtransgenicanimalsshould

promotelipolyticandgluconeogenicmetabo-

lism,soenhancingtheutilizationofglycogen

stores（JHINGANetal.,2003）.Higherglycolysis

in muscleisobserved in growth-enhanced

transgenicfishowingtoahigherenergyre-

quirement（KRASNOV etal.,1999;HILLetal.,

2000）.Indeed,thefood（energy）intakes,food

conversionefficiency,carbohydratedegrada-

tion,utilizationoflipidsandproteinsofGH

transgenicfisharegreaterthanthoseofnon-

transgenicfish（HUANGetal.,2004;RAVEN et

al.,2006;LEGGATTetal.,2009）.Accordingly,

GH transgenicfisharecharacterizedbyen-

hancedmetabolismandenergyavailabilitydue

totheirhighlevelsofcirculatingGH.

Inconclusion,thedailyexpressionpatterns

forgrowth-relatedgenesin GH transgenic

cohosalmonwerefoundtoberhythmic.Most

organismsdisplaydailyrhythmsinbiological

and physiological functions, which affect

growth,developmentandabilitytoadaptto

environmental conditions （AYSON and

TAKEMURA,2006;MONTOYA etal.,2010）.Our

resultsrevealthatfeedingtimeshouldalsobe

importantasamajorsynchronizerofgrowth-

related gene expression rhythms in GH

transgenicfish.

Studiesofthebeneficialeffectofnutritional

conditionsongrowth-relatedgeneexpression

arenowinprogresstoenhancetheperform-

anceofGHtransgenicfish.Alsounderconsid-

erationareexperimentswithcohosalmonto

determinetheeffectsofenvironmentalfactors

suchasstressandphotoperiodonphysiological

rhythms,sincethereismuchyettolearnabout

therelationshipbetweenphysiologicalanden-

vironmentalfactors,growth-relatedgeneex-

pressionandgrowthinGHtransgenicfish.
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1.Introduction

InJune2009,theInternationalThermody-

namicEquationofSeawater2010（TEOS-10）

was endorsed by the Intergovernmental

Oceanographic Commission（IOC） of the

UnitedNationsEducational,ScientificandCul-

turalOrganization（UNESCO）asthereplace-

mentfortheInternationalEquationofStateof

Seawater1980（EOS-80）（IOCetal.,2010）.An-

othersubstantialchangefrom previousprac-

ticeistheuseofabsolutesalinity（gkg－1）in-

steadofPracticalSalinity（SP）inTEOS-10

（MILLERO,2010）.

Densityofseawaterisafunctionofabsolute

salinity（SA）ratherthanconductivity.Todate,

however,thereisnosensorthatcanprecisely

measureabsolutesalinityinsitu（MILLERO,

2006）.Therefore,analgorithmtoestimateab-

solutesalinitywasprovidedalongwithTEOS-

10（MCDOUGALL etal.,2009）.Theabsolute

salinityofInternationalAssociationofthe

PhysicalSciencesoftheOcean（IAPSO）Stan-

dardSeawater（SSW）（OceanScientificInter-

nationalLtd.,Havant,UK）hasbeenexamined

andusedtodefinetheReference-Composition

Salinity（SR）scale（MILLEROetal.,2008）.Prac-

ticalSalinitycanbeconvertedtoReference-
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CompositionSalinityovertherangeofconcen-

trationswherePracticalSalinityisdefined:SR
＝（35.16504gkg－1/35）× SP.

Toestimatetheabsolutesalinity（alsocalled

・densitysalinity・）foraparticularseawater

sample,thealgorithmexploitsthecorrelation

betweentheabsolutesalinityanomaly（δSA）

relativetotheReference-CompositionSalinity

andthesilicateconcentration,makinguseof

the globalatlas ofsilicate concentrations

（MCDOUGALLetal.,2009,Eqs.［3�6］）.How-

ever,δSA estimatedfrom themodelfrom

MCDOUGALL et al.（2009） shows latitude-

dependentsystematicdiscrepancyfromδSAes-

timatedfrom anothermodelfrom PAWLOWICZ

etal.（2010）whichexploitsmorepreciselythe

correlationbetweenδSA andnutrientconcen-

trationsand carbonatesystem parameters

basedonmathematicalinvestigationusinga

modelrelatingcomposition,conductivity,and

densityofarbitraryseawaters（Fig.1）.Abias

inthedensitydatafortheNorthPacificob-

tainedinthe1970smaypartlycontributetothe

discrepancy by overestimating thelatitude-

dependent coefficient in the model from

MCDOUGALLetal.（2009）.Therefore,valuesfor

absolutesalinityaswellasPracticalSalinity,

nutrientconcentrations,andcarbonatesystem

parametersshouldbeaccuratelycollectedfor

evaluationandfutureupdatingoftheestima-

tionmethod,especiallyintheNorthPacific,

coastalandmarginalseasandoceanicareasin

which density salinitieshavenotyetbeen

measured.Ifcertifiedstandardseawaterwere

availableasadensityreferencewithanuncer-

taintyontheorderof0.001kgm－3,seawater

densitycouldbemeasuredmoreaccurately

relative to this standard seawater with

metrologicaltraceabilitybymeansofanoscil-

lation-typedensitymeter（PICKERetal.,1974）.

In this study, we evaluated standard

seawatersusedforconductivityandnutrient

measurementsfortheirpotentialassucharef-

erence liquid by measuring their density

salinitieswithanoscillation-typedensityme-

ter.Thedensity salinitiesofthestandard

seawaterswerecomparedwiththeabsolute

salinities calculated from the two models
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Fig.1.Verticalprofilesofabsolutesalinityanomalies（δSA）estimatedfromthemodelsof（a）MCDOUGALL
etal.（2009）and（b）PAWLOWICZetal.（2010）,and（c）differenceoftheabsolutesalinityanomaliesbe-
tweenthetwomodels.Locationsofthedatausedfortheestimationareshownin（d）withthenumbers.
High-qualityhydrographicdataobtainedontheR/VMiraicruises（UCHIDA andFUKASAWA,2005;
KAWANOandUCHIDA,2007;KAWANOetal.,2009;UCHIDAetal.,2011）wereusedfortheestimation.



（MCDOUGALL etal.,2009;PAWLOWICZetal.,

2010）byusingmeasuredPracticalSalinity,nu-

trientconcentrations,andcarbonatesystem

parameters.

2.MaterialsandMethods

Inthisstudyweusedstandardseawatersfor

conductivity（IAPSOSSW batchesP144�P152）

andfornutrients（ReferenceMaterialforNu-

trientsinSeawater［RMNS］lotBF;Kanso

TechnosCo.,Ltd.,Osaka,Japan）.Seawater

densitiesweremeasuredwithaDMA 5000M

oscillation-typedensitymeterwithanXsample

122samplechanger（Anton-PaarGmbH,Graz,

Austria）.Thesamplechangerwasusedtoload

samplesautomaticallyfrom uptoninety-six

12�mLglassvials.PracticalSalinitywasmeas-

ured with a salinometer（Autosal8400B;

GuildlineInstrumentsLtd.,Ontario,Canada）,

which wasstandardized with IAPSO SSW

batchP152.Nutrientsweremeasuredwithan

autoanalyzer （TRAACS 800 system;

Bran＋Luebbe,Norderstedt,Germany）.Total

alkalinity（TA）anddissolvedinorganiccarbon

（DIC）weremeasuredwith acustom-made

spectrophotometerandatotal-CO2measuring

system（NipponANS,Inc.,Fuchu,Japan）,re-

spectively（UCHIDAetal.,2011）（Table1）.

Densities of pure water and standard

seawatersweremeasuredat20.001℃ andat-

mosphericpressureinthelaboratorywitha

standarddeviationofabout0.001kgm－3.Time

driftofthedensitymeterwasmonitoredbype-

riodicallymeasuringthedensityofultra-pure

water（Milli-Qwater,Millipore,Billerica,Mas-

sachusetts,USA）prepared from Yokosuka

（Japan）tapwaterinJuly2010,densitystan-

dardwater（KyotoElectronicsManufacturing

Co., Ltd., Kyoto, Japan）, and standard

seawaters（Fig.2）.

ThetruedensityoftheMilli-Qwaterwases-

timated from the isotopic composition

（MENACH� andGIRARD,1973）andInterna-

tionalAssociationforthePropertiesofWater

andSteam（IAPWS）-95standard（FEISTEL,

2008）.Theisotopiccompositionforhydrogen

（δD）andoxygen（δ18O）relativetoVienna

StandardMeanOceanWater（VSMOW）was

determinedfortheMilli-Qwateranddensity

standardwaterbyusinganisotope-ratiomass

spectrometer（IRMS）MAT252withanequili-

brationdevice（ThermoFisherScientificInc.,

Waltham,Massachusetts,USA）;thetrueden-

sityoftheMilli-Qwaterwasestimatedtobe

Absolutesalinityofstandardseawaters 121

Table1.Concentrationsofsalinity,nutrient,andcarbonatesystem parametersinstandardseawaters.
PracticalSalinity（SP）wasmeasuredonAugust25,2010,andabsolutesalinity（SA）wasmeasured
onAugust26,2010forseveralbottlesofthestandardseawaters.Nutrientconcentrationswere
measuredonJuly14,2010;averageoftwomeasurementsforonebottleislisted.Totalalkalinity
（TA）wasmeasuredonSeptember12,2010.Dissolvedinorganiccarbon（DIC）wasmeasuredonNo-
vember7,2010forIAPSOSSW lotP152andonSeptember11,2010forRMNS.

Lot Dateof SP SA NO3 SiO2 TA DIC

no. manufacture ［PSS-78］ ［gkg－1］ ［μmolkg－1］

IAPSOSSW

P152
P151
P150
P149
P148
P147
P146
P145
P144

2010/05/05
2009/05/20
2008/05/22
2007/10/05
2006/10/01
2006/06/06
2005/05/12
2004/07/15
2003/09/23

34.9926
34.9984
34.9920
34.9945
34.9932
34.9914
34.9898
34.9913
34.9940

35.1578
35.1632
35.1572
35.1594
35.1574
35.1581
35.1559
35.1600
35.1626

0.04
0.03
0.39
0.04
0.96
1.36
0.47
0.06
0.08

22.16
32.39
38.91
40.95
45.16
69.40
78.48
69.77
90.52

2298.9
2303.7
2306.2
2307.4
2307.6
2309.5
2302.6
2317.3
2318.6

2055.9
－
－
－
－
－
－
－
－

RMNS

BF 2007/04/11 34.6138 34.7906 41.39 150.42 2376.3 2218.9
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Fig.2.Timedriftofthedensitymeter,asestimatedfromrepeatedmeasurementsofpurewaters（Milli-Q
anddensitystandardwater）andstandardseawaters（IAPSOSSWandRMNS）.Measuredvalueswere
averagedforeachdayanddensityanomaliesforMilli-Qwaterareshownrelativetotheestimatedtrue
value（998.2038kgm－3）.Fortheotherwaters,anomaliesfromthetemporalmeanwereaddedtothe
meanoftheanomaliesforMilli-Qwatermeasuredatthesametime.Dashedlinesshowtheregression
linesforMilli-Qwaterbeforeandafterday62.

Fig.3.MeandensityoffsetfromtheestimatedtruevalueforIAPSOSSWbatchP152（first7measurements
inFig.2）andforMilli-Qwatermeasuredatthesametime.ThetruedensityfortheMilli-Qwaterat
20.001℃ andatmosphericpressurewasestimatedfrom theisotopiccompositionofwaterandthe
IAPWS-95standard（ViennaStandardMeanOceanWater［VSMOW］）forthethermodynamicproper-
tiesofwater;fortheIAPSOSSW,truedensitywascalculatedfromabsolutesalinitycalculatedbyus-
ingthemodelofPAWLOWICZetal.（2010）andTOES-10.
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Fig.4.MagnitudeofcorrectionsfortheabsolutesalinityofIAPSOSSW（batchesP144�P152）andRMNS
（lotBF）fromtheReference-CompositionSalinityplottedagainstthedateofmanufacture.Filledand
hollowcirclesindicatethetotalcorrectionsforthemodelsofMCDOUGALLetal.（2009）andPAWLOWICZ
etal.（2010）,whichincludecorrectionsformeasuredsilicate,nitrate,TA,andDIC.FortheIAPSO
SSW,correctionsfornitrateandDICarenotshownbecausetheyweresmall（0.00002±0.00002gkg－1

fornitrateand-0.0001gkg－1forDICinbatchP152）.

Fig.5.DifferencesbetweentheabsolutesalinitiesofIAPSOSSW andRMNS,asestimatedfromthemodels
ofMCDOUGALLetal.（2009）andPAWLOWICZetal.（2010）,andthoseestimatedfromthedensitymeas-
urements,plottedagainstthedateofmanufacture.Errorbarsshowstandarddeviation.Alsoshownis
thedifferencebetweentheReference-Compositionsalinity（SR）andthemeasureddensitysalinity.



998.2038kgm－3（Fig.3）.Forthedensitystan-

dardwater（certifieddensity,998.204± 0.015

kgm－3）,thetruedensityasestimatedfromthe

isotopiccomposition（998.2050kgm－3）agreed

withthemeasureddensity（998.2058kgm－3）as

corrected with theMilli-Q watermeasure-

ments.

Thetruedensity ofIAPSO SSW batch

P152manufacturedinMay2010wasestimated

from the Reference-Composition Salinity

calculatedfrom thelabeledPracticalSalinity

withtheslightcorrection（＋0.0011gkg－1）of

PAWLOWICZetal.（2010）forabsolutesalinity

andTEOS-10（IOCetal.,2010）（Fig.3）;how-

ever,therecouldbesomeambiguity（afewmg

kg－1 inSR）inthelabeledPracticalSalinity

（KAWANOetal.,2006）.

Weusedamethodsimilartothesubstitution

method（WOLF,2008）toapplyanoffsetcorrec-

tiontothemeasureddensitybyusingthe

Milli-Q watermeasurementswith a slight

modification of the density dependency

（Fig.3）,undertheassumptionthatthedensity

meterwasstableoverabout9hforaseriesof

measurementsofupto96samples.Weexpected

theeffectofdissolvedaironmeasureddensities

（about-0.0024kgm－3at20℃;HARVEYetal.,

2005）tobecancelledout,asthemeasuredden-

sityofpurewaterwasadjustedtotheIAPWS-

95standard.

3.Results

Byusingmeasurednutrientconcentrations

andcarbonatesystem parameters,weexam-

inedthemagnitudeofcorrectionsfortheabso-

lutesalinityanomalyoftheIAPSOSSW and

RMNSbyusingtwomodels（Fig.4）.Thefirst

modelisfromMCDOUGALLetal.（2009）:

δSA［gkg－1］＝9.824×10－5［SiO2］ （1）

andthesecondisfromPAWLOWICZetal.（2010）:

δSA［gkg－1］＝（5.07［SiO2］＋3.89［NO3］＋

5.56ΔNTA＋0.47ΔNDIC）×10－5,（2）

where［SiO2］issilicateconcentration,［NO3］

isnitrateconcentration,ΔNTAisTAanomaly

normalizedtoasalinityof35（＝ TA－［2300

× SP/35］）,and ΔNDIC isDIC anomaly

normalizedtoasalinityof35（＝ DIC－［2080

× SP/35］）（allinunitsofμmolkg－1）.Al-

thoughthealgorithmtoestimateabsolutesa-

linityprovidedalongwithTEOS-10isconsisted

from latitude-dependentequationsforeach

oceanbasin（MCDOUGALLetal.,2009,Eqs.3�
6）,thesimplerelationshipwithsilicateob-

tainedbyfittingtothedatafromthroughout

theworldocean（MCDOUGALLetal.,2009,Eq.

2）isusedforthestandardseawaters,because

locationswherethesourcewaterwastaken

fromareunknown.

FortheIAPSOSSW,themagnitudeofthe

correctionsfornitrate,TA,andDICinEq.（2）

wassmall.However,silicateconcentrations

werehigherinIAPSOSSW withearlierdates

ofpreparation（Table1）,probablyasaresult

ofdissolutionofsilicatefromtheglassbottles

usedforSSW.Therefore,themagnitudeofthe

correctionforsilicateinbothEqs.1and2was

substantiallylargerfortheolderbatchesofthe

IAPSOSSW,andtherateofincreaseinsilicate

concentrationwasestimatedtobe0.0005gkg－1

y－1,althoughthisrateisabouthalfofthepre-

viousestimate（0.0012gkg－1y－1）（FEISTELet

al.,2010）.

Weexaminedthedifferencesbetweentheab-

solutesalinityoftheIAPSOSSW andRMNS

estimatedfromthetwomodels（Eqs.1and2）

andthedensitymeasurements（Fig.5）.The

correctiontermforDICinEq.2wasexcluded

fortheIAPSOSSW calculationbecauseDIC

wasnotmeasured,exceptinbatchP152.The

absolutesalinitiesestimatedfromEq.2agreed

wellwiththemeasureddensitysalinities.How-

ever,theabsolutesalinityoftheIAPSOSSW

estimatedfromEq.（1）,whichusesasimplere-

lationship with silicate,wasoverestimated,

probablybecauseofadifferenceincomposition

fromnaturalseawatercausedbydissolutionof

silicatefrom theglassbottle.FortheRMNS,

thedifferencewasrelativelysmallforboth

models.

4.Discussion

TheabsolutesalinityoftheIAPSOSSWesti-

matedfromEq.（1）wasoverestimated（Fig.5）.

ThecoefficientofEq.（1）doesnotrepresentthe

effectofSiO2alone,anditrepresentsbothSiO2
andthecombinedeffectsofTA,DIC,NO3,and
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soon.Alloftheseparametersarerelatively

correlatedinthedeepocean,andsoitmightbe

reasonabletoempiricallycorrelatethetotalef-

fecttoasingleoneofthem.However,sincethe

chemistryinsidethebottleofIAPSOSSW is

somewhatdifferent,thecoefficientofEq.（1）

cannotrepresenttheeffectoftheagingofthe

IAPSOSSW.

Thediscrepancy（0.006kgm－3）inthedensity

offsetbetween theMilli-Q waterand the

IAPSOSSW wasfound（Fig.3）.Uncertainty

oftheReference-CompositionSalinityScalefor

thedeterminationoftheabsolutesalinityof

SSW maybeaslargeas0.05gkg－1（WRIGHTet

al.,2011）.Moreover,itispossiblethatIAPSO

SSWnowavailablehasaslightlydifferentcon-

ductivity/densityrelationshipthantheSSW

thatwasusedwhenmostoftheconductivity/

densitymeasurementsweremadeinthe1970s.

Therefore,certifiedstandardseawaterforden-

sityisneededfordensitymeasurements.The

resultsweobtainedsuggestthatRMNShas

substantialpotentialasareferenceliquidfor

density measurements,because the RMNS

maintainsthecompositionofnaturalseawater

（OTAetal.,2010）andisstableforatleast3

years.The use of a magnetic levitation

densimeter（KANOetal.,2007）tomeasurethe

absolutedensityofRMNScouldbeaneffective

solutiontotheproblem offindingareliable

densityreference.
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I.Introduction

Therehabilitationofthesoftsea-bottom of

PradoBayisanimportantoperationinterri-

toryrestoration,onethatfitsinwithapro-

gram for sustainable managementofthe

Marseillecoast（Fig.1）.Theaimofthisproject

istoincreasenaturalresourcesandensurethe

permanenceofhumanactivityonthecoast.

Withthisprogram,thecityofMarseillehas

decidedtoactinaglobalandcoordinatedfash-

ion,by initiating avoluntary approach in

favouroftheManagementPlanfortheRoad-

steadofMarseille（knownbyitsFrenchacro-

nym PGRM -PlandeGestiondelaRadede

Marseille）.

Thisrestoration policy and management

planconsistsmainlyinreachinganadequate

balancebetween:

�naturalenvironmentsthatmustbepreserved

duetotheirexceptionalvalueintermsof

ecologyandscenery,

�sitesthathavebecomedefinitively・artificial・

tosatisfytheneedsofmaritimeactivities

（suchasports）.

Betweenthesetwoextremesareintermedi-

aryurbanspaces,suchasPradoBayandthe

Frioularchipelago,siteswithecologicaland

economicpotentialthathaveheretoforebeen

neglected,butwhichnow couldbedeveloped

andenhanced.

Thedualadvantageofrestoringformerma-

rineproductivezonesthathavedisappeared

（suchasdeadseagrassbedmatterofPosidonia

oceanicathatpointstotherisebyseveral

metresofthelowerlimitofthelivingone）is

thatitdirectlybenefitsusersofthesea,par-

ticularlyfishers,andrelievespressureonthe

sensitiveandthreatenednaturalzonesthat

havebeendamagedbyoveruse.

II.Generalprinciples

Themaingoaloftheartificialreefimmer-

sionprojectistoincreasethediversityandsta-

bilityofmarineresourcesinthesoftbottomof

Lamer49:127132,2011
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PradoBay.

Thebasicidea isto providenew hard-

substrateunderseahabitats,immersedbetween

25and30m below thesurface,whichare

adaptedtotheecologicalneeds（maximum of

habitatsdiversity）ofagreaternumberofma-

rineorganisms.Withamassiveinputofrock-

likehabitat,theproductivityandbiological

diversityofthecurrentsandybottomwillin-

creaseconsiderably,alongwiththevaluefor

bothecologyandfishingactivities［3］［9］.

Diverseresearchprojectscarriedoutinthe

Mediterraneanoverthepasttwodecadesare

nowconsideredtobesufficientlyconclusive［2］

［5］［7］,providingsupportfortheMarseille

projecttoadoptaveryambitiousqualitative

andquantitativeobjectivefromthestart.This

hasmadetheprojectmoresignificantatthe

nationallevel:theimmersionofnearly30,000

cubicmetresofreef,foratotalinvestmentof6

millioneuros（40％ from Europe［european

foundsforfishery］,30％ from theMediterra-

neanRhoneandCorsicanWaterAgency,20％

from thecityofMarseilleand10％ from the

RegionalCouncilinProvence,AlpsandC�te

d・Azur）.Thisobjectivewasmetin2008with

theimmersionofthelastofthe400artificial

reefs（table1）.

From thestart,thecityofMarseillehas

builtitsprojectontheactivecollaborationof

allpartners,broughttogetherontoaScientific

andTechnicalMonitoringCommitteethatre-

unitesStateinstitutions,scientificandexpert

groups,andstakeholderrepresentatives［8］.

Itsessentialmissionistodiscussandvalidate

eachbigstepintheproject,atthescientific,

technicalandadministrativelevels［3］［9］［11］

［4］［6］.Overthepasttenyears（2000�2010）,

thecommitteehasheld10plenarymeetingsat

MarseilleCityHall.

Fromtheverystartofprojectdevelopment,

theinvolvementofprofessionalfishershasre-

sultedinactiveparticipationoftheLocalcom-

mitteeofMaritimeFishers［8］,transferof

Europeanfinancingonstructuralfundsdes-

tinedforfishing,theapplicationofabanonall

formsoffishingduringtheconsultationpe-

rioduntilDecember31,2012intheregulated

fishingzone,andtheirwillingnesstounder-

take self-surveillance of reef zones and

sustainableandreasonedmanagementofthe

halieuticresource.

III.Anticipatedorganisation

Inagreementwiththemainpartnersin-

volved,itwasfinallydecidedtolimitthesector

ofimmersiontotwozones:asanctuaryzoneof

100ha,inwhichallusesareforbiddenoutside

ofsurfacenavigationandaregulatedzoneof

100ha,inwhichfishingwillnotbealloweddur-

ingthetransitionperioduntilDecember2012

（Fig.2）.Thisdelaywillbeusedtodevelop

managementofthiszonewithallstakeholders.

PradoBayhasmanypositivefeaturesfor

typeofproject:easyaccessandsurveillance;

protectionaffordedbytheFrioularchipelago

againstwavesfrom theopensea;theexis-

tenceofnearlypermanentmarinecurrents

thatchangedirectiondependingonthedomi-

nantwinds（mistrals,easternwinds）;proxim-

ityofavastPosidoniabedandsignificant

naturalrocky zonesthatguaranteerapid

colonisation by localsubmarineflora and

fauna;thepossibility ofrestoring former

plantbedzonesthathavedisappearedand

which form vast flat bottoms that are

favourabletoreefinstallation［6］;theexis-

tenceofferryway（Marseille-Southdeveloped

zone）thatenablesasanctuaryformarine

faunatobeincludedinthiszonewithouten-

genderingnewconstraints.

IV.Descriptionofreefarchitecture

Theobjectiveistoprovidemarineplantand

animallifewiththefeaturesofhardsub-

strates,arangeofecologicalhabitatsthatare

aslargeanddiversifiedaspossible（dimensions
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ofcavitiesbetweenafewdecimetresandafew

millimetres）toprovidefoodsourcesandshel-

tertoallstagesofbiologicalcyclesofthedif-

ferentspecies（Photo1）.

Ecologicaloptimisationofthesestructures

thatareorganisedonland,essentiallyfocuses

ontheinteriorthree-dimensionalcomplexity

anduniformity,obtainedwiththematerials

usedintheirfabrication（concrete,steel,syn-

theticcordsforguardlines）andtheinterior

packingusingunitsofdifferentsizesandfunc-

tions（1.7m3concretecubes,blocks,oystershell

nets,octopuspots）.

Projectstudieshaveledtothreeoveralltypes

ofreefsbeingretained（largevolume・basket・

models,pilesofconcretecubes,quarryrocks）

andtwotypesofguardlines（・high・floating

ropes,which areindependentunitsoftwo

floorsand・low・floatingropes,thatareal-

wayscombinedinfourgroups;therearethree

specificmodels:themetalbasketreef,the

chicanereefandthepilesofconcretecubes）

（Photos1）.

Biologicaleffectivenessisprovidedbythe

system knownas・chaoticpiles・whichhas

proventobevaluableintheMediterranean.

Butthelegalobligationtoplanfortheeventual

possibilityofreefremoval（duetothetempo-

rarynatureofterritoryacquisitioninthepub-

licmaritimedomain）hasledtosignificant

constraints.Aswell,studieshavebeendoneon

thedesignoflarge-volumeunits（58to306m3）

（Table2）thataresolidandstableonthebot-

tom,thatareeasytomanufactureandim-

merse（aswellastoremove）.

V.Planforimplantation

Thegeneralobjectiveistofavourthedistri-

butionofalargenumberofreefunits（surface

effect）ratherthanagreatconcentrationinthe

formofafewbigpiles,andtofacilitateaccessi-

bilitybymobilefaunatoalllowerpartsofthe

reefunits,aswellascommunicationamongthe

reefsusinglinkages.

Twooveralltypesofunitgroupingwerethus

adopted,enablingoptimaloccupationofall

availablesurfaces（220ha）:thevillages（6tri-

anglesof300moneachside,madeof51to57

units）andlinkages（8segmentsof300m in

lengthmadeupof9units）.

ReefdensityinthePradoareais0.014m3

perm2ofplot.InEurope,theprogramwiththe

biggestvolumeofsubmersedreefsisfoundin

Portugal,with 102 000 m3 scattered over
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Photo1.Thedifferenttypesofartificialreefsusedin
thePRADOREEFSoperationinMarseilles
a:pileofconcretecubes,b:pileofstoneCubes,
c:floatingrope,d:metalbasket,e:chicane,f:
fakirbasket

Table1.Numberandvolumeofthedifferentmodelsused

Typesofreef Number
Totalvolume

（m3）

Percentage％

Number Volume

Piles:
-ConcreteCubes（CCP）
-StoneCubes（SCP）
Modules:
-MetalBasketReef（MBR）
-FakirBasketReef（FBR）
-ChicaneReef（CR）
Ropes:
-Low（LR）
-High（HR）

245
202
43

142
21
21
100

337
323（x4）

14

10000
3100
6900

8585
4880
1705
2000

9025
5500
3525

34
28
6

20
3
3
14

46
44
2

36
11
25

31
18
6
7

33
20
13

TOTAL 724 27610 100 100



50km2.But,intermsofvolumeforthesame

surface,thePradoreefsare7timesdenserthan

thePortuguesereefs.

Inregardtogroundcover,thePradoreefs

coveronly0.35％ ofthe200haoftheplot.The

highestreefcoveristhepileofstonecubes（Ta-

ble3）.

VI.Monitoringanddevelopmentprogramme

Theterritoryacquisitiondecreeanticipates

initialscientificreefmonitoringoveraperiod

of10years,basedonthemeasurementsandob-

servationscarriedoutoverthedifferent・stage

zerostudies・.

Monitoringisbasedontheuseoftwocom-

plementarymethods:experimentalfishing（by

professionalfishersandsupervisedbyanex-

pert in halieutics） and direct population

inventoriesusingavisualreportingtechnique

inunderseadiving.Controlmonitoringofreef

stabilityandwearwillalsobecarriedoutdur-

ingdivingexpeditions.

Thestakeholdersintheprojecthavehopedto

gofurtherthanthecompulsorymonitoring

program.Anoperationofthisscopeisanop-

portunitytodeveloparesearchprogramaimed

atabetterunderstandingofecosystem func-

tionin・artificialreefs・anditsrelationshipto

theenvironment.Thescientificcommunityand

itspartnershavethereforebeensolicitedto

suggestothertypesofmonitoringofthezone.

ThemarinesciencecentreinMarseilleand

theSubaquaticEnvironmentandBiologyCom-

missionofDepartmentCommittee13ofthe

FrenchFederationofUnderseaStudiesand

Sportshavethereforesuggested additional

Lamer49,2011130

Table2.Dataontheweightandvolumeofthereefs

Moduleorpile Volume（m3） Weight（tons）
Totalvolumeand

weight

Pileof6ConcreteCubes（CCP）+
lowropes（LR）

StoneCubePile（SCP）

MetalBasketReef
（MBR）+lowropes（LR）

FakirBasketReef
（FBR）
ChicaneReef

（CR）+lowropes（LR）

Highrope（HR）

volumeofonecube=1.7m3

pileof6cubes+LR=25m3

160m3

1element=45m3

MBR=setof3piledelements+LR=266m3

75m3

50m3

252m3

1block=0.750t
4.5t+link

500t

16t
48t

48t

15t

Ballast=6m3of
concrete=14t

202CCP=5050m3

（=1000t）
43SCP=6880m3for
21500tons

21MBR=5580m3for
1000tons
21FBR=1575m3for
1000tons
100CR=5000m3for
1500tons
14HR=3525m3for
200tonsofballast

TOTAL
26610m3

26200tons

Table3.Groundcoverofthereefs

Typeofreef Numberofreefs
Groundcoverof
onereef（m2）

Totalground
cover（m2）

Percentageof
groundcover（％）

PileofConcreteCubes
PileofStoneCubes
MetalBasketReef
FakirBasketReef
ChicaneReef
HighRopes

202
43
21
21
100
14

6.25
50
15
25
9,6
36

1262.5
2150
315
525
960
504

0.063
0.108
0.016
0.026
0.048
0.025

TOTAL 5716.5m2 0.286％



meansofmonitoring:organicmatter,plankton

communities,geneticoriginsofpopulations,

biologicalsurveillance.Othermeansofscien-

tificmonitoringarebeingdiscussedwithnew

partners.

Asocioeconomicstudywillevaluatetheim-

pactofthesereefsonactivitiesanduses,inpar-

ticulartheeconomicspin-offsforprofessional

fishing.Thestudywillusesurveysandanaly-

sisofspecificindicators.

Theinvolvementofprofessionalfishersises-

sential,asitwillenablemonitoringoftheir

catchesoverasetperiodtocomparethemwith

theperiodbeforethereefsweresetup.

VII.Regulationsandmanagement

Fishing,divingandanchoringareforbidden

throughoutthezoneuntilDecember31,2012to

allowspeciesandfoodchainstoestablishthem-

selvesnaturally.

During this period, consultation with

stakeholdershelpstodefinethemodesofuse

overtheregulatedzone（southzone,outside

thechannel）.Thenorthzone（insidethenavi-

gationchannel）isdestinatedtobeasanctuary

whereallactivitiesareforbidden.Theexistence

oftwodifferentlymanagedzonesmayassistin

evaluatingaconservationzoneandpopulation

evolution.

VIII.Promotingtheoperation

Thehighlyattractivenatureoftheimagesso

farobtained,andtheeducationalpotentialof

theseartificialreefs,makethemidealforcom-

municationandraisingawarenessaboutthe

marineenvironmentandsustainabledevelop-

ment.Severalinitiativesofthistypearebeing

developed,bothforthegeneralpublicandfor

schools:

�oneofthe・concretecubepile・reefswas

notsubmerged.Itisexhibitednearthebeaches

ofthePrado.Decoratedunderscientificsuper-

vision,itgivespassersbyanideaofthesizeof

thereefandofthecontrastbetweenthecon-

creteatthetimeofsubmersionandthesurface

colonisedbymarineorganismsseveralmonths

later;

�incollaborationwithNationalEducation

andthe・CentreP�dagogiquedelaMer・,amu-

nicipalstructuretoteachthepublicaboutthe

marineenvironment,severalprimaryschool

classessponsorareefvillageeveryyear.These

classesareprovidedwithtechnicalinforma-

tion,photos,andaccuratescientificdataabout

thesponsoredvillage.Eachclassmakesaclay

plaquewhichisplacedintheunderwatervil-

lagebyascientistdiver.Attheendoftheyear,

theclassesgettogetherforadaytoshoweach

othertheirwork（anABC,asong,anelectronic

circuitreef,scalemodel,etc.）andtomeetthe

institutionalandscientificpartnersinvolvedin

theoperation;

�tohelpcirculateinformationandmessages,

asetoftoolsisbeingdesignedandupdated:

teachingpack,exhibition,internetsite,teach-

ingbooklet,leafletforthegeneralpublic,etc..

Someofthesewillbeputtogethertoform a

teachingpack,availableforclassroomuseand

foranyoneinterestedinartificialreefs,even

thoseoutsidethesponsorshipprogramme;

�conferenceshavebeenarrangedtopresent

theoperationandinformationaboutwhatis

happeningonthereefs.Heldonceortwicea

month,theyprovideanopportunitytolearn

aboutthemarineenvironmentandtheneedto

preserveit.

�theMarseilleexperienceispromotedalong

thecoastinFranceandabroad.

IX.Conclusion

From themomentofconceptiontotheim-

mersionofthelastreef,theimmersionof

nearly30,000m3ofartificialreefsinMarseille

hastaken10years.ThecityofMarseilleand

itspartners（state,localskateholders,fisher-

men,scientists,marineusers）havemobilised

andinvolvedthemselvesincarryingtheopera-

tionPRADOREEFSsuccessfullytoterm,the

firstprojectofthisscopeinFrance.Theartifi-

cialreefsareanexcellenttoolforsustainable

managementofthecoastandcoastalactivities.

SpearheadedbythePlandeGestiondelaRade

de Marseille［Management plan for the

Marseillecoast］,a program ofintegrated

coastalzonemanagement,thisunifyingproject

shouldopenthewayforotherrestoration

zones to support small coastal fishing

endeavours,restore irretrievably degraded

zonesormakecertainsitesmoreaccessiblefor

scubadiving.
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1.Introduction

Japanesesandeel（Ammodytespersonatus

Girard）stockisoneofthemostimportantre-

sourcesoftwo-boatpelagictrawlfisheriesin

IseBay,whichopenstothePacificOceanin

centralHonshu,Japan（Fig.1）.Atpresent,

about200fleetsareengagedinthisfishery,

andtheannualamountofsandeellandedin

AichiandMieprefecturesexceedstwobillion

yen（～265millionUSD）.From 1950to1982,

thesandeelstockwasmanagedusingacom-

mand-and-controlmethodbythelocalgovern-

ment.However,theabruptdepletionofsandeel

stockinIseBayinthe1980sdrovefishersto

regulatetheresource（TOMIYAMAetal.,2008）.

TheFisheriesResearchInstituteofAichiPre-

fectureisalsocurrentlyaddressingissuesre-

latedtolocalsandeelfisheries.Thiscollabora-

tionmayfosterprogressintheco-management

offisheriesresourcesinIseBay（TOMIYAMAet

al.,2005）.

Co-managementcanbedefinedasapartner-
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Fig.1.Schematicview ofmigration routesof
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velopfrom eggstoadults.Arrowsindicatethe
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shiparrangementinwhichthecommunityof

localresourceusers（fishers）,thegovernment,

otherstakeholders（boatowners,fishtraders,

boatbuilders,businesspeople）,andexternal

agents （non-governmental organizations

［NGOs］,academicandresearchinstitutions）

sharetheresponsibilityandauthorityforman-

agementofthefishery（POMEROYandRIVERA-

GUIEB, 2006）.Through consultations and

negotiations,thepartnersdevelopaformal

agreementontheirrespectiveroles,responsi-

bilities,andrightsinmanagement.Co-man-

agementcoversvariouspartnershiparrange-

ments,adjuststhedegreeofpowersharing,

andintegrateslocalinformalrelations,tradi-

tions,andcustomstocentralizegovernment

managementsystems（ARMITAGEetal.,2007;

TOWNSEND andSHOTTON,2008）.Co-manage-

mentoffisheriescanbeclassifiedintofive

broadtypesaccordingtotherolesofgovern-

mentinrelationtofishers（SENandNIELSEN,

1996）:instructive,consultative,cooperative,

advisory,andinformative.Ourcaseinvolves

informativeco-managementbecausethelocal

governmenthasdelegatedfisheriesscientists,

whoprovidevaluableinformationonfishre-

sources,toattendmeetingsoffishergroups

thatdecideuponsomefisheriesmeasures;the

scientistsarethenresponsibleforinforming

thelocalgovernmentofthesedecisions.

Oneofthedistinguishingfeaturesofthe

processofevolvingtoadaptiveco-management

is the introduction offishers・knowledge.

Fishers・knowledge,which hasrecently re-

ceivedattentioninfisheriesstudies,isconsid-

eredonetypeoflocalecologicalknowledges

（e.g.,JOHANNESetal.,2000;HAGGAN etal.,

2007;RUDDLE,2007;GARCIA-QUIJANO,2007;

MAMUN,2010）.Suchknowledgecorrespondsto

bricolage,asproposedbyL�VI-STRAUSS（1962）

inhisbookLapens�esauvage（oftentrans-

lated into English asTheSavageMind）.

Bricolage, as described by L�VI-STRAUSS

（1962）,meansthat・therestillexistsamongus

anactivitythatonthetechnicalplaneprovides

agoodunderstandingofwhatasciencewepre-

fertocall'prior'ratherthan'primitive,'could

havebeenontheplaneofspeculation・（L�VI-

STRAUSS,1962）.Recently,the concept of

bricolagewasintroduced into management

sciencetodescribetheprocessofmakingdoby

applyingcombinationsoftheresourcesathand

tonewproblemsandopportunities（BAKERand

NELSON,2005）.

InJapan,somelarge-scalefisheriesareman-

aged by top-down orcommand-and-control

methodssuchastotalallowablecatch.But

mostfisheriesconductedincoastalareasofJa-

panaresmallscale（MATSUDAetal.,2010）.In

mostcases,successfulresourcemanagementis

conductedbyco-managementorself-manage-

mentmethods.Inthispaper,wepresentseveral

importantpointsconcerningtheoperationof

fisheriesmanagement（UCHIDA andMAKINO,

2008）.Inaddition,weprovideexamplesof

fishers・knowledgebeingintroducedintoan

adaptiveco-managementsystem.Wediscuss

thisknowledgeintroducedintotheprocessasa

typeofbricolageinmanagementscience,i.e.,

makingdowithwhatisathand（BAKERand

NELSON,2005）.Itisalsoveryimportantto

analyzedevelopmentprocessofsandeelre-

sourcesco-managementsystem inIseBayto

clarifywhatfactorcontributestodevelopthe

systembyapplyinganewlydevelopedanalyti-

calmodelofknowledgecreatingprocess.

2.SandeelfisherymanagementinIseBay

ThesandeelstockinIseBayexperienced

declines in the 1970s and 1980s（Fig.2）

（FUNAKOSHI,1997;TOMIYAMA etal.,2005;

TOMIYAMAetal.,2008）.Followingthecollapse

ofthestockinIseBay,aco-managementsys-

temwasimplementedinthe1980s.

Autonomous organizations offishers in

AichiandMiePrefectureshaveplayedacentral

roleinco-managingthesandeelfishery.The

historyoftheshiftfromcommand-and-control

managementto co-managementofsandeel

fisheriesinIseBaycanbedividedintothreepe-

riods:（1）Sandeelpelagictrawlfisherieswere

licensed in 1950 by the Aichiand Mie

prefecturalgovernments（TOMIYAMA etal.,

2005）;（2）thesandeelstockinIseBayand

MikawaBaycollapsedfrom late1978to1982

becauseofoverexploitationandenvironmental

deterioration（TOMIYAMA,2009）.Afterthiscol-

lapse,fishersinMieandAichiprefecturesand

fisheriesscientistsbelongingtotheprefectural

fisheriesresearchstationsofMieandAichi
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begantodiscussregulatorymeasuresinIse

BayandMikawaBayin1980basedoncollabo-

rationbetweenAichiandMieprefectures.They

decidedtoapplythefirstco-managementsys-

temtosandeelfisheriesin1983.（3）Byintro-

ducingfishers・knowledge,co-managementwas

innovatedintoanadaptiveco-managementin

1990.Themaininnovationsoccurredthrough

thefollowingthreemeasures:（a）protectionof

spawningsandeels,（b）decisionsconcerning

openingday,and（c）decisionsconcerningthe

closingdayofthesandeelfishery.

3.Fishers・knowledgeforinnovation ofa

managementsystem

A collaborativesurveybetweenfishersand

fisheriesscientistsisessentialforachievement

ofsustainableco-managementbasedonscien-

tificresearchdesign,whichisakeyfactorina

co-managementsystem.Thepracticaltoolsfor

themanagementsystem havebeeninnovated

using fisher・s knowledge that is to say

bricolage.

（a）Protectionofspawningsandeels

Fisheries scientists belonging to the

prefecturalfisheriesexperimentalstationsof

AichiandMiegathereddataregardingthemi-

gratingareaofspawningsandeelsusingby-

catch and echo-sounder information in

December.Asforfishers・knowledge,fishers

havenoticedthatsandeelsspawnearlierwhen

by-catchofsandeelinwhitebaittrawlfisheries

hasoccurredearlierthaninausualseason.Us-

inginformationontimeoftheby-catch,weset

refugiaforspawningsandeelatthemouthof

IseBay.Moreover,inmid-January,sandeel

fishersvoluntarilyconductedasurveytocatch

spawners.Anopenmeetingwasorganizedto

examinetheovarysamplesandestimatethe

timingofsandeelspawning.Relatedfishers

andfisheriesscientistsbelongingtobothMie

andAichiprefecturesattendedthemeeting,

duringwhichthepartiesinvolvedengagedin

vigorousdiscussionanddecidedonthetiming

oftheopeningdayforsandeelfisheriesinearly

spring,asdiscussedbelow.

（b）Decisionconcerningopeningday

Bongo-netsareplanktonsamplinggearcon-

sistingoftwocircleringswithanetbutnobri-

dle.Thelackofabridlereducesnetavoidance

byplankton,whichareoftendeterredbythe

approachofabridle.Thus,thisnetisaveryef-

fectivetoolforforecastingthecatchofthe0�
year-groupsandeelbeforethefishingseason

（TOMIYAMA,2007）.Whenthebodylength（BL）

ofsandeelreaches8to10mm,weevaluatedthe

0�year-groupfishstocksizeusingdensitydata

from bongo-netcatches（framediameterof

60cm,netlengthof3m,andmeshsizeof

0.335mm）.

Undera co-managementframework,the

openingdayforsandeelfishingwassetforthe

daywhensandeellarvaereach35mm inBL.

Therefore,accurategrowthpredictionswere

required.Theerrorcausedbyavoidanceof

bong-netmouthsisnotnegligiblebecauseof

theimprovedswimmingabilityattainedbylar-

vaeat10to12mm inBL.Toovercomethis

problem,theAichiFisheriesExperimentalSta-

tion,along with sandeelfishers,neededto

fishers・knowledgeinsandeelfisheriesco-management 135

Fig.2.AnnuallandingofsandeelinAichiPrefecture
from1950to2004.Blackarrowsandboxedleg-
endsoutlinetheregulatorypracticesofresource
management.Blacklineswitharrowsonthe
horizontalaxisshowperiodsofthelargemean-
deroftheKuroshioCurrent,whichcausesab-
normally low watertemperaturesin coastal
watersalongthePacificcoastnearIseBayand
MikawaBay.①Regulationoffishingduringthe
spawningperiod.② Regulationofthefishingof
largejuveniles.③ Openingdaycontrolofthe
fishing season by thefisheriesmanagement
simulationmodel.④ Establishmentoftheclos-
ingday.⑤ Adaptiveestablishmentoffisheries
refugia



developanewsamplinggearthatcancapture

sandeellarvaelargerthan 10 mm in BL

（TOMIYAMA,2007）.Atthebeginningofgear

development,afisheriesscientistofAichipre-

fecturerequestedfisherstotransfertheirexpe-

riencesontrawlnetstocapturesandeellarvae

largerthan10mm inBL.Mid-watertrawl

fishersvoluntarilymadeanetsetconsistingof

meshnettube（meshsize:1.54mm）recycled

fromtheirmid-watertrawlnetthathadactu-

allyusedforsandeelfisheries.Thus,thisnew

samplingnetwasbasedonfishers・know-how

ofmakingtrawlnetset.Thenetmouthhasa

diameterofabout3mandopenedbyacanvas

kite（Fig.3）developedbyNichimoCo.,Ltd.

（TOMIYAMA,2007）.Theopeningmechanism

promptedthename・kite-net.・Checkingshape

ofthenetdeployedinthefieldatfirst,fishers

tooktheinitiativeofexperiment.Towingthe

netneartheseasurfacefromtheirboat,fishers

observedwhetherthenethadwrinkledornot.

Thenthefishersputdownandtowedthenetin

themiddlelayer,andsurveyedcross-section

view ofthenetusing their echo-sounder

equipped in their boat. Thus, this net

innovationrepresentsanexampleofbricolage

withinco-management.Finally,thekite-net

cancollectsandeellarvaeofawidesizedistri-

butionrangingfrom10to30mminBL.

（c）Decisionconcerningtheclosingdayofthe

sandeelfishery

Adaptive co-management of sandeelre-

sourcesrequirestoprotectspawningsandeel

throughoutsuccessive reproductive seasons

duringthefishingseason.Therefore,manyre-

searchespointedoutthatmarineprotectedar-

eas（MPAs）werenecessaryforsustainable

sandeelfisheriesinIseBay（TOMIYAMAetal.,

2008;TOMIYAMA,2009;MATSUDA etal.,2010）

（Fig.4）.MPAsaredefinedbytheInterna-

tionalUnionforConservationofNature（IUCN,

1994）as・anyareaofintertidalorsubtidalter-

rain,togetherwithitsoverlyingwaterandas-

sociatedflora,fauna,historicalandcultural

features,whichhasbeenreservedbylaw or

othereffectivemeanstoprotectpartorallof

theenclosedenvironment.・Thepresentcaseis

appliedtheMPAsclassifiedasCategoryIV

meaningthattheyaredesignatedforresource
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kite-net（upperpanel）andadiagramofthekite-net（lowerpanel）.



management（IUCN,1994）.Whilenofishcanbe

caughtwithintheMPAsthroughouttheyear,

itisnotpracticalforsandeelresourceswhose

spawninggroundschangeduringafishingsea-

son（Fig.4）.Anothertypeofprotectedareais

fisheriesrefugia（PETERSON and PERNETTA,

2006）,whicharedefinedas・spatiallyandgeo-

graphicallydefined,marineorcoastalareasin

whichspecificmanagementmeasuresareap-

pliedtosustainimportantspecies［fisheriesre-

sources］duringcriticalstagesoftheirlife

cycle,fortheirsustainableuse.・Thus,fisheries

refugiahasbeenestablishedsince2001（Fig.1）.

Scientistsfromthefisheriesexperimentalsta-

tionsinAichiandMieprefecturesdetermined

fisheries refugia that protected spawning

sandeelduringthefishingseason（TOMIYAMA,

2009）（Fig.4）.Therefugia locationsare

changedaccordingtomigrationofspawners.

Theseadaptiveco-managementproceduresuse

diverseinformationobtainedbymodernfish-

ingequipments,suchasecho-sounders,GPS

plotters,fisheryradiosonfishingboats,and

cellulartelephonesoffishers,allofwhichalso

representexamplesofbricolage.Forexample,

thedistributionofsandeelshoalswasinvesti-

gatedusingechosoundersoperatingatboth50

and200kHz.Fishers・knowledgecanidentifya

shoalofsandeellarvaewithitsshapeandap-

pearanceonechogramsattwodifferentfre-

quencies（TOMIYAMAandYANAGIBASHI,2004）.

Aslarvaedevelopintojuvenilesandeventu-

allyadults,sandeelsgraduallymovefromthe

interiortothemouthofIseBay,wherethey

enterintoaestivationinMay-June（Fig.1）

whenbottom watertemperaturesexceed17℃

（TOMIYAMAandYANAGIBASHI,2004）.Fisheries

scientistsestimatedistributionareaofadult

largersandeelfrom collectingcatchdataof

sandeelbyintervieworphonetofishers.Based

ontheestimation,fisheriesscientistsanda

dozenleadersofsandeelfishersdiscussandde-

cideareaofrefugia.Thefisheriesrefugiaare

regulatedbyonlyfishers.Thus,bothlocal
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Fig.4.FisheriesrefugiaforsandeelinIseBayandMikawaBay,Japanin2005.Thelo-
cationsoffisheriesrefugiawerechangedweeklybasedoninformationregarding
themigrationroutesofspawnersdetectedbyfishers.



governmentsofAichiandMieprefecturesdon

・ttakeresponsibilityforcontroloffisheriesin

therefugia.Ontheotherhand,theyallocate

adequatefisheriesscientistsofbothprefectures

toestablishtherefugiaandmonitorsandeelre-

sources,andsupportfinanciallyresearchac-

tivities.ThesescientistsofAichiand Mie

prefecturesannouncefishersremainedstockof

sandeelestimatedfromdailylandingdata.

Todeterminetheonsetofaestivation,fisher-

iesscientistsusea・karatsuri・rakeatthe

sandeelaestivationgroundsinMay-June.This

rakewasdevelopedbasedonfishinggearused

tocatchburrowingflatfishinthesandandis

appliedtoquantifythenumberofremaining

spawnersburrowinginthesandinthesum-

mer.ThisgearisamodificationofTandaand

Okamoto・s（1992） rake. Developed using

fishers・inputandmodifiedfrom theactual

fishinggearusedtocatchburrowingflatfish

（TOMIYAMA and YANAGIBASHI, 2004）, the

karatsurirakerepresentsanotherexampleof

bricolage.

4.Innovationofthemanagementsystem

Inmanycases,resourcedepletionmotivates

fisherstobeginfisherymanagement,inwhat

iscalled・thedepletioncrisismodel・（BERKES

andTURNER,2006）.ForthesandeelstockinIse

Bay,co-managementbeganwhendepletionbe-

cameapparentaround1980.Alsointhecaseof

entrepreneurialfirm,innovationsoftenoccur

undershortageofhumanorfinancialresources

（BAKERandNELSON,2005）.Theseveralinnova-

tionsbasedonbricolagementionedabovewere

introducedtothemanagementsystem,which

developedintoadaptiveco-managementfrom

thepreviousco-managementsystem（Fig.5）.

Whenthepartiesinvolveddiscussedtheman-

agementofsandeelstock,knowledgeoffishers

playedanimportantroleinthe・adaptive・as-

pectoftheapproach（BERKES,2007,2009）.Lo-

calecologicalknowledge（OLSSON andFOLKE,

2001;GADHAVetal.,2003;MAMUN,2010）,tradi-

tionalecologicalknowledge（INGLIS,1993;

RUDDLE, 2007）, and fishers・ knowledge

（JOHANNES etal.,2000;STEAD etal.,2006;

GARCIA-QUIJANO,2007;HAGGAN etal.,2007;

HILBORN,2008）havebeentreatedasimportant

factorsinresourcemanagement.Incontrastto

othertypesoflocalecologicalknowledge,the

sandeelfishers・knowledgeisnotatraditional
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mand-and-controltoadaptiveco-managementthroughco-management.



butratheranon-siteorpracticalknowledge.

Table1presentsthreecasesofbricolagein

whichfishers・knowledgewasusedtoovercome

ashortageinscientificknowledge.Thesethree

casesofbricolagecorrespondtoBAKERandNe

lson・s definition ofbricolage（BAKER and

NELSON,2005）,i.e.,・makingdobyapplying

combinationsoftheresourcesathandtonew

problemsandopportunities.・

Tounderstandthesuccessofco-management

ofsandeelresourcesandapplyittoanother

fishery,itisveryinterestingtoclarifythe

process ofco-management development in

whichthestakeholdersplayroles.Considering

therolesoffishersandfisheriesscientists,we

canapplyananalyzingmodeltotheprocess

（Fig.6）.WeusehereSECImodeldevelopedby

NONAKA andTAKEUCHI（1995）whoanalyzed

how theknowledgecreating processworks

withtacitandexplicitknowledgeinanorgani-

zation,especiallyenterprises.Theyclassified

four stages（Socialization,Externalization,

CombinationandInternalization）inknowl-

edgecreatingprocess.Atfirst,socialization

processfocusesontacittotacitknowledgelink-

ing.Tacitknowledgegoesbeyondthebound-

aryandnewknowledgeiscreatedbyusingthe

processofinteractions,observing,discussing,

analyzing,spendingtimetogetherorlivingin

sameenvironment.Thesocializationisalso

knownasconvertingnewknowledgethrough

sharedexperiences.Externalizationprocessfo-

cusesontacittoexplicitknowledgelinking.It

helpsin creating new knowledgeastacit

knowledgecomesoutofitsboundaryandbe-

camecollectivegroupknowledge.Combination

isaprocesswhereknowledgetransformsfrom

explicitknowledgetoexplicitknowledge.By

internalization,explicitknowledgeiscreated

usingtacitknowledgeandissharedacrossthe

organization.Whenthistacitknowledgeis

readorpracticedbyindividualsthenitbroad-

ensthelearningspiralofknowledgecreation.

Organizationtriestoinnovateorlearnwhen

thisnewknowledgeissharedinSocialization

process.AccordingtotheSECImodel,fishers

fishers・knowledgeinsandeelfisheriesco-management 139

Table1.Shortagesinscientificknowledge,applicationofbricolages,andcomponentsoffishers・knowledge

Shortageinscientificknowledge Bricolagesbyfishers・knowledge

Improvementoflarval
sampler

Usualsamplinggearcouldneither
catchlargerlarvaenorbeoperated
bysmallboat.

Fishersamelioratewingnetwitha
netmouthlargerthanusualsam-
plingnetfrom pelagictrawlnetfor
halfbeak（sayori）.

Developmentof
karaturi-rake

Nogearwereavailabletocapture
sandeelburrowing in sandduring
aestivation.

Fishers・knowlegdeonfishinggear
forcapturingflatfishhintstode-
velop a new sampling gear,
karatsuti-rake,tocatchsandeebur-
rowinginsand.

Settingfisheriesrefugia
forconservationof
spawnersinthenextyear

Littlewasknownaboutthemigrat-
ingpath.

Surveybyfishersrevealedthemi-
gratingpathofsandeelschoolusing
echosoundersequippedintheboats
andfisheriesradio.

Fig.6.Applyingthecreatingmodel,SECImodel,
proposedbyNonakaandTakeuchi（1995）to
adaptiveco-managementofsandeelresources.
Darkareashowsaraugeofbricolage.



knowledgeandmanagementmeasuresarede-

finedastacitandexplicitknowledge,respec-

tively,underfourconversionphases:Socializa-

tion,Externalization,CombinationandInter-

nalization（Fig.6）.

Weapplythismodeltothecaseofsandeel・s

stock management.In Socialization phase,

tacitknowledgecommonamongallfisherisin-

tegratedunderinitiativesoffishers・leaders.

So,thetacit（fishers・）knowledgeissharedby

thefishers・group.Fishers・bricolageiseffec-

tiveinExternalizationphase,incooperation

withfisheriesscientists.Inthisphase,tacit

（fishers・）knowledgeisconvertedintoexplicit

knowledge,such asmanagementmeasures.

Furthermore,themeasuresareeasilygained

consensus-buildingamongfishersbecauseit

containstacitknowledgeinitself.InCombina-

tionphase,explicitknowledgeofequipments

forco-managementsuchaskite-net,karatsuri

rakerarecombinedtodecisideopeningand

closingdaysofsandeelfisheryandfishery

refugiaforprotectionofspawningsandeel.In

Internalization phase,fishers participating

monitoring ofsandeel・sstock,theirunder-

standingwillspiralupward.Thisanalysissug-

geststhatbricolageisakeytostartcreationof

co-managementofsandeelresources.There-

fore,itisveryimportantforfisheriesscien-

tists,whoarechargedinexplicitknowledge,to

contact closely fishers for developing co-

managementoffishresources.

MostofcoastalfisheriesinJapanaresmall

scale（MATSUDA etal.,2010）.Resourceman-

agement methods for small-scale fisheries

shouldbedistinctfromthoseusedinindustrial

fisheries,e.g.,individualquotaorindividual

transferablequotamethods.Asshownhere,

theintroductionoffishers・knowledgeinto

coastalfisheriescan bevery effective.By

adoptingbricolagesbasedonfishers・knowl-

edge,expensiveresearch equipmentisnot

neededtoestablishaneffectiveresourceman-

agementsystem becausefishingboatscanbe

usedasresearchvesselsandfishinggearcan

serveassamplinggear.Ourpracticeshighlight

thepotentialforco-managementofsmall-scale

fisheriesusingtheconceptofbricolageandpar-

ticipationbyrelatedfishersnotonlyinIseBay

butalsoinotherareas.Inaddition,intrduction

offisheriesrefugiaacceptableforfishersis

veryeffectiveforco-management.
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黒潮に及ぼすトカラ海峡の陸岸海底地形効果に関する数値実験（英文） 陳苗陽・関根義彦 73
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土佐湾のシラスパッチ網漁場へのニシン亜目3種（カタクチイワシ・ウルメイワシ・マイワシ）の

仔魚個体群の部分的輸送（英文） DJUMANTO・木下 泉・美藤千穂・布部淳一 83

土佐湾中央部におけるシラス漁場に出現するニシン亜目3種の季節変化（英文）

DJUMANTO・木下 泉・美藤千穂・布部淳一 95

資 料

第42巻第2号掲載欧文論文の和文要旨 107

第43巻（2005）

第1�2号

原 著

黄河河川水プル－ムの挙動に関する短期・季節・潮汐周期変動（英文） 柳哲雄・日野貴明 1

タイ王国トラン県シカオ湾に生息するモトギスとホシギスの食性（英文）

PrasertTONGNUNUI・佐野光彦・黒倉壽 9

チュニス湾および隣接するラグーン（ガール・エル・メル湖及び南チュニス湖）（南地中海）

におけるTintinnids（Ciliophora,Tintinnina）と毒化の可能性のある独立栄養渦鞭毛藻

（Dinophyceae）の関係（仏文） MohamedN�jibDALYYAHIA,OnsDALY YAHIA-KEFI,

SamiSOUISSI,FadhilaMAAMOURIandPatriciaAISSA 19

仙台湾石巻沖で採取した底泥中ダイオキシン類の堆積速度 1980年代以降について （英文）

奥村 裕・長坂洋光・河野洋一・神山孝史・鈴木敏之・山下 洋 33

本邦初の深海乱流計を用いた乱流パラメタリゼーションの有効性の検証（英文）

横田華奈子・日比谷紀之・長澤真樹・高木省吾 43

南大洋インド洋セクターにおけるケルゲレン海堆のDeepWesternBoundaryCurrentについて:

LADCP観測から得られた結果（英文）

鳴海吉洋・川村有二・日下朋子・北出裕二郎・長島秀樹 49

資 料

第43巻第l�2号掲載欧文論文の和文要旨 61

第3号

原 著

カラヌス目カイアシ類Acartiaomoriiに対するテストステロンの影響（英文）

カレドホサイン・大村卓朗・武田誠一・石丸 隆 69

仙台湾で採捕されたマコガレイ中のダイオキシン類濃度（英文）

奥村 裕・河野洋一・神山孝史・鈴木敏之・山下 洋 75

南大洋インド洋セクターの海氷密接度に見られる西方伝播シグナル（英文）

XuhuiXIE・長島秀樹・根本雅生 89

東京湾湾口部における表層域の仔稚魚相 長岩理央・茂木正人・河野博・藤田 清 97

大槌湾における海面熱収支の経年変動 安保綾子・長島秀樹・根本雅生・轡田邦夫・乙部弘隆 105

資 料

第43巻第3号掲載欧文論文の和文要旨 113
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第4号

原 著

大船渡湾における養殖マガキからの沈降粒子フラックスの見積り 10年間の月別平均環境データ

を用いた季節変動と経年変動 （英文） 伊沢瑞夫・小林雅人 117

資 料

第43巻第4号掲載欧文論文の和文要旨 129

第44巻（2006）

第1号

原 著

タイ国の熱帯沿岸域に生息するモトギスとホシギスの成熟様式（英文）

PrasertTONGNUNUI・佐野光彦・黒倉壽 1

タカノケフサイソガニHemigrapsusutakanoi（DECAPODA:BRACHYURA:GRAPSIDAE）

の初期発生における塩分耐性（英文） WindaMercedesMINGKID・横田賢史・渡邊精一 17

パラワン島（フィリピン）におけるアカハタの繁殖生態（英文）

三品裕昭・BenjaminGONZARES・HonorioPAGALIAWAN・茂木正人・河野博 23

マラッカ海峡水塊に対するアンダマン海と南シナ海の影響（英文） ZelinaZ.IBRAHIM・柳哲雄 33

資 料

第44巻第1号掲載欧文論文の和文要旨 43

第2号

原 著

低濃度の石油が混入した実験的閉鎖生態系における海洋細菌群集の変動（英文）

西村昌彦・吉田明弘・豊田圭太・山田美穂子・野村英明・

和田実・岡本研・柴田晃・高田秀重・大和田紘一 59

西九州、橘湾・有明海におけるハルマンスナモグリ幼生の干潟個体群間受給ネットワークの数値

モデルによる解析（英文） 藤家亘・柳哲雄・玉置昭夫 67

インドネシアのプラブハンラトゥ湾における小規模漁業の目的種漁獲戦略（英文）

EkoSriWIYONO・山田作太郎・田中栄次・北門利英 85

資 料

第44巻第2号掲載欧文論文の和文要旨 95

第3�4号

原 著

Fragmentgrowth-ratesofsixcultivatedcoralspecies:areferenceframeworkforcoral

transplantation VirginieVAN DONGEN-VOGELSandJer�meMALLEFET 99

本州中部太平洋沿岸大浦湾におけるアカモク（ヒバマタ目，褐藻植物門）の生長と光合成－光曲

線の季節変化（英文） 三上温子・小松輝久・青木優和・横浜康継 108
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相模湾中央部における表層と亜表層の仔稚魚相

飯野正晴・茂木正人・長岩理央・宮崎唯史・栗田嘉宥・河野博 119

神奈川県諸磯湾定置網におけるケンサキイカの漁業生物学的研究（英文）

NatineeSUKRAMONGKOL・土屋光太郎・東海正・瀬川進 131

河口に入江もしくは大きな河口域を持つ河川で生れたアユは母川回遊をするか？（英文）

EbrahimALJAMALI・木下泉・指田穣・橋本隆志・布部淳一 145

ウナギ病原菌エドワジエラの増殖を抑制する拮抗細菌 野口浩介・岩田一夫・前田昌調 157

資 料

第44巻第3�4号掲載欧文論文の和文要旨 161

第45巻（2007）

第1号

原 著

対馬暖流沿岸域における最近年の水温変化とその底刺網漁獲量への影響（英文）

AidaSARTIMBUL・中田英昭・林育夫 1

西部北太平洋のメラネシア海盆における上部深層流の構造（英文） 小牧加奈絵・川辺正樹 15

三宅島周辺浅海域における高濁度水の分布と挙動（英文） 荒川久幸・中山裕美子・森永勤 23

愛媛県宇和海沿岸における海水温の経年変動 鈴木怜・竹内一郎 35

冬季の日本海南部における中層性かいあし類Gaetanusvariabilisの鉛直分布、腸内容物および

餌要求量（英文） 山口篤・大塚攻・平川和正・池田勉 47

資 料

第45巻第1号掲載欧文論文の和文要旨 59

第2号

原 著

北太平洋および東シナ海表層における低濃度硝酸塩の鉛直分布（英文）

神田穣太・伊藤貴行・野村規宗 69

Fluorescentlabellingofcultivatedcoralsasasustainablemanagementtoolincoraltrade

andreefsconservation VirginieVAN DOGNEN-VOGELSandJ�r�meMALLEFET 81

Numericalradiativetransfersimulationstoexamineinfluenceofshapeofscatteringphase

functionofsuspendedparticlesontheoceancolourreflectance

TakafumiHIRATA andGeraldF.MOORE 91

資 料

第45巻第2号掲載欧文論文の和文要旨 99
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第3号

原 著

石油および石油と分散型油処理剤添加後にみられた中規模半閉鎖型海洋生態系における植物プラ

ンクトン群集の遷移（英文） 野村英明・豊田圭太・山田美穂子・岡本研・和田実・

西村昌彦・吉田明弘・柴田晃・高田秀重・大和田紘一 105

沿岸海域における物質循環に対する干潟の機能（英文）

屋良由美子・柳哲雄・門谷茂・多田邦尚 117

館山湾におけるトラノオガニの成長と繁殖（英文） 土井 航・横田賢史・渡邊精一 135

北太平洋における密度比の空間分布（英文） 嶋田啓資・根本雅生・吉田次郎 149

資 料

第45巻第3号掲載欧文論文の和文要旨 159

第4号

原 著

タイ国クローン・ンガオ・ラグーンにおけるアカテノコギリガザミ雌の資源量とサイズ分布（英文）

KanchanaJIRAPUNPIPAT・横田賢史・渡邊精一 165

Laboratoryassessmentofthemotionbehaviourofintertidalgastropods（英文）

CoralineCHAPPERON 177

Lipofscin蓄積量を用いたScyllaolvaceaの年齢推定法の検討（英文）

ムハンマド・シェラズール・イスラム・児玉圭太・黒倉寿 185

資 料

第45巻第3号掲載欧文論文の和文要旨 196

第46巻（2008）

第1�2号

原 著

気仙沼湾における透明度の長期変動 久松和恵・荒川久幸・關 哲夫・森永勤 1

安定同位体比分析を用いた河口成育場における魚類の餌資源分割の解明（英文）

今 孝悦・加納光樹・井上 隆・小林 敦・林崎健一・黒倉 壽 13

タイ国バンパコン川河口域における浮遊懸濁物の化学組成（英文）

NattapongLOASSACHAN・ShettapongMEKSUMPUN・一見和彦・多田邦尚 19

中部および西部太平洋外洋域で採取されたDinophysis属（英文）

NguyenVanNGUYEN・大村卓朗・古谷研・福代康夫 29

日高湾東部陸棚上の日周潮流 スケトウダラ（Theragrachalcogramma）0歳魚の南東移動は

日周潮流に起因するのか？ （英文） 黒田 寛・磯田 豊・本田 聡・武岡英隆・清水 学 37

魚類は干潟域のタイドプールをどのように利用しているか？

内田和嘉・横尾俊博・河野 博・加納光樹 49

資 料

第46巻第1�2号掲載欧文論文の和文要旨 56
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第3号

原 著

インドネシア・南スマトラ・ハラン湾における淡水平均滞留時間の季節変動と水質への影響（英文）

I.S.スヘンダル・柳 哲雄・ムアワナ 65

オーストラリア水域における鯨類の生息環境に関する解説（英文）

CaraMILLER andNardiCRIBB 77

カラヌス目カイアシ類Subeucalanuscrassus（Giesbrecht，1888）の遊泳にともなう頭部付属肢

の挙動（英文） ErinWittke・石丸 隆・田中祐志 85

カンボジア王国トンレサープ湖周辺におけるChannamicropeltesのCPUEを用いた資源動向の

分析（英文） 榎本 憲泰・石川 智士・堀 美菜・LIENG Saroeung・

HORT Sitha・SRUM LimSong・THUOK Nao・黒倉 寿 97

資 料

第46巻第3号掲載欧文論文の和文要旨 105

第4号

原 著

開放的な砂浜域の稚魚に対する捕食圧―糸つなぎ実験を用いた砂浜タイプ間での比較―（英文）

中根幸則・須田有輔・早川康博・大富 潤・佐野光彦 109

ベトナムカンフォア県ニャフー湾における小型プランクトン中のドウモイ酸（英文）

DAO VietHa・高田義宜・大村卓朗・NGUYEN TienDung・

NGUYEN ThuHong・佐藤繁・福代康夫・児玉正昭 117

東京湾京浜島の魚類相の季節変化と長期生物モニタリングの必要性

茂木正人・安田健吾・山本桂子・横尾俊博・河野博・諸星一信・

鈴木信昭・松坂省一・有路隆一 121

根室周辺海域の海況の季節変化 永田 豊 135

資 料

第46巻第4号掲載欧文論文の和文要旨 141

第47巻（2009）

第1�2号

原 著

亜寒帯貧栄養性石狩湾における河川起源栄養塩とクロロフィルa分布の季節変化（英文）

アブウアラ・ジュリアス・吉俊輔・工藤勲 1

衛星海面高度計により観測された黒潮の大蛇行流路への遷移過程（英文）

安倍大介・遠藤貴洋・日比谷紀之・今脇資郎 19

道東沿岸流（沿岸親潮・道東暖流）の季節変化 永田豊・小熊幸子・長瀬桂一・

相川公洋・田中伊織・中多章文・夏目雅史 29
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総 説

海洋学及び水産学分野における日仏間協調の歴史と今後 八木宏樹・小池康之・小松輝久 43

資 料

第47巻第1�2号掲載欧文論文の和文要旨 49

第3号

原 著

ベトナム・トンキン湾産ヒラケンサキイカPhotololigochinensisの平衡石微細構造に基づく成長

解析（英文） NguyenKhacBAT・ChuTienVINH・ArildFOLKVORD・

ArneJOHANNESSEN・土屋光太郎・瀬川進 57

道東沿岸流の水塊の季節変化

永田豊・小熊幸子・長瀬桂一・相川公洋・田中伊織・中多章文・夏目雅史 67

富栄養海域（北九州市・洞海湾）における植物プランクトンの高アンモニア濃度に対する耐性（英文）

MarutSUKSOMJIT・多田邦尚・一見和彦・門谷茂 75

富栄養海域（北九州市・洞海湾）の植物プランクトンSkeletonemaspp.のアンモニアによる増殖

促進（英文） MarutSUKSOMJIT・一見和彦・濱田健一郎・山田真知子

・多田邦尚・PaulJ.HARRISON 89

資 料

第47巻第3号掲載欧文論文の和文要旨 103

第4号

原 著

海洋細菌EKZ-2株におけるヒラメ種苗の生残向上効果 野口浩介・前田昌調 113

長光路長キャピラリーセルを組み込んだ空気分節型連続フロー吸光光度分析法による海水中微量

ケイ酸の計測（英文） 橋濱史典・神田穣太 119

Oceanscontaminationandoverexploitation，theendofthefishing?（仏文）

St�phaniePIERRE，NathaliePr�vot-D'ALVISE，SandrineGAILLARD，SimoneRICHARD 129

資 料

第47巻第4号掲載欧文論文の和文要旨 148

第48巻（2010）

第1号

原 著

東京湾で採集された11種のPseudo-nitzschia（英文）

LeniG.Yap-DEJETO・大村卓朗・長濱幸生・福代康夫 1

根室市三里浜沖海況の季節変化 I.水温構造 長瀬桂一・相川公洋・博田功・永田豊 17

ウシエビPenaeusmonodon（Fabricius）稚エビの標識法―安価な標識法の比較（英文）

ジョン・P・アルタミラノ・黒倉 寿 33

資 料

第48巻第1号掲載欧文論文の和文要旨 47
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第2号

原 著

2003,2005年夏季の南大洋インド洋セクターにおけるサルパ類の分布と個体群構造（英文）

小野 敦史・石丸隆・田中祐志 55

相模湾の上層の季節的な硝酸塩プロファイルの推定アルゴリズム.（英文）

AndreasA.HUTAHAEAN・石坂丞二・森本昭彦・神田穣太・堀本奈穂・才野敏郎 71

根室市三里浜沖海況の季節変化 II.塩分・密度構造

永田豊・小熊幸子・長瀬桂一・相川公洋・博田功 87

資 料

第48巻第2号掲載欧文論文の和文要旨 101

第3�4号

原 著

アイゴ成魚に対する動物性餌料の重要性 柴田玲奈・片山知史・渡部諭史・荒川久幸 103

記事

創立50周年記念シンポジウム（第14回日仏海洋学シンポジウム）と祝賀 今脇資郎 112

追悼：高木和徳先生 渡邊精一 113

Sommairecompletde・Lamer・

Tomes38�48

（2000�2010）

Tome38（2000）

Num�ro1

Notesoriginales

Short-timescalephytoplanktonvairabilityandambientconditionsinahighlydynamicma-

rinebasin WagdyLABIB 1

Researchonprovidinghabitableenvironmentforbivalvesbyuseofartificialreefs
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TAIRA,K. 40（2）,91

TAKADA,H. 44（2）,59;45（3）,105

TAKATA,Y. 46（4）,117

TAKAGI,K. 39（1）,33

TOKAI,T. 44（3/4）,131

TAKAGI,S. 43（1/2）,43

TAKANO,T. 40（4）,191;41（4）,155

TAKEDA,S. 43（3）,69

TAKEOKA,H. 46（1/2）,37

TAKEUCHI,I. 45（1）,35

TAMAKI,A. 44（2）,67

TANAKA,E. 44（2）,85

TANAKA,I. 47（1/2）,29;47（3）,67

TANAKA,S. 41（4）,172

TANAKA,Y. 41（2/3）,69;46（3）,85;

48（2）,55

TERAZAKI,M. 39（2）,87;39（3）,155;

39（4）,197

THUOK,N. 46（3）,97

THOUMELIN,G. 41（1）,37

TONGNUNUI,P. 43（1/2）,9;44（1）,1

TORATANI,M. 41（4）,225

TOYODA,K. 44（2）,59;45（3）,105

TRUSENKOVA,O. 38（4）,189

TSUCHIYA,K. 44（3/4）,131;47（3）,57

TUCHIDA,N. 41（1）,28

U

UCHIDA,K. 46（1/2）,49

UCHIDA,M. 40（4）,171

UNO,S. 41（4）,182

USUKI,H. 39（2）,87

V

VINH,C.T. 47（3）,57

W

WADA,A. 38（1）,11;40（4）,191;

Lamer49,2011172



41（4）,137;41（4）,155

WADA,M. 44（2）,59;45（3）,105

WANG,H. 38（4）,173

WANG,W. 38（4）,227

WANG,X. 38（4）,227

WATANABE,S. 44（1）,17;45（3）,135;

45（4）,165

WATANABE,S. 48（3/4）,113

WEI,Z. 38（4）,211

WITTKE,E. 46（3）,85

WIYONO,E.S. 44（2）,85

X

XIE,X. 43（3）,89

XU,D. 38（4）,205

XU,T. 39（1）,19

Y

YADA,S. 40（4）,183

YAHIA-KEFI,O.D. 43（1/2）,19

YAHIA,M.N.D. 43（1/2）,19

YAMADA,M. 44（2）,59;45（3）,105

YAMADA,M. 47（3）,89

YAMADA,S. 44（2）,85

YAMAGUCHI,A. 45（1）,47

YAMAGUCHI,Y. 39（4）,181

YAMAMOTO,K. 46（4）,121

YAMANE,T. 41（2/3）,77;41（2/3）,

82;42（1）,35

YAMASAKI,S. 41（1）,15

YAMASHITA,Y. 43（1/2）,33;43（3）,75

YANAGI,T. 38（2）,65;39（2）,77;

39（3）,141;40（3）,137;

40（3）,147;40（4）,161;

41（4）,199;43（1/2）,1;

44（1）,33;44（2）,67;

45（3）,117;46（3）,65

YARA,Y. 45（3）,117

YAP-D,L.G. 48（1）,1

YASUDA,K. 46（4）,121

YOKOHAMA,Y. 44（3/4）,109

YOKOO,T. 46（1/2）,49;46（4）,121

YOKOTA,K. 43（1/2）,43

YOKOTA,M. 45（3）,135;45（4）,165

YOSHI,S. 47（1/2）,1

YOSHIDA,A. 44（2）,59;45（3）,105

YOSHIDA,J. 40（3）,123; 41（1）, 52;

45（3）,149

YOSHIDA,S. 40（4）,171

YOSHIKAWA,Y. 38（4）,205

YOSHIMURA,K. 41（2/3）,82

YOSHIOKA,N. 38（4）,205

YUAN,Y. 38（4）,173;38（4）,179;

38（4）,205

Z

ZHAO,C. 41（2/3）,94
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賛 助 会 員

Ｊ Ｆ Ｅ ア レ ッ ク 株 式 会 社 神戸市西区井吹台東町７－２－３

株式会社 イ ー エ ム エ ス 神戸市中央区東川崎町１－３－３

神戸ハーバーランドセンタービル 13F

有限会社 英 和 出 版 印 刷 社 北区中里２－14－８シャンボール駒込101

財団法人 海洋生物環境研究所 千代田区神田神保町３－29 帝国書院ビル５Ｆ

ケー・エンジニアリング株式会社 台東区浅草橋５－14－10

い で あ 株 式 会 社 世田谷区駒沢３－15－１

テ ラ 株 式 会 社 文京区湯島４－１－13－402

八 洲 商 事 株 式 会 社 静岡市清水区宍原630－５
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